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序 文

新たな世紀を迎え、ゆとりや豊かさを目指すことが重要になってきたなかで、地域住民の間では身

近な地域の個性豊かな風土や歴史的な文化財の保存・活用の取り組みへの気運が高まっています。

しかし、一方では道路建設や宅地造成など都市化の波が地方にも押し寄せ、大規模なほ場整備など

の各種開発事業も年を追うごとに激化しており、文化財は年々破壊され、消滅の危機にさらされるこ

とが多くなってきております。なかでも土地との結びつきの強い埋蔵文化財は、各種の開発により常

に破壊される恐れがあることから、当教育委員会では開発部局等に遺跡の所在を周知徹底するととも

に、開発との関わりが生じた場合には貴重な文化財を積極的に保護することに努めてきております。

本書は、宮城県土木部との保存協議に基づき、仙台港背後地土地区画整理事業に先立って実施した

仙台市中野高柳遺跡の発掘調査のうち、流通地区の平成6・7年度と13--15年度の一部について調

査成果をまとめたもので、背後地関連調査報告害の2冊目にあたります。発掘調査の結果、鎌倉時代

から室町時代に営まれた武士階級の屋敷跡の様子が明らかとなりました。中野高柳遺跡がある仙台市

北東部から多賀城市西部には、中世に「八幡荘」と呼ばれた荘園がありました。本遺跡に屋敷を構え

た人々は、八幡荘の管理・運営に深く関わっていたと考えられます。こうした成果が広く県民の皆様

や各地の研究者に活用され、地域の歴史解明の一助になれば幸いです。

最後になりましたが、遺跡の保存に理解を示され、発掘調査に際しては多大なるご協力をいただい

た関係機関の方々、さらに実際に調査にあたられた皆様に対し、厚く御礼申し上げる次第です。

平成16年3月

宮城県教育委員会

教育長白石 晃



例 言

1. 本書は宮城県教育委員会が行った仙台港背後地土地区画整理事業にともなう中野高柳遺跡流通地

区の発掘調査のうち、平成6・7年度と13-15年度の一部について調査成果をまとめたもので

ある。仙台港背後地関連発掘調査報告書の2冊目にあたる。内容は、本遺跡の発掘調査が現在も

進行中であることから、事実報告を優先した。なお、流通地区の一部と北に隣接する都市計画道

路部分は、発掘調査を担当した仙台市教育委員会から成果が公表されていないため、今回の報告

では触れることができない。

2. 調査は宮城県教育委員会が主体となり、宮城県教育庁文化財保護課が担当した。

3. 本書における土色の記述については、『新版標準土色帖』（小山・竹原： 1973)を使用した。

4. 発掘調査の測量は、遺跡北西部の第X系国家座標X= -191,850.000、Y= 12,860.000 (日本測

地系ー改正前）を原点とした東西 ・南北の基準線をもとに3mの方眼を設定しておこなった。本

書に掲載した遺構図中に示された方位はすべて座標北を指している。なお、磁北との偏差は西に

8°30'40"である。

5. 本書の遺構番号は、遺構の種別に関わらず、発掘現場で付されたものをそのまま使用した。その

際、仙台市教育委員会による遺構番号との重複を避けるため、 1000番から付している。また、逍

構は種別にしたがって、以下の記号を使用した。

掘立柱建物跡 (SB)、塀跡・柱列跡 (SA)、溝跡・河川跡 (SD)、井戸跡 (SE)

水田跡 ・ 畑跡 (SF)、土壊 (SK)、道路跡 ・ 竪穴遺構 • その他の遺構・湿地跡 (S X) 

6. 発掘調査および整理・報告書の作成に際して、以下の方々と関係機関から指導、助言を賜った

（五十音順、敬称略）。

相沢清利、飯村均、井上雅孝、入間田宜夫、及川司、大石直正、小井川和夫、佐藤甲二

須田富士子、高桑弘美、高橋学、田中則和、千葉孝弥、羽柴直人、藤沼邦彦、堀江格

本田泰貴、松本秀明、八重樫忠郎、柳原敏昭、吉田江美子

岩手県教育委員会文化課、多賀城市埋蔵文化財調査センター、東北歴史博物館

平泉町文化財センター、宮城県多賀城跡調査研究所

7. 本書の整理、遺構 ・遺物のトレースは、村田晃ー ・茂木好光・ 三好秀樹・白崎恵介・大沼美代

子 ・佐藤由美子 ・加藤明日香がおこなった。

8. 遺構のトレースは、平成 6 • 7• 13·14年度の平面図• 断面函と15年度の断面図は、 1/20の実

測原図をスキャナーで、平成15年度の平面図はトータルステーションのデータをコンピューター

に取り込み、それらを下図としてデジタルトレースを行った。

9. 遺物の実測・トレースは、実測原圏をスキャナーでコンピューターに取り込み、それを下図とし

てデジタルトレースを行った。

10. 本書の執筆・編集は、調査担当者との協議ののち村田晃ー ・ 三好秀樹 • 白崎恵介が担当した。

11. 陶磁器の産地や分類、時期については、主として以下の文献を参考とした。

【中世陶器】

• 中野晴久 1994「生産地における編年について」『中世常滑焼きをおって』資料集



日本福祉大学知多半島総合研究所

• 藤沢良祐 1995 「瀬戸」『古瀬戸をめぐる中世陶器の世界』資料集 瀬戸市埋蔵文化財センター

【輸入陶磁器】

• 山本信夫 2000『大宰府条坊跡xv —陶磁器分類編ー』 太宰府市の文化財第49集

太宰府市教育委員会

12. 遺物観察表で簡略化した表現は以下のとおりである。

外→外面 内→内面 完形→完形もしくはほぽ完形

13. 遺物実測図に示した塗りは以下の特徴を表現している。

使用痕こコ 黒色処理 Eコ 黒漆塗ヒコ 漆（付若物） ＇． 油煙痕’~

14. 本遺跡の調査成果については、平成13・14年度宮城県遺跡調査成果発表会や宮城考古学第4. 

5号、木簡研究第24号でその内容の一部を報告しているが、これと本書の記載内容が異なる場合

は、本書が優先する。

15. 発掘調査の記録や整理した資料・出士遺物は宮城県教育委員会が保管している。

調査要項

遺跡名：中野高柳遺跡（宮城県遺跡登録番号 01146) 

遺跡記号： KX  

所在地：宮城県仙台市中野字高柳

発掘面積 ：約10.450面 (A,....,C区 うち確認調査1,210面）

調査期間：平成6年10月,..._,11月、平成7年7月,..._,8月、平成13年4月9日,..._,11月6日

平成14年4月8日,..._,11月12日、平成15年4月7日,..._,11月17日

調査担当：宮城県教育庁文化財保護課

調査員：平成6年度

村田晃ー・小村田達也 • 藤村博之

平成7年度

山田晃弘•高橋栄一

平成13年度

村田晃ー ・相原淳ー ・天野順陽 ・千葉直樹

鈴木朋子（亘理町職員技術研修） ・中鉢琢也（山元町職員技術研修）

平成14年度

村田晃ー ・茂木好光•岩見和泰• 吉野武 •西村カ

平成15年度

村田晃一• 佐久間光平 • 奥山芳明・三好秀樹 ・白崎恵介
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第 I章調査の方法と経過

1 . はじめに

本書は、仙台港背後地土地区画整理事業にともなう中野高柳遺跡の平成6·7·13• 14・15年度

発掘調査のうち、流通地区A-C区の古代遺構と、 B・C区の中世より新しい遺構に関する報告書で

ある。宮城県教育委員会が発行する中野高柳遺跡の報告書の2冊目にあたる。「調査にいたる経過」、

「地形環境」、「歴史的環境については、『中野高柳遺跡I』（宮城県文化財調査報告書第194集）第I章、

第1I章で述べているため、そちらを参照していただきたい。

同事業にかかわる中野高柳遺跡の発掘調査は、平成6・7年度に県文化財保護課（以下、当課とす

る）が担当したのち、仙台市文化財課（以下、市文化財課とする）が平成7-11年度まで調査を行い、

平成12年度からは再び当課が担当している。

2. 調査の方法

平成12年度からの調査は、住宅地区北西隅に測量原点（第X系国家座標）を設爵し、それをもとに

東西• 南北に基準線を延長し、調査区全域に 3m方眼を設定した。方向は真北を基準とし、グリッド

の呼称は原点からの東西 • 南北方向の距離で表した。

検出した遺構の実測図作成や遺構の写真撮影は、平成14年度までと同15年度で異なる。前者は平

面図を原則として1/20の縮尺で作成した。その際、平面図は前述したグリッドを基準に作成している。

遺構写真は、 35mmと6x 7 cmのカメラを使用し、それぞれモノクロとリバーサルフィルムを使用

して行った。平成15年度は、平面図の作成をトータルステーションを用いた電子平板測量で行い、遺

構写真は通常6X 7cmモノクロフィルムとデジタルカメラで撮影し、重要度が高いものについては

6 x 7cmカラーリパーサルフィルムを用いた。各年度とも調査成果がまとまった段階で、空中写真を

撮影している。

3. 調査の経過

中野高柳遺跡の発掘調査は遺跡全体が対象となるため、調査面積が広大で多年次にわたると予想さ

れた。そこで、平成12年度からの発掘調査では、住宅地区を市文化財課の調査区や湿地跡を反映した

低地部分を境にして 1-5区に、流通地区は既存道路や湿地跡を反映した低地部分を境にしてA-D

区に区分した（図版 1)(tt I)。本年度までに県文化財保護課が行った発掘調査の概要は、以下の通りで

ある。

①平成6年度の調査

平成6年度は、流通地区内を都市計画道路 「中野線」に平行して南を走る幅12mの道路予定地のう

ち、北半部の調査を行った。調査面積はl,050rriである。その結果、 13世紀-14世紀前半頃の武士階

級の屋敷跡の一部を検出した。主な遺構は掘立柱建物跡、井戸跡、土堀、溝跡などである。特筆すべ

き出土遺物としては、大型土壊から出土した修験者もしくは僧を墨で表現した「人物墨書礫」がある。

② 平成7年度の調査

前年度の続きにあたる道路予定地の南半部を調査した。調査面積は950rriである。主な検出遺構は、
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図版 1 遺跡の範囲と調査地点

1-s区： 住宅地区の地区区分名
A-D区：流通地区の地区区分名
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南北道路跡の東側溝、区画溝跡、掘立柱建物跡などである。区画溝跡は前年度に確認した屋敷の南辺

を画する可能性が考えられた。

③ 平成12年度の調査

本年度より仙台市教育委員会から発掘調査を引き継ぐこととなり、住宅地区の 1区と 2区・ 3区の

北端部について調査を実施した。調査面積は3,250面である。その結果、平安時代と中世より新しい

遺構を確認した。平安時代は河川が住宅地区中央を南へ流れ、右岸の自然堤防は畑、その西の自然堤

防縁辺から後背湿地は水田として利用されていた。これらは10世紀前葉に降灰した灰白色火山灰で廃

絶する。その後、畑は復旧されるが、河川の氾濫で廃絶しており、平安時代の遺構は2度の自然災害

を受けていることがわかった。

中世より新しい遺構は、武士階級のものとみられる屋敷跡である。屋敷は幅3mの溝で方形に区画

されており、 2時期の変遷がある。古い屋敷は一つの区画からなり、新しい屋敷は二つ以上の区画で

構成されていることがわかった。古い屋敷は遺跡の範囲外に延びており、東辺を一部拡張したが、北

辺は確認できなかった。

④平成13年度の調査

発掘調査は本年度から通年 (4月,.._,11月）となり、住宅地区は咋年度から継続部分 (2・3区）と

4区および5区南西端、流通地区ではB区内の2箇所で調査を行った。調査面積は、事前分が6,200

rri、確認分が300mである。平安時代の遺構は住宅地区に認められ、2区や3区で昨年と一連の畑跡

や水田跡を確認したほか、新たに4区で灰白色火山灰より古い畑跡を検出した。また、河川跡は灰白

色火山灰後下後の氾濫で、流路が変わり湿地化したことがわかった。湿地は12世紀代にゴミ捨て場と

なっており、土器・陶磁器・漆製品・木製品・鉄製品・動植物遺体などが出土した。

中世より新しい逍構は、住宅地区の屋敷跡が2時期加わって4時期となり、年代は古いほうから鎌

倉～南北朝時代→室町時代→戦国時代→江戸時代とみられたほか、鎌倉～南北朝時代の南北道路跡を

検出した。流通地区は、平成6年度の調査区の南北両側を 1箇所ずつ調査した。その結果、鎌倉～南

北朝時代の屋敷に伴う建物、ゴミ穴とみられる大型土堀などを検出した。屋敷の東側は湿地に面して

おり、大型土堀や湿地跡から土器・陶磁器・漆製品・木製品 ・鉄製品 ・動植物遺体などが出土した。

⑤平成14年度の調査

住宅地区は5区西側と 5区北東隣接地の2箇所、流通地区はA区で4箇所、B区で3箇所、C区と

その隣接地で2箇所、あわせて11箇所で調査を行った。調査面積は、事前分が9,280面、確認分は

1,120面である。 5区西側では、涅地跡の東でそれと平行して南北に延びる溝跡や近世屋敷の区画溝跡

を検出した。 5区北東隣接地は遺跡の範囲外であったが、工事に伴う掘削で遺構が発見されたため急

逮調査を実施し、平安時代の畑跡や室町時代とみられる大型土塙などを確認した。流通地区のC区は、

東側の南隣接地に中世遺構が延びると予想されたため、仙台港背後地土地区画整理事務所（以下、事

務所とする）と相談の上、調査区を南へ拡張した。 一方、 C区西側は表土を剥いだところ、遺構数が

きわめて少なく、近世より古い遺構が認められなかったことから、事前調査は行わなかった。

平安時代の遣構は、 A・B区で灰白色火山灰に覆われた畑跡、区画溝跡を検出した。また、住宅地
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上：遺跡周辺の空中写真 （写真上が~t. 為R叶/10000)

左 ：赤枠内の拡大写真

（耕作地に区画溝蹄を反映した区割りが残る）

下：左上写真の模式図

（塗り部分が区画清筋を反映した区割り）

左 ：遺跡空中写真

（白線内が遺跨の範囲）

図版2 遺跡空中写真
※ 空中写真は全て「国土ii!i像情籍（昭相59年度樋影力うー空中写真、整理番月；CT0-84・2) 国土交通約を一盤nェして転蘭
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区と一連の河川跡がA ・B区東縁を南へ流れ、

C区北東部で向きを西へ変えていることを確認

した。中世より新しい遺構は、昨年度検出した

南北道路跡をA,....,C区で検出し、遺跡内を縦断

(390m) してさらに南に延びることがわかっ

た。 B区では、平成6・7・13年度に確認し

た鎌倉～南北朝時代の屋敷跡の北辺と西辺を検

出し、 屋敷の規模は約半町四方であることが判

明した。また、 A区では住宅地区の室町時代、

江戸時代の屋敷跡の南辺を確認した。それぞれ

IIIII査年度 IIII査地点 事前面積(rrl)確認面積(,rl)傭 考（区名は調査時）

平成6年 流通 82 1.050 

平成7年 流通 B2 950 

平成12年 住宅 I, 2・3の一部 3.250 遺跡範囲外295rrl

住宅 2-4.5の一部 5,550 210 遺跨範囲外210rr!

平成13年 流通 82 650 90 ①・②区

小計 6,200 300 

住宅 5 3.650 E・N区 遺稽範囲外1.070爪

流通 A 1、560 270 ⑦•⑦ -S・N区

平成14年
流通 BI・ B2 1.800 470 ③区

流通 B2 170 90 ④・⑧区

流通 C 2.100 290 ⑤ ・R 区 遺精範囲外l.OSOnl
小計 9.280 1.120 

住宅 5 5,000 E区

流通 82 960 ⑨区遣胚範fl!1外220nt

平成15年 流通 D 330 ⑩区

流通 D 640 R区 遺跡範囲外s4sm

小Jt 6.930 

合 計 27.660 1.420 

第 1表 調査年度と調査面積

の規模は室町時代が東西半町、南北―町で、江戸時代は東西―町以上、南北半町とみられる。

⑥ 平成15年度の調査

本年度は、中野高柳遺跡と竹ノ内遺跡の調査を実施している。中野高柳遺跡は、住宅地区で5区東

側、流通地区はB区で1箇所、 D区で2箇所のあわせて4箇所で調査を行った。調査面積は、 6,930rri 

である。その結果、住宅地区は立ち退きの終了していない宅地分を除いて全て発掘調査が終了した。

住宅地区の検出遺構は、平安時代が河川跡左岸で灰白色火山灰に覆われた畑跡や水田跡を検出した。

また、昨年度発見した南北溝跡と一連とみられる溝跡が東へ折れること、近世屋敷跡の北辺区画溝が

東へ延び、屋敷の規模が南北35m、東西60m以上あることを確認した。

流通地区では、B区で昨年度検出した畑跡の南端を確認した。畑跡は住宅地区4区で検出したもの

と一連と考えられ、耕作域は東西16,.._,32m、南北164mと判明した。中世以降のものとしては、南北

道路跡などを確認した。また、 D区で湿地跡東側の調査を行ったところ、古代の畑跡が遺跡の範囲外

に延びることを確認したため、事務所の了解を得て発掘調査を実施した。その結果、中世より新しい

遺構は少なかったが、灰白色火山灰に覆われる畑跡と区画溝跡を確認した。後者からは、 10世紀前半

頃の土師器食器がまとまって出土している。

竹ノ内遺跡は、平成13年度に実施できなかった部分について遺構確認調査を行った。その結果、堆

積土に灰白色火山灰が入る東西溝1条を除くと、近世以降の屋敷跡、寺に関わる遺構などを確認する

にとどまった。したがって、遺構精査の対象は、古代の溝跡のみで他は確認にとどまることから、事

務所と協議したのち、事前調査も実施することとなった。調査面積は1.850rriである。近世屋敷の区

画溝跡から、割材に墨書を施した木簡が出土した。

（註 1) 『中野高柳遺跡I』では、住宅地区を 1-6区、流通地区をA-E区に分けたが、この区分では発掘調査時に度界が不明碓になるところ

があった。このため、住宅地区は 5・6区を統合して 5区に、流通地区はB・C区を統合してB区とし、 『I』でD区、 E区とした部

分は、それぞれC区、 D区と改めることにした。
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第II章基本層序

流通地区の表土から遺構面までの基本層序は、大別で 7層に分けられた。住宅地区との対応関係を

みると、両者は基本的に共通する。図版3は、流通地区3地点の基本附序を柱状図にして模式的に示

したものである。

遺跡内の微地形をみると、住宅地区の中央から流通地区の東縁に古代の河川跡 (SD1100)が認め

られ、その両側に自然堤防が形成されている。自然堤防の幅は右岸が50,...,60m、左岸は60m前後と

みられる。住宅地区の河川跡右岸は、河川跡の凹地に接続する東西方向の凹地が4条あり、それらを

つなぐ南北の凹地が観察できた。流通地区の河川跡右岸もまた、それに接続する東西方向の凹地が2

条認められた（図版 2)。発掘調査の結果、これらの凹地は中世の屋敷をめぐる区画溝跡であり、近世

になると、こうした凹地や河川跡の低地は水田 (IC府）として利用されていたことがわかった。水

田で囲まれた裔い部分は、宅地や畑として利用されていた。これらの水田や畑によって遺跡全体は削

平されており、中世以降の旧表土である第m屈は、 D区の一部で確認したのみである。

第 1層

表土である。盛土 (a層）、畑耕作土 (b層：黒褐色～黄褐色シルト）、水田耕作土 (c層 ：褐灰色

～灰色粘土）に分けられる。 C層の上にはa層が認められる部分が多い。厚さはa恩が20,...,80cm、

b層は30,...,40cm、c層は10,...,50cmある。

第II層

にぶい黄褐色(10YR5/4)シルトで、中世遺構を覆う。面的な広がりは確認できなかったが、 B・C

区の中世遺構の最上層で認められた。

第Ill層

暗褐色(lOYR3/4)シルトで、中世以降の旧表土である。 D区南端で認められたが、他の場所では確

認できなかった。厚さは10,...,20cmある。

第IV層

3.50m- 1 I a層

3.00m-

2.50m -

VDa~ 

A区①地点

lb屈

vna展

B区②地点

VI屈（畝問）

ヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽ

I a阿

I b屈

NIB 

- 3.50m 

- 3.00m 

V層 - 2.50m 

VI層

゜
lm 

C区③地点

図版3 流通地区の基本層序
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にぶい黄褐色(10YR4/3)の砂質シルトもしくはシルトを主体としており、河川の氾濫を起源とする

層である。 SDllOO河川跡を中心に認められる。氾濫によって、 SF1593畑耕作痕やSD1592区

画溝跡は河川と接する部分が壊されている。厚さは70cm以上あり、住宅地区では河川跡で260cmあ

った。層の細分が可能で、砂や粘土も認められる。

第V層

にぶい黄褐色(10YR5/3)シルトを主体としており、河川の氾濫を起源とする層と考えられる。SF

1593畑耕作痕を覆う。第III恩の残りが悪いため、中世より新しい遺構は本層および第W層で確認して

いる。層の厚さは自然堤防の高い部分で10,.._,20cm、C区南端で自然堤防の縁辺にあたる部分は

30cmある。

第VI層

灰白色火山灰層である。 1次堆積 (b層）と 2次堆積 (a屑）に細分できる。 A・B区ではVIb層

はSF1593畑耕作痕やSD1592区画溝跡を覆っており、 厚さは10cm前後ある。 VIa層はほぽ全域

で認められ、厚さは自然堤防部で10---20cm、河川跡では20---30cmある。これに対し、 C区のVI層

は中央部のSX 1608湿地跡から南で認められたに過ぎず、検出レベルはA・B区に較べて80,.._,90cm

低い。その下層で水田跡は検出できなかった。したがって、 C区は中央部以北をSD1100河川跡が流

路を変えながら流れており、その南岸は湿地であり、住宅地区のように水田はつくられなかったと考

えられる。

第VII層

自然堤防部でa層を確認したが、住宅地区のb屈に対応する層は認められなかった。 VIIa層は灰黄

掲色(10YR5/2)シル トで、厚さは20,.._,30cmあり、 SF1593畑耕作痕が掘り込まれた。C区南端で

は、 100,.._,120cmの厚さで褐灰色粘土質シルト (VIIc層）が認められ、その下層は砂層であった。

第III章発見した遺構と遺物

1 . 古代

古代の遺構は、 A・B区の第vn層で検出した溝で区画された畑跡である（図版4)。区画溝は東縁を

流れる河川と接続しており、畑の西と南を画している。C区は北端から中央部が河川や河川敷となっ

ており、その南は湿地となっていたため、遺構は確認できなかった。古代遺構は、地区をまたいで検

出されていることから一括して記述する。

(1)河川跡

【SD1100河川跡】（図版4・5)

A・B区の東端を南へ流れ、B区南東隅で流路を西へ変え、その後再び南へ流れる河川跡で、南北

310m分を確認した。とくにC区は、南部を除く 全域で河川堆租土が認められ、流路が一定していな

かったと考えられる。

堆積土から灰白色火山灰（第VI層）を指標として、火山灰降灰頃からそれ以後の河川跡 (B河川跡）
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図版4 第Vil層の検出遺構

Sl40 

S160 

Sl80 

S200 

S220 

S240 

<B区＞ ―S260 

゜
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A
T
 

B 
t-3.6m 

C D ,~ 

にコ ：第IV層 にコ ：第Via屈 （灰白色火山灰再堆積層） にコ ：第vr碑（灰白色火山灰第1次堆積逼）

断面0-P写真（西から） 断面C-0写真（西から）

図版5 SDl 100河川跡

とこれよりも古い河川跡 (A河川跡）に大別できる。B河川跡は、東西35m以上、深さは1.6m以上

ある。下層は粗砂や砂がラミナ状に堆和するが、上層は氾濫を起源とする黄褐色の砂やシルト（第IV

恩）であり、これによって河川は埋没する。その後、東西 9m、深さ0.6mの湿地 (SX1397・

1607・1608)が形成される。灰白色火山灰下の河川跡 (SD1100A)は、断割り調査を行っていな

いため不明であるが、住宅地区を参考にすると、B河川跡と同規模程度と推定される。

遺物は、 B河川跡の灰白色火山灰より新しい層から土師器 ・赤焼土器 ・須恵器などが出土している

（図版6)。食膳具が多く、中でも赤焼土器の占める割合が高い。

(2)第VII層検出遺構

【SF1593畑跡、 SD 1592区画溝跡】 （図版4・7,-._,9) 

A区から B区北半部西側で、溝によって区画された畑跡を検出した。耕作城は西端と南端をSD

1592溝跡によって区画されている。耕作痕や溝跡の底面もしくは底面近くに灰白色火山灰（第VIb層）

が認められ、畝本体は残存せず、そこに火山灰の2次堆積（第VIa層）が認められることから、火山

灰は畑耕作時あるいはそれに近い頃に降灰し、それによってSF1593は廃絶したと考えられる。 SK

1591土城、SD1590溝跡より古い。こうした畑跡や溝跡は、 4区で確認 (SF1334、SD1256・

1257)しており、両者は一連の遺構とみられる。

，
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No 出 土 屠位 種別

l 確認面 赤焼土器

2 確認面 赤焼土器

3 堆積土 赤焼土器

4 縫認面 赤焼土器

5 堆積土 赤焼土器

6 確認面 赤焼土器

7 第11/11 土師器

8 確認面 土師殻

9 1眉（第1V層） 士師器

---. 

器種

坪

杯

杯

1J、IIIl
杯

高台皿

坪

椀

甕

7 

O 10cm 
I , ,1,,.,.,1,., ,I, I I ,I''I ! I I 

産地 符 徴 登録

口径12.4 底径5.0 器高2.8 底部：回転糸切 94036 
口径11.7 底径4.7 器高2.5 底部 ．回転糸切 94037 

口径IJ.2 底径4.5 器高3.4§夏存2/3 ロクロナデ 底部回転糸切 02001 

口径8.8 底径4.3 器高1.9 完形 ロクロナデ 底部：回転糸切 02002 

口径01.4) 底径4.3 残存1/3 ロクロナデ底部：回転糸切 02003 

D径ll.9 底径6.1 器高2.1 底部：回転糸切 94039 

口径(13.0) 底径7J 器高4.2 ロクロナデ 底部・回転糸切 内面：ミガキ→ii.I色処理 02041 

n樹16.3) 高台径8.3 器高(6.3)残存3/4 低高台 外面’ロクロナデーミガキ 内iiii:ミガキー黒色処理 01145 
口径(I0.8)底径7.6 器illl3.4 残7,1/2 ロクロナデ底椰：回転糸切外面にスス状付藩物 01149 

図版6 SDl 100河川跡、第VII層出土遺物
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図版7 SF1593畑耕作痕 (1)

11 



B区 ・SF1593(北から）

A区・SF1593(北から） B区・ SF1593(南から）

SF1593断面 (E-F) SF1593断面拡大 (E-F)

図版8 SF1593畑耕作痕 (2)
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I 
← 3.6m 

Nょ 土色 .J: 性 混入物など 偏 At 
1 にぶい負畏包10¥1¥513)シルト 第 i層

羹
断面1

2 灰賣褐色(l0¥'R612)シルト 第2眉
3 褐灰色(IO¥'R6/l)シルト

第3騒
~ 灰貴鼻包IOYlし4/t渇士賃シルト 笥vr綸プロックを含む
5 灰B!IIO¥"R8/I萩8色火山灰 ins崩
6 灰賣鼻色00rlt4心雑i-H 節6暦

0 2m 
［ニコ ：第W屈 亡コ ：第Via@(灰白色火山灰再堆積屈）

I I I I I I I I I I I [二］：第VJb/iil(灰白色火山灰第 1次堆積府）

断面 1写文 断面2写真

図版9 SD1592区画溝跡断面図

SD 1256やSD1592は、 s01100河川跡と接続することから、 SF 1334・1593は東がSD

1100に面し、それに接続するSD1256 • 1257 · 1592 によ って北 • 西 • 南をコ字状に区画される。

西辺のSD1257・1592は、自然堤防の縁辺に設けられており、流路はSD1100に沿って西へゆる

やかなカープを描いている。耕作痕は区画溝とSD1100の縁辺付近まで密接に認められ、方向は河川

に対してほぼ直交する。耕作域の規模は、東西が15.--....32m、南北は164mほどと考えられる。耕作痕

は上幅30,..,_,50cm、下幅20-30cm、深さ20cm前後、溝中心間の距離はl.2"-'l.5mで、底面に凹凸

がある。

区画溝跡は上幅1.5-2.0m、下幅0.7-0.9m、深さは0.6""0.8mある。底面は平坦で、断面形は逆

台形である。堆積土は6層に大別できる。第6屈は壁の崩落土を主体とする自然堆積、第5恩は灰白

色火山灰層、第4層は水成堆積、第3庖は灰白色火山灰の再堆積屑、第2層は自然堆和、第1層はS

D 1100河川跡の氾濫によって短時間に形成された層（第W阿）と考えられる。第W府は、区画溝だけ

でなく、部分的ではあるが耕作域の全域で認められる。

2. 中世以降

中世より新しい逍構は、第IV・V貯で確認した（図版10)。これらの記述は、道路跡や区画溝跡、

湿地跡など複数の調査区にまたがるものから行い、個別の遺構は調査区ごとに述べることとする。

(1)道路跡

【SX 1600南北道路跡】（図版10・12"-"14) 

A区からC区で検出した南北道路跡である。削平のため側溝が検出できなかった部分もあるが、A

区北端からC区南端まで認められ、南北250m分を検出した。道路は自然堤防の西縁に沿って設けら

13 
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全景（南から）

A-C区（北から）

※字ll1'前の讀査区はA区

全景（北から）

※巧~F前の調t区は2-41.:<

図版11 遺跡空中写真
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図版12 A・B区の検出遺構
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Bl区（南から）

蒙三~ゞ y圃'
断面 1写真 （東側溝）

断面3写真（東側溝）

断面3写真（西側溝）

D 
・,-3.6m 

A
I
 

ー ー一

B 
← 3.6m 

8 10 

て二亡ユ三ヲー

断面 1 断面2

ぬ 上色 • 土性 視入物など 偏 号

I 精褐色(IOYR2/3)シルト

2 黒褐色(IOYR2/3)シルト 第V層をラミナ状に含む

3 /II褐色(10YR2/3)シルト 笞JV・11眉プロック・荻化杓を含む SXl6008期堆禎土
・I i!!lt!(IOYR切 l帖土貴シ凡ト 笥rv・11層ブロックを多く含む
5 褐灰色OOYR4/l)シルト

6 黒褐色(10YRU2)シルト 炭化物を含む

7 褐灰色(J0i'R4/llシルト !lflV. ¥l眉プロックを多く含む

8 黒褐色CIOYR2/2)シルト 肩W ・ V•\11を 9 ミ~~に31/績化曹を31/SX1600A期堆積土

9 褐灰色(!OYR4/I)シルト

10隅島倒10¥'ll?/'!lfl;土員1-M第IV・VI層プロックを多量に含U
11褐灰色(10YR4/I)シルト 第J¥1・11層ブロブクを多量lこ含む

や． 土色 • 土仕 沿入物など 偏 ＊ 
l 岨褐色(lOYR3/4)シルト

第 lbliil
2 巣褐色UOYR2/3)シルト

3 黒褐色OOYR2/2)シルト

4 紺紐四YS/絹紅漬シルト 第11鼠プロック・黒褐シルトを含む

5 黒褐色(10YR2/2)シルト 隋褐色砂をラミナ状に含む

6 黒畠色ClOYR3/I)シルト 虹10,,-11貸e璽りCうミナ1,1:11t: SX1600B期堆積土
7 員員触2.5Y514l紅t員シルト 農属色枯士を多く含む • 炭化袴を含む
8 貴鼻侶:!SYS/姐杜貫シルト 黒昌色給土賣シルトプロブクを多1に含り

9 黒褐色(!OYR2/2)シルト 第V・11層プロックを多く含む SXl600A期堆積土

JO 灰負褐色U01'R4/2)シルト 第V層プロックを多く含む Pit堆債土

Jl 員剛色UO¥'RJ/1池土買刃ト 胄V●1aソクを多く含O栽化騎を含〇 SX1600の整地土力？

邑

-、-
! 

胃こ~-
断面3

No. 土 色• 土住 況入物など 傭 考 ぬ 土色 • 土性 混入物など 帽 考

I ;n I al(f 10 黒褐色(IOYR3/2)シルト 第lV眉プロックを含む

2 
笥 lb層

11 褐灰色UORY4/1Jシルト 第V編プロックを含む

3 12 褐灰色(10YR4/llシルト 第IV嵐プロックを含む B期大別5眉
4 にぷい員鼻員色!IOYR-1/31シ月ト B期大別lid(=第D簸） l3 にぶい買畠色!OYRS/4)シルト

5 隋褐色OOYR3/3)シルト B期大別2層 14 灰褐色(IOYRS/2)シルト 第W層プロックを含む
6 灰賣褐色(210)'R4/2)シルト

B期大別3蔭 15 属灰色OOYR4/ll枯質シ/1,卜第V/11を多く含む
7 l:S 16 黒褐色(IOYR3/2)シルト 笥JV層プロックを含む

A湖堆i貞土
8 褐灰色(10¥1し411池胃シルト

B期大別4層 ” 
にぶい賞員&(10¥'R4/3)シルト 第W眉プロックを含む

9 灰貴褐色(IOYR5/2)シルト

図版13 SX1600道路跡 (1)
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Bl区 （南から）

Bl区（北から） C区（南から）
※人の立つ所がB期鋼情

図版14 SX1600道路跡 (2)
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No 出土層位 種別 器種 産地 符 徴 登録

I B期東清・ 堆積土 陶器 小皿 滑戸 口径(I1.6) 底径(5.4) 器高1.5 残存1/4 口械部内外面 ：灰釉 底部：回転糸切（古讚戸後期） 02078 

2 B期東清 ・堆憤土 陶器 天目茶椀 瀬戸 高台ffi(4.3) 内面～外OO体部：鉄釉 底部：回転糸り）ー削出し輪店台 ［古壌戸後1期4後Il期】 02077 

3 8期束渭 ・堆憤土 青磁 椀 龍泉窯系 高台径(6.0) 見込みに劃花文 02079 
4 B期東渭 ・堆積土 潟器 片口鉢 須恵器系 底径8.8 内面磨耗底部：回転糸切 94063 

5 A期束滑・確認面 陶器 聾 常滑 押印（縦線＋斜緯） 02040 

6 B期束渭 ・堆憤土 陶器 甕 常滑 押印（縦線＋斜録） 02080 
7 B期西溝 ．堆積土 瀾器 甕 常滑 押印Uil格子） 020$1 

8 B期策溝 ・堆憤土 隕器 甕 押印（格子） 03016 
9 B期束溝 ・堆積土 耐器 甕 常滑 押印（縦線＋斜緯） 霰片を砥石に転ffl 02082 
10 B期束溝 ・堆積土 瀾器 甕 常滑 紐を駅に転用 02084 

11 B期束溝 ・堆憤土 陶器 聾 常滑 敲片を砥石に転用 02083 
12 B期東溝 ．堆積土 陶器 片口鉢 常滑 破片を砥石に転用 02085 
L3 B期東溝 ．堆憤土 紺器 広口壺 常滑 口径26.0 漆継 ｛常滑s-6a型式l 94016 

14 A期東滑・堆積土 閾器 片口鉢 在地 口径28.2 口唇に沈線 94064 
15 B期東溝・堆積土 石製品 砥石 残存長6.5 幅3.1-4.3 厚4.3 [砂岩J 02349 
16 B期東i/11・堆積土 石製品 砥石 伍5.0 幅3.0 厚u I凝灰岩I 02353 

図版15 SX1600道路跡出土遺物
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れ、東側溝はSD1500 • 1501区画溝跡、 SD1564・1565溝跡と接続する（図版30)。SD1713溝

跡より新しく、 SD1633・1650区画溝跡、 SE1609• 1611井戸跡より古い。SX 1600は住宅地

区でも確認しており、総長は390m以上で南は遺跡外へ延びる。方向はA区からB区北端でN-5°-W

前後、 C区南端でN-18°-W前後である。

路面の両端は素掘りの側溝を伴い、 2時期の変遷 (A→B)がある。 A・B区では西側溝が東側溝

に較べて幅が狭く浅いが、 C区では両者の関係が逆転する。路幅はB期側溝の心々で測ると、 3.0----

4.0mである。 B期の側溝は、A・B区の西溝が上幅0.6----0.7m、下幅0.4,....,0.5m、深さは0.1---0.2

mある。断面は逆台形である。東溝は上幅l.2---l.5m、下幅0.5-0.7m、深さは0.3,....,0.5m、断面は

皿形であるが、 SD1500・ 1501接続部の周辺は上幅2.4m前後、深さ0.8mと大きくなり、断面は逆

台形となる。堆積土は5思に分けられるが、いずれも自然堆積である。C区の西溝は上幅l.7,.,._2.5m、

下幅0.7,.,._l.Om、深さは0.4,.,._0.7mある。断面は上が開く U字形である。東溝は上幅0.8---1.7m、下

幅0.5m前後、深さは0.2"-'0.5mある。断面は凸形を逆にした形である。堆積土は5層に大別できるが、

自然堆積で、最終的に第II層によって覆われる。

A期の側溝は、 A・B区の西溝が上幅0.5""0.7m、下幅0.3----0.5m、深さは0.2mある。断面は皿

形である。堆積土は2層に分けられるが、自然堆積である。東側溝は上幅1.0m前後、下幅0.6m、深

さは0.5mある。断面は逆台形である。堆積土は5層に分けられるが、自然堆積である。C区の東溝は

上幅0.8m以上、下幅0.7m以上、深さは0.2mある。断面は皿形である。堆積土は2層に分かれるが、

自然堆積である。

遺物は側溝堆積土から出土している（図版15)。A期堆積土からロクロかわらけ、 在地産片口鉢

(14)、常滑産甕が少量出土している。 B期堆積土からは、ロクロかわらけ、常滑5,.,._ 6 a型式期の甕

(13)や常滑産甕 (5----12)、在地産片口鉢 (4)、渥美産片口鉢、古瀬戸後 I,.,._後II期の天目茶椀

(2)、古瀬戸後期の小皿 (1)、龍泉窯系劃花文青磁椀 (3)、白磁、砥石 (15・16)などが出土して

いる。このうち、甕の胴部破片2点は砥石に転用されている (10・11)。

(2)区画溝跡

【SD 1500・1572区画溝跡】（図版12・16)

B区北部で検出した東西溝跡である。西はSX 1600A道路跡東側溝に接続し、東はSX 1397湿地

跡に接続するとみられる。東西46m分を検出した。 SD1500は、 SX 1600東側溝から東へ北向きの

ゆるやかな弧を描きながら36m延びた地点で止まり、その先は深さが0.5m浅くなったSD1572が東

へ延びる。SE1571井戸跡より新しく、SD1501区画溝跡より古い。

SD 1500は上幅2.5m前後、 下幅0.7"'1.0m、深さは0.8mある。断面は上部が大きく開く逆三角

形である。堆積土は4層に大別でき、自然堆積したのち (2"-'4層）、最上層は人為的に埋め戻されて

いる。SD1572はSD1500に接続して東へllm以上延びる。上幅1.8m以上、下幅1.3m以上、深さ

は0.3mある。

遺物はSD1500から出土している（図版17)。3層から常滑3-5型式期の片口鉢 (3)や4型式



SD1500・1501 (南東から）

G
 

l4 12 

H 
- 3.4m 

断面 1

ぬ 土色 • 土住 品人物など 偏 考 ぬ 土色 • 土性 混入物など 偏 考

1 限褐色(7.5''R311)シルト S01501B期 1層 13 決黄色(i,Y8/3lシルト賃砂笥¥'・¥1●・LZ層がうミナ伏に績積 SOlSOlA期暉
2 黒色(7.5YR2/IJシルト

SDJ50IllJOJ 2/if 14 淡貴色(5Y8/3)シルト賃砂 12脳をラミナ状に含む

3 黒褐色(JQ¥'R3/I)シルト 15 灰が)-1色151'4).1杜買ン"、 にぶい員色位はプ01クを多く含む S01500 l凩

4 褐灰色IIOYR4/lli,買シルト
SDISOIB期 3屈

16 灰色(5¥'4/llシルト
SD1500 2/S 

5 灰色(:-;Sf)砂買シルト 第 ・11層を多くまさこむ 17 オリープ閥色(5¥'311)シルト

6 員灰色{2.5Y61l憤員シルト 笥¥'Illを大きいプロックで含む SD1501B期 4屠 18 オリーブ昌邑SYl'I冷貫シルト

7 黄灰色/2.5¥4/1)砂賢シルト SD150IA期 l層 19 灰色(5Y4/ll砂質シルト
SDISOO 3ri 

8 貴灰色t2.5Y6/l滸買シルト 第V層を大きいプロックで含む
SDl601A間 2層

20 オリープ愚包sna冴胄ンルト
9 駅色(2.5Y6/l)砂Rシルト 第VIiii!プロックを多く含む 21 瓜色(N2/)砂灯シルト 炭化物を多く含む

10 員灰色(2.5Y4/ll砂貫シルト 第V嗣プロックを含む
$D150LA期 3層

22 淡貨色(5Y8/4濁内シルト
$D1500 -1屈

IL 罠灰色UO¥'R4I祐員シルト 23 灰色(5¥5/1)帖土質シルト 笥\' •11層プロックを多く含む

12陪灰色(NJ/)柑t買シルト SDISOIA期 4/il

断面 1写真 (SD1500) 断面 1写真 (SD1501)

I
T
 

J 
f- 3.6m 

~ 
断面2

゜
2rn 

ぬ 土色 • 土性 況入物など 繭 身

1 黒褐色(IOYR2/2)シルト

2 貴昌色12.5\,i~)l.\:t買シルト

3 /II褐色(IOYR2/2)シルト

4 黒褐色(IOYR3/1)シルト SDJ50lB期堆I員上

5 /.!I褐色(IOYR3/I)シルト 黄lll色細校をラミナ状に含む
6 昌罵色110¥'R3/I池土胃シルト 員貿色15'をうミナ状に3じ泉化轡を311

7 黒色(10YR2/I)粘土 貴灰臥纏砂や笥¥1眉10ックを含む

8 黒色(10YR2/I}粘土 第V・11.lilプロックを多く含む SX!600AJ日堆積上
9 1:.. い負員色UO¥'R'.,/3)シルト 第¥liftプロックを含む SDl501A期堆積土

図版16 SD1500・1501区画溝跡
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(9のアップ）

No 出 J:暦位 種別 器隋 夜地 特 徴 登品

I 2層 かわらけ 小皿 口径(8.6) 底径(6.0) 器砥1.4 残存1/4 ロクロナデ底部：回転糸切 02044 
2 2絶 かわらIt ,1、Jill 底径5.7 残存 ：一部ロクロナデ底部：回転糸切 02045 
3 3蘊 P器 片口鉢 常符 高台径(13.2) [常沿3-5咽式期I 02052 
~3崩 凶器 甕 常滑 （常沿4型式期力］ 02051 
5 1屠 綱器 甕 常滑 押印頃状ヘラ記号「II」 02049 
6 2闇 臼踏 聾 常滑 押印（簾状） 破片を砥石に転用 02047 

7 2暦 陶骰 甕 常滑 押印（縦線＋斜線） 020•16 
8 l眉 料器 甕 常滑 押印（縦線＋斜諒） 02050 
9 I暦 臼器 賣 涅美 押印（饗状） 02048 
10 2図 白磁 椀 02043 

図版17 SD1500区画溝跡出土遺物

期の甕 (4)、2層からロクロかわらけ (1. 2)、常滑産甕 (6・7)、白磁椀 (10)、1層から渥美

産甕 (9)や常滑産甕 (5・8)、堆積土から刀子が出土している。 6は甕胴部破片を砥石に転用され

ている。

[SD 1501 A・B区画溝跡】 （固版12・16)

B区北部で検出した東西溝跡で、 2時期の変遷 (A→B)がある。西はSXl600 B道路跡東側溝や

SD 1565溝跡に接続し、東はSXl397湿地跡に接続するとみられる。東西53m分を検出した。 SD

1500区画溝跡、SE1526 • 1571井戸跡より新しく、 SK1502・1506土堀より古い。

B期は上幅l.5-2.5m、下幅0.8"'1.2m、深さは0.6-0.8mある。断面は底面北側が1段低くなる

が、 全体としては上部が大きく開く逆台形である。堆秘土は大別4層に分けられるが、いずれも自然

堆積である。 A期は上幅1.8m以上、下幅I.Om前後、深さは0.6-0.8rnある。断面は上部が大きく開

くU字形である。堆積土は大別5層に分けられるが、いずれも自然堆積である。

辿物はB期堆和土と確認面から出土している（図版18)。3層からロクロかわらけ、須恵器系壺

(15)、常滑産甕 (11・13)、1・2層からロクロかわらけ、在地産片口鉢 (10)、常滑産三筋壺 (9)、

須恵器系壺 (14)、砥石 (18)、鉄鍋? (16)、鉄釘、堆積土から常滑産甕 (6)、渥美産甕 (12)、白

22 
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No 出七 H 位 種別 器穫 産地 特 徴 在録

I B期堆虹 白磁 椀 02063 
2 確認面 白磁 惰 02064 
3 B期堆lti 白磁 四耳壺 訂部に沈線 02065 
4 繊認面 口器 ii:! 視 口径(8.2) 四耳壺ヵ 02116 
5 確認面 P穀 甕 常ift 押印（簾状） 02056 
6 B期堆積上 り器 聾 常ilt 破片を砥石に転Ill 02058 
7 縞認j面 綱器 甕 渥 破片を砥石に転用 02057 
8 B期堆IH 銅醤 甕 渥美 02059 
9 B期1・2層 陶器 -llli函 常ill 胴部に平行沈線 02060 
10 B期1・2闇 躙器 片口鉢 任地 内面に卸し目 02066 
II 8期3陽 綱店 聾 常滑 押印 破片を砥石に転用 02054 
12 B期堆隕上 陶器 甕 涅天 押印<1e文，1） 02062 
13 B期3眉 園悶 甕 常滑 押印（簾状） 02053 
MB期1・2層 陶脳 壺 須応器系 肩郎に櫛描さ波状文 02061 
15 BJOJ:1層 閾器 西 須恵器系 m部に櫛描き波状文 14と同一個体h 02055 
16 B期1・2層 鉄隕品 鍋ヵ 厚0.2-0.4 02305 
17 B期堆積土 鉄製品 釘 残('f.~5.5 幅0.5-0.6 02300 
18 B期!・2層 石閃品 砥石 長5.5 幅3.5-6.0 1'1,0.9-2.2 [細粒凝灰沿J 02357 

図版18 SD1501区画溝跡出土遺物

磁四耳壺 (3)、白磁椀 (1)、不明木製品、鉄釘 (17)、確認面から渥美産壺 (4)、常滑産甕 (5. 

7)、白磁椀 (2)などが出土している。 6・7・11は、陶器破片を砥石に転用されている。

23 
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(3)湿地跡

S X 1752はA区北東部と南端、 SX 1397はB区中央部の東端、 SX 1607はC区中央部、 sx

1608はC区北端で検出した。住宅地区で検出したSX 1200湿地跡と一連と考えられる。その下には、

基本層序第IV層を介して平安時代のSD1100河川跡が位置することから、河川が氾濫で埋没したのち

湿地化したとみられる。

【SX 1397・1752湿地跡】（図版12・19)

S X 1752はA区北東部と南端で調査を行っている。 SD1751・1755区画溝跡やSD1634溝跡よ

り古い。 SX 1397はB区中央部で調査を行っている。 4時期の変遷 (A→B→C→D)があり、 SD

1319溝跡より古く、 C期はSKl322土壊より新しい。 SX 1752はA区北東部が区画溝跡や攪乱で大

きく壊され、南端は湿地跡の一部の調査にとどまることから、以下、 SX 1397の調査成果を述べる。

湿地の位屈は、 A期からC期が新しくなるにつれて東へ移動しており、 D期はC期より少し西に形成

されている。幅はA期が最も広いとみられ、 B期からD期は新しくなるにつれて狭くなる。出土遺物

はA・B期に多く、 C期に減少し、D期は著しく少なくなる。

A期は上幅6.2m以上、下幅3.6m以上、深さは0.6mある。断面は東へ向けてゆるやかに傾斜する。

堆積土は5府に分けられた。 3層は炭化物 ・灰 ・焼土を多く含み、遺物が多く出土しており、これら

は廃棄層と考えられる。遺物は堆積土から出土している（図版20-22)。ロクロかわらけ皿 • 小皿

(1 . 2)、脚部とみられるかわらけ、渥美産壺、白磁椀、漆紙文書 (4)、漆器椀 (3) • 小皿 (5)、

不明漆製品 (6)、曲物底板 (7)、横槌 (10)、鞘 (13)、連歯下駄 (15)、刀形? (12)、棒状木製

品 (11) 、手火、鉄製小刀 (8) 、不明鉄製品 (9) 、砥石 (14) 、壁土、古代の平瓦 • 赤焼土器などが

出土している。 13は幅が3.2cmであることから、腰刀の鞘と考えられる。鞘口（鯉口）の側面は半円

状に剖り抜かれ、把縁が食い込む呑み口式の鞘である。また、植物化石の種実分析の結果、 2・3・ 

4層はイネを主体とし、オオムギ、イヌビエーヒエがこれに次ぎ、他にモモ、コムギ、アサ、オニパ

ス、マメ科、ヒシ属、シソ属ナスなどが認められた (lll) O 

3層と 5層は花粉分析を行っている。その結果、ホタルイ属、サナエタデ近似種、オニバス、ヒシ

属が出土した。分析を行った三村昌史氏らは、湿地の岸辺にはタデ科植物が生育し、そこから離れた

幾分水深のあるところはオニバスやヒシといった水生植物が生育していたと指摘している。

B期は上幅が南へ向けて広がり、北端は3.0m、南端は6.2m以上ある。下幅はl.0......,1.5m、深さは

0.5mある。断面は湿地中央へ向けてゆるやかに傾斜する。堆積土は7層に分けられ、自然堆積の過程

で炭化物や焼土などの廃棄層が認められる。遺物は堆積土から出土している（図版23・24)。かわら

けはロクロと手づくねがあり、前者は法量に大(=皿、1) . 小（＝小皿、2......,5)がある。手づく

ねかわらけは小片であるが3点とも 1段ナデである (6"-8)。ほかに常滑産三筋壺 (10)、常滑産甕、

古瀬戸前期の瓶子 I類 (11)、漆器椀 (9)、戸車 (12)、包丁 (13)、手火、砥石 (14......,17)、古代

の須恵器、赤焼土器などが出土している。このうち、 11は破片を砥石に転用されている。また、大型

植物化石はモモ、オニグルミ、ヒョウタン仲間が出土した。

C期は上幅2.5m前後、下幅は1.2m前後、深さは0.5mある。断面は上が大きく開く U字形である。
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SX1397 (南から）

O 2m 
I I I'I, I '.. , ... ,_,,, 一I,,)

｀ 
土色 • 上性 乱入物など 価 号 ぬ 土色・i性 泣入物など 細 考

I 第 la厨 l<I Ill原邑10YR4l)は土胃シルト

2 艮色OOYR3/2淋上員シ月ト 15 蟹罵色(JOYR312)シルト員紅 燒土 ・炭化物を含む

a :r員色UO¥'RがI)シr・ ト員砧土
tl¥ l C層 16 Ill罠色(10\'R~'ll,i,士買シルト

I 渇灰色OOYR4,llシルト 17 ll¥褐色(IOYR312l粘上炭化物を含む SX1397BI叩l堆隕上
5 !k;Yi褐色(l0YR4.12lシルト 18 舟胄色(IOYR:11:りシルト冒は土 埠上・炭化物を多く含む

6 黒褐色(IO)"R3/I)帖J:.
SXl397D期堰Ml:

19 焦色(IOYR2/I)粘上 伐化物を多く含む

7 萬“色CIOYR4i!)位L胃シルト 20 黒色(IOYR2/I)粘土 炭化物を多塁に含む

8 黒褐色OOYR3/J)帖土 21 鷹褐色!10¥'R如｝シn卜冒佑L燒I:・炭（ヒ物を多く含む
9 にぷ；，U!t:JCiヽ ＇応31-',-lt~-~ IO・II層を場＜ラミナ状に含む 22 尺員鼻f!(IO¥'R4'2lシり卜冒は土 仮化物を含む

10 灰黄属色OOYR6l2)シルト 23 Ill色(IQ¥'R2d)位t員シルト 虹 ・劇化,.灰•薗杓置｛位を多く含じ SX1397AJ叩堆釦：
II 員灰色(IO¥'R4il淋上●シルト SX1397CJ印堆tll土 24 褐灰色(I0YR4/ l)f,t;t 
12 Eぶい黄庇UOYRS/3)胆 25 黒褐色(IOYR3/:!)粘土，，し＼員色1.1±1をサンド（ッチ状1:llt:
13 黒褐色(IOYR3/2)枯土 12閉を多litに含む

SX1397断面

図版19 SX1397湿地跡

堆積土は5層に分けられるが、いずれも自然堆和である。追物は堆積土から出土している（図版25)。

ロクロからわけ皿 • 小皿 (1)、脚部とみられるかわらけ、常滑産片口鉢 (2)、常滑5型式期の甕

(3)、常滑産甕 (6・7) ・ 三筋壺 (4)、在地産片口鉢、白磁椀、連歯下駄 (10)、砥石 (9)など

が出土している。このうち、 6・7は破片を砥石に転用されている。

D期は上幅1.5,..,_,2.5m、下幅は0.5,..,_,l.Om、深さは0.5mある。断面は上が大きく開くU字形であ

る。堆租土は4層に分けられるが、いずれも自然堆租である。追物は堆積土からロクロからわけ、常

滑産甕、在地産甕、棒状木製品（固版25-8)、漆器丸盆（図版26)などが少整出土している。

E 
, 3.4n, 
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O 10cm 
I I I ,I ,.,I ,.,,,1, ,.,,!,, ! I ! I 

No 出 t減位 種別 瑞種 序地 特 微 登凡

1 埴惰J: かわらIt 小llll 口径8.3 庇径6.2 器高1.6 完影 ロクロナデ底那：回転糸切 IJQ湛1こ油煙状付杓 01094 
2 堆情土 かわらIt 1)ヽ皿 IJ径8.4) 底径4.8 器高(J.8) 残ff:3/5 ロクロナデ底部 ・回転糸切 01093 
3 堆慣土 漆器 楕 内外面：黒漆換り 漆バレットに転用 01213 
4 堆偵土 漆祇文占 ウルシ面に限Ii{ Hl0.2XD9.2 01570 
5 堆積土 漆阻 Iヽ、Jll 〇径9.8 底径7.4 器高1.5 内外面：黒漆塗り 01252 
6 堆憤士 核器 不明楼'1,11, 黒I峯塗り 塙部に貫通孔扁平残存艮JI.I 糾1.2 J'1-0.4 孔径0.5 01289 
7 堆lit:J: 木製品 曲物 底阪”゜.9 [モミ/ill 01216 
8 堆積J: 鉄製品 小）］ 残什且24.3 刀蹄長18.3 lJ元幅2.7 笠部且6.0 棟厚0.4-0.5 01366 
9 堆Iい 鉄関品 不明 残仔長19.5 断面（先：長方形ー0.9><0.3 中；正Ji形ー0.8 基部；円筒形一径1.4) 01367 

図版20 SX1397A湿地跡出土遺物 (1)
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長33.3 身糾6.6-7.5 柄幅3.6-4.5[コナラ節l

及19.2 幅1.4 厚0.8 [コナラ節l
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図版21 SX1397A湿地跡出土遺物 (2)
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図版22 SX1397A湿地跡出土遺物 (3)

このほか、確認面や出土位屈が不明な迫物を図版27に示した。ロク ロかわらけ柱状翡台 (1)、在

地産片口鉢 (3)、常滑産甕 (6,..._,, 9)、同安窯系青磁椀 (4)、青磁皿もしくは盤 (5)などが出土し

た。また、 2は古代の須恵器破片が砥石に転用されたものである。

【SX 1607・1608湿地跡】（図版10・28)

C区中央部で検出したのがSX 1607、C区北端で確認したのがSX 1608である。住宅地区で検出

したSX 1200湿地跡、 A・B区で検出したSXl397湿地跡と一連と考えられる。したがって、 SX

28 
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O 10cm 
I I I I I I I I I, I,., ,I 

'No W 上 1i1位 直 &J 器樋 充地 特 徴 豆給
l 雄積上 かわらけ Ill n任(J.1.7) 底径7.8 淵高<3.11lr., 形ロクロナデ底部：回転糸切 01081 
2 堆積土 かわらけ 小ll1l D径(8.2) 底!i<S.8) 憐r!ril.8 fll仔2/5 ロクロナデ 底郁：阿転糸切 01082 
3 堆隕上 かわらけ 小皿 ＂径 (8.2) 底径5.0 器砧1.8 残存2/5 ロクロナデ底部：回転糸切 01084 
4 堆！紅 かわらけ 小Jill U径(8.0) 旺径(6.0l 器高1.7 残mt4 ロクロナデ 底部：回転糸切 OL083 
5 堆惰l. かわらけ 小llll ums.o)嵌径(5.2) 器高1.5 ロクロナデ底郎：同転糸りJ 01085 
6 堆積土 かわらけ 1111 残存： ••部口“部： 段ナデ体部：オサエ 01078 

7 堆積 b. かわらけ 皿 残存： 一部 O品部• 一段ナデ体部：オサエ 01079 

8 堆積七 かわらけ 皿 残存： 一郎口U部 ：一段ナデ体部 ：オサエ 01080 
9 淮積 L 淡器 椀 n径（凶8) 内外黒漆屯t) 内面に漆{、t~漆容器に転用 ［ケヤキl 01217 
JO 堆積J.. 口器 ＝筋心 常れ 沈椋：桟線 01089 
lL 堆積土 塁器 瓶子 債戸 古瀬戸版(・I類 敲片を砥6に転川 ［山囃P前期l Ol090 
12 埴積 k 木製品 P* 径7.6 /?0.7-1.0 中央に貫通孔 ［ケヤキJ 01230 
13堆lti 鉄製品 :!IT 残fi公24.6 JJllll仕13.2 柄部長11.4 棟幅0.3 01358 

図版23 SX13978湿地跡出土遺物 (1)

1200・1397湿地跡はC区北東部で南 (SX1607)と西 (SX1608)へ分岐するとみられる。両者

とも大別2時期に分けられる (A→B)。

S X 1607はA期が上幅10.0m前後、下幅7.0mとみられ、深さは1.2mである。断面は皿状である。

堆禎土は13摺に分けられたが、いずれも自然堆租である。造物はA期堆積土から少量出土している

（図版29)。手づくねかわらけ小皿 (1)、ロクロかわらけ小皿 (2)、漆器椀 (4)などがある。B期

29 
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図版24 SX1397B湿地跡出土遺物 (2)
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No 出上遺構 ・眉位 檜 lJII 醤樟 産地

＂ 
徴 登 U

l C削堆f紅 かわらけ IヽヽllD 口径〈8.2) 庇径4.3 閥;lli2.2 残fi,1/2 ロクロナデ底澤：回転糸切 01075 

2 C期堆積土 凶器 Iャn鉢 常滑 01009 

3 C期堆積上 陶器 甕 常滑 ［常惰5型式期） 01068 

ょI CJり堆偵上 淘船 ＝筋必 官滑 胴部に平行沈緑(2本→叫） Ol074 

5 Cl叩l堆積土 白磁 怖 高台径(6.2) 内面立 kり蔀に沈絞 01067 

6 C期増積土 紺器 常柑 押印（縦線＋斜録） 破片を砥石に転川 01071 

7 CJ屑りH4-J: 陶器 甕 常滑 押日I(編格（・） 破片を砥石に転用 01070 

8 D期堆偵上 木製品 障状木霞品 fl!{f. 長22.5 幅2.1 ~1.9 端部付近が焼け紺げている ［カラマツ印 01242 

9 C関l堆植K 6関¥1, 砥6 残(f.長2.5 幅4.3 序2.8 (砂岩I 01~01 
10 C期堆f紅 木閃品 連tがF駄 残存長12.0 残存幅6.1 /"-1.S 01346 

図版25 SX1397C・D湿地跡出土遺物
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図版26 SX1397D湿地跡出土遺物

は上幅7.5m前後、下幅5.6m前後、深さは0.9mである。断面は皿状である。堆積土は13層に分けら

れたが、いずれも自然堆租である。

S X 1608はA期は上幅9.5m前後、下幅7.0m前後、深さは0.4,.,_, 0.5 mである。断面は浅い皿状で

ある。堆積土は5層に分けられたが、いずれも自然堆和である。 B期は上幅9.0m前後、下幅7.0m前

後、深さは1.2mである。断面は皿状である。堆栢土は11層に分けられたが、いずれも自然堆積であ

る。 2,....,5層は、炭化物 ・灰 ・焼土を含むが、とくに 2層は多磁に含んでいる。追物はB期堆租土か

ら少量出土している（図版29)。底部の厚いロクロかわらけ皿 (3)、砥石 (5・6)、曲物底板、馬

歯などある。

（註 I)平成13・14年度の発掘調査の際、 SX 1200・1397湿地跡の花粉分析や追構出上の大型梢物化石の種実分析、木製品の樹稲同定を行

っており、それらの結果を踏まえてバレオ ・ ラボの三村昌史 • 新山雅弘 ・植IIl弥生の各氏が中野高柳逍跡の古閑境や梢物利用の分析を

行っている。その成果は、 r中野店柳逍跡m』以降に掲載する予定である。
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No 111土閾位 種別 器種 産地 特 徴 I! i. 

I 鐘認面 かわらけ t~ 状祁台 脚部径(7.0) 残存：一部ロクロナデ脚部：阿転糸切 01103 

2 上肘 多l屈閻 甕 破）ヤモ砥6に転）り 03022 

3 羅認面 陶器 片口鉢 伍地 外面U絃部下に使用棋 OllO~ 

•I 堆積土 磁器 汗磁椀 同安窯系 内面：刻花文と薗描文外面：櫛描文 9-l02l 

5 嫡比面 冑磁 llllor盤 01099 

6 堆積土 匹器 甕 常情 押印 9~059 

7 確認面 閾器 甕 常計 押印（細格f) 01 IUO 

8 確認面 閾器 聾 常計 押印（細格子） 011(11 

9 羅品血 潟器 甕 常沿 押印（編格千） 01102 

図版27 SX1397湿地跡出土遺物

(4) B区

A区とは東西に走る現道を介して南側にあり、南端はSX 1608湿地跡が水田として利用された凹地

までをB区とした。西側をSXl600道路跡が南北に縦断する。内部は規模の大きな東西溝跡によって

3区に大別できる。B1区はSD1500・1501区画溝跡北側で、 S X 1600の東で掘立柱建物跡・ 井

戸跡 ・土堀 ・溝跡を確認した（図版30)。掘立柱建物跡はB2区に較べてまばらに分布し、建物の方

向も異なる。井戸跡は中央部にかたよっており、とくにSE1643周辺は5基重複していた。

B 2区は1区の南でSD1040東西溝跡の北側である。SX 1600 の東で掘立柱建物跡 • 井戸跡 ・ 土

堀 ・溝跡を確認した（図版31・32)。掘立柱建物跡は北部中央と南東部に認められ、とくに前者は多

くの建物が集中する。建物群の南は井戸跡や土城・溝跡がまばらに分布する。北東は井戸跡や大型の

土堀が認められる。西は井戸跡 ・土堀 ・溝跡が認められるが、数は少ない。これらの年代は、出土迫

物から第IV期、第vn_期とみられ、とくに前者が主体を占める。

B2 区は、第IV期に位置付けられた区画 G が存在する \lt l ) 。 区画Gは北 • 西 • 南 ・東の四方をそれ

ぞれSD1500・1501、SX 1600、SD1040、SX1397湿地跡で画されており、規模は東西70m

前後、南北50,....,53mほどである。B2区の迫構のあり方からみて、建物集中域は北部中央が主屋と
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ぬ 土色 • 土 flt 混入物など 備 昂 ぬ 土色•土性 沿入物など 幽 号

J m褐色10YR2/3)帖t 第 la駁 15 昭褐色(l0YR3/3)帖士 炭化物と含む

2 炭化物屠 焼上・灰を含む l6 ＆責Ill包IO¥'R4な嶋.tbH

3 員灰即0¥'RS/1)枯t貫泣卜 炭9ヒ物を含む 17 炭化物肘 焼土・灰を含む

•l 褐灰色OOYR4/l)粘上 炭化物を含む l8 灰貨褐色(IOYR4/2)帖上

5 に；；l•Ht!tlり\'ltl,,訊9●いい 褐灰色粘土をラミナ状に含む l9 l/talll色!IOYR•l/2涛胃シn ト

6 褐灰色(Io,'R5/l)l/iJ: 炭化物を含む 20 炭化物M 焼上を含む

7 I杖化物屈 焼上 ・炭を含む B期堆積J. 2l k貨褐色OOYR4/2)帖上 A閉堆i員土
8 灰賣褐色(10)'R4/2)枯上 炭化物をラミナ状に含む 22 褐灰色OOYR5/l)帖土炭化物をラミナ状に含む

9 灰貨褐色(lOYRS/2)帖土 炭化物を含む 23 陪緑灰色(IOGH/1)枯J.第11/ilプロックを含む
10褐灰色(IO)'R5l)粘t.＊片 • 木娯を含む 24 略U灰色(7.和¥'4/1)1/i土 •惰 • 量体·笥11眉プロ1 クを多く含む

II 灰貿褐色oo,~s12J帖L 25 鴫かJープ灰色(SGY3/I淋j第11層プロックを含む

12 にぶい黄引色(10¥"R6:4)佑t 26 鼻灰色(10)'R51ll給土賣シM
13 こぷい負胃!!l01'R.St1.;1,r, ~ 第層プロックを含む

A期堆!H
27 鼻灰倒IO¥'R4lll佑J:t1シr'ト帖上質シルトがうミナ状に堆積

14 糾反色IIOYR~II冴貫シn ト 第1V吊プロックを多量に含む
SX1607断面

26 s ↓ - 2.5m 

---

ぬ 上色・l.住 琵入物など 緬 考

1 胃患色l0¥'R2i3)鯰L胃シい 笥la層

2 褐灰色(10YR4/I)帖t
3 褐灰色(lOYRS/J)帖土 笥 le屈

i 灰災褐色(10YR4/2)帖土

S 褐灰色(IOYR4/l)帖上 溝精堆偵上
6 限褐色(10YR3/2)枯上 炭化物プロックを含む

7 !II褐色(l0YR3/2)帖土 炭化物を多儀に含む

8 炭化物暦 焼士・灰を多Rに含む

9 黒褐色OOYR312l帖t笥¥IIIJを含む
10 じぶ,•ltllll!l!OYR4 3)シルト 焼上・灰を含む
ll '!! 層包10¥で3'1)シHI紅L炭化物 ・灰 ・;f¥1'11隕を含む
12 'II渇色(lOYR3/2)帖土炭化物を多aに含む SXJ608B期堆f吐
13 員民色!l0¥'R4Ut.lilシ，'ト

I~ 渇灰色(10\~5/I)帖 I:

15 瓜褐色!IOYR2/2)帖上

16 炭化物層

17 灰黄褐色(10¥'R4/2)帖土 炭化物を含む

18 灰黄褐色(IOYR5/2)枯土

L9 にぶい貴植色OOYR6」 ~I佑土

20 にぶ\•黄目色(IO¥'R613淋t SXI608A期堆積士

21 灰貨褐色(IOYR6/2)帖士

22 渇灰色(lOYR.J/1)粘土

SX1608断面
0 2m 
I, 1,.,.,/ .. ,,J,.,,,I,,, ,1,,,,1, ● ,.I I , I— | 

SX1608断面写真

図版28 sx 1607・1608湿地跡

付属建物群、後者が副屋とみられる。主屋の南は遺構の数が少ないことから広場的空間とみられ、区

画周縁の北東隅から東側は井戸跡や大型土堀の分布域であり、区画内部の場の使われ方が固定的かつ

継続的だったと考えられる。B3区はSD1040東西溝跡の南側である。遺構密度は低く、SX 1600 

の東で掘立柱建物跡5棟と数基の土堀を検出したにとどまる（図版31)。

迎物は掘立柱建物跡や井戸跡、土堀、溝跡から、土器 ・陶磁器 ・木製品 ・石製品 ・金属製品などが

出土している。とくにSK1008・1310・1311土堀からの出土が多い。

（註 I)遺構期の理解は、『中野品柳遣跡I』にもとづいた。また、 区画のP平称は、 同苫で区画Fまで使用したことから、それに続けている。
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No Ill上遺構・I/if位 種別 粒 Iii 荏地 特 徴 立紘
I SX1607A 下日 かわらけ ,, ヽllll 日ぼ9.4) 器高J.l! 残存J/4 口ほ部 ．一段ナデ 底躍内曲 ．ー）i向ナデ 02008 
2 :lXl607A 下閑 かわらけ ,,、DII 口格8.2 底tf5.3 ほぼ完形 ロクロナデ 底部：回転糸りJ 02009 
3 訟,1608 堆fill かわらけ Jill 口径14.0底径6Alf',1,lli3.4 ロクロナデ 94035 
~SX1607A 下M 楳器 拷 IJIW5.I)残存高(5.2) 残{{.:一邪 口は部：liH4k 内外ilii:/l.U蕊弔り 022'11 
5 SXl608 堆積t 石製品 慨石 残(+伍19.8 ,l!I; 幅14.7 f.¥l仔l'Jlll.5 (砂岩l 94062 
6 SX1608 Jlt!U 石製品 砥石 残1?長15.9 残0幅10.2 残Ui98.7 I砂岩l 9~()61 

図版29 SX1607・ 1608湿地跡出土遺物

A 掘立柱建物跡

B 1区で2棟、B2区で32棟、 B3区で5棟、計39棟を確認した。このうち、 B2区の建物跡は

一定の場所に集中する傾向が認められ、 1)北部中央 (24棟）、 2)南東部 (8棟）の 2群に分けら

れる。双方を比較すると、1群は数が多いだけでなく 2群と較べて規模が大きいものが目立ち、区画

Gの中央に位置する。建物の方向は2棟 (SB1052・1061)を除いて北で東に傾く。以下、主な建

物跡についてのみ概要を記すこととし、すべての建物跡の属性は第2表にまとめた。

(a) B 1区

【SB1692建物跡】（図版36)

東側柱列で4間以上、南側柱列で4間の建 E 

物跡である。SK1507・1530,..,_,,1532・

1547土壊より古い。柱穴は18個検出してお

り、 9個で径10cmの柱痕跡、 2個で柱抜取

穴を確認した。建物の平面形は、南端の 1間

qycr 
S2・W2 

W E 
トー 3.6,n 

〈$81692〉

W E 
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図版30 Bl区の検出遺構
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図版31 B2区西側、 B3区の検出遺構

g
 

SAl~ 祠~
0 

S300 

暉鸞
k
 s
 ヽ

'SK1023 

36 



E120 

I 
160ーE
 

―S240 
z
/

J

-

ー S260

•。 . .・・.. 
SD1017 .... 

... 
‘・

(SD1319) 

゜
20m 

(S=l/400) 

図版32 B2区東側の検出遺構

が西へ1.5m張出す矩形で上屋柱と下屋柱が認められ、東は縁が付くか土間になるとみられる。平面規

模は南側柱列が総長8.6m、柱間寸法は西から2.2m・2.2m・2.2m・2.0m、東入側柱列が総長8.9m

以上、柱間寸法は南から2.6m・2.1m ・2.0m・2.0mとみられる。方向は東入側柱列で測るとN-

18° -Eである。柱穴は径20-40cmの円形もしくは楕円形で、深さは20-30cm、埋土は地山プロ

ックや炭化物を含む黒褐色シルトである。

(b) B 2区北部中央

24棟確認した。建物の方向は、 SB1061のみ北で西に傾き (N-4°-W)、他はN-9°-20°-E

である。柱穴は20-30cmの円形もしくは楕円形のものが多い。
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図版33 81区南部の検出遺構

亀

゜

． 
．゚ 
゜
． 
r1J 

• rE ゜
＼ S230 

． 
•• l1s2s , 
゜ ~ 

S240 

!Om 

(S=l/200) 

【SB1671建物跡】（図版37)

東西は北側柱列で3間、南側柱列で2間、南北

は西妻で2間、東妻で3間の東西棟建物跡である。

SD 1518溝跡より古い。柱穴は11個検出してお

り、 9個で径10-15cmの柱痕跡を確認した。

平面規模は桁行きが北側柱列で総長6.3m、柱間

寸法は西から2.0m・1.7m・2.6m、梁行きは東

妻で総長5.5m、柱間寸法は北から 1.4m・1.6

m・1.3m・1.2mとみられる。方向は東妻で測る

とN-26°-Eである。柱穴は径30cmの楕円形が

多く、深さは20-30cm、埋土は地山プロックを

含む黒褐色シルトである。
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図版34 B2区東部の検出遺構
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図版35 B2区南部の検出遺構
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図版37 $B1671 ,.._, 1675建物跡

【SB 1672建物跡】（図版37)

東西2間、南北4間の南北棟総柱建物跡

である。 SD1518溝跡より古い。柱穴は

13個検出しており、 11個で径15,....,20cmの

柱痕跡を確認した。平面規模は桁行きが西

側柱列で総長7.lm、柱間寸法は北から1.6

m・3.9m (2間分） ・1.6m、梁行きは北

妻で総長4.6m、柱間寸法は西から2.3m等

間とみられる。方向は西側柱列で測るとN-

15°-Eである。柱穴は径30-50cmの楕円

形で、深さは30,....,40cm、埋土は黒褐色シ

ルトを含む地山ブロック主体土もしくは地

山プロックを含む黒褐色シルトである。

N
 

s s 
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〈SB1672〉
NJ・Wl写真
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【SB 1673建物跡】（図版37)

束西2問、南北4間の南北棟建物跡である。SD1518溝 N s z s 

跡より古い。柱穴は9個検出しており、 7個で径10.....,15cm

の柱痕跡を確認した。平面規模は桁行きが西側柱列で総長8.2

m、柱間寸法は北からl.6111・2.3111・2.1m・2.2m、梁行き

は北妻で総長4.4m、柱間寸法は西から2.2m等間とみられる。

:1.6m 

冒
Nl・WI O 

〈SB1673〉

3.6m 

0t]f 
Nl・W2 lm 

方向は西側柱列で測るとN-9°-Eである。柱穴は径30cmの楕円形が多く、深さは20,..._,40crn、埋土

は地山プロックを含む黒褐色シル トである。西側柱列の北から 3個目の柱穴で、柱痕跡底面から口縁

部を上にしたロクロかわらけ小皿（因版42-3)が出土した。

Wl・ N3写兵

【SB 1674建物跡】（図版37)

東西が西側柱列で4間、東側柱列で3間、南北

2間とみられる南北棟建物跡である。 SD

1320・1518溝跡より古い。柱穴は8個検出して

おり、 5個で径10-15cmの柱痕跡を確認した。

平面規模は桁行きが西側柱列で総長6.lm、柱間

寸法は北から 1.6m・1.5m・1.6m・1.4m、梁

行きは北妻で総長4.7m、柱間寸法は西から2.4

m ・2.3mとみられる。方向は西側柱列で測ると

N-16° -Eである。柱穴は径20-40cmの楕円形

で、深さは20-----30cm、埋土は地山プロックを含

む黒褐色シルトである。

【SB 1675建物跡】（図版37)

¥¥' 
E 3.6m 

三 〈SB1674〉

Wl・N2 

s "' 3.6n, 

げ
El・N2 

IV E 

東西2間、南北2間の建物跡である。 SD1518溝跡より古い。柱穴は5個検 ― -3.Gm 

出しており、 3個で径10cmの柱痕跡を確認した。平面規模は東西、南北とも総

長4.2m、柱間寸法は2.lm等間とみられる。方向は西側柱列で測るとN-4°-E

である。柱穴は径20-30cmの円形もしくは楕円形で、深さは20cm、埋土は地

げ~~1::〉
I 

O lm 
I I I 'I 'I I 
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山ブロックを含む黒褐色シルトである。

【SB1676建物跡】（図版38)

東西は南側柱列で3問、北側柱列で4間、南北

2間の南北棟で北に縁または庇が付く建物跡であ

る。SD1515溝跡より古い。柱穴は身舎で7個、

縁または庇で3個検出しており、 7個で径10cm

の柱痕跡を確認した。平面規模は桁行きが身舎東

側柱列で総長5.5m、柱間寸法は北から3.0m・

2.5m、梁行きは身舎南妻で総長5.lrn、柱間寸法

は西から2.0rn・1.7m・1.4m、縁または庇の出

は1.3mとみられる。方向は東妻で測ると N-

15 • -Eである。柱穴は径20cmの円形が多く、

深さは10,...__zocm、埋土は地山ブロ ックを含む黒

褐色シルトである。

【SB1677建物跡】（図版38)

東西3間、南北l間の東西棟建物跡である。S

B 1683建物跡より新しい。柱穴は7個検出して

おり、すべてで径10cmの柱痕跡を確認した。平

面規模は桁行きが北側柱列で総長3.7m、柱問寸

法は西からl.lm・1.3m・1.3m、梁行きは東妻 ― 

で2.6mである。方向は北側柱列で測ると E-

33°-sである。柱穴は径20cmの円形が多く、

深さは20"'-'30cm、埋土は地山プロックを含む黒

褐色シルトである。

【SB1678建物跡】（図版38)

東西3間、南北2間の東西棟建物跡である。柱

穴は10個検出しており、 2個で径10cmの柱痕

跡、 1個で柱抜取穴を確認した。平面規模は桁行きが南側柱列で総長6.5m、柱間寸法は西から2.2

E
 

¥I' 

守

3.6m 

〈SB1676〉

0 lm 
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m・2.2m・2.lm、梁行きは東妻で総長3.8m、柱間寸法は北から2.0m・1.8mとみられる。方向は

南側柱列で測るとE-11°-Sである。柱穴は径20cmの円形で、深さは20cm、埋土は地山ブロックを

多く含む黒褐色シルトである。

【SB1679建物跡】（図版38)

東西2問、南北2間の東西棟総柱建物跡である。柱穴は9個検出

しており、 6個で径10cmの柱痕跡を確認した。平面規模は桁行きが

南側柱列で総長3.9m、柱間寸法は西から1.9m・2.0m、梁行きは西

w E E IV 
3.6m ,. :ism 

眉 膚
Nl・Wl Nl・W2 

〈SB1679〉 ゜
Im 
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妻で総長3.4m、柱問寸法は北から 1.5m・1.9mとみられる。方向は南側柱列で測るとE-18°-Sであ

る。柱穴は径20cmの円形で、深さは20cm、埋土は地山ブロックを多量に含む黒褐色シルトである。

【SB1680建物跡】（図版38)

東西3間、南北2間の東西棟建物跡である。SK1576土堀より古い。柱穴は

8個検出しており、 4個で径10cmの柱痕跡を確認した。平面規模は桁行きが南

側柱列で総長6.7m、柱間寸法は西から2.5m・2.0m・2.2m、梁行きは西妻で

総長5.4m、柱間寸法は北から2.6m・2.8mとみられる。方向は南側柱列で測る

とE-19°-Sである。柱穴は径20cmの円形で、

深さは30cm、埋士は地山ブロックを含む黒褐色
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シルトである。

【SB1681建物跡】（図版38)

東西2間、南北2問の南北棟建物跡である。S

B 1684建物跡より新しい。柱穴は7個検出して

おり、すべてで径10cmの柱痕跡を確認した。平

面規模は桁行きが東側柱列で総長4.6m、柱問寸

法は北から2.2m・2.4m、梁行きは南妻で総長

3.2m、柱間寸法は西からl.7m・l.5mである。

方向は東側柱列で測るとN-13°-Eである。柱穴

は径20cmの円形が多く、深さは20---30cm、埋

土は地山ブロックを含む褐灰色シルトである。

【SB1682建物跡】 （固版38)

東西2間、南北 2間の南北棟建物跡である。柱穴は6個検出して

汀
(SB1681〉

SB!681 SBl683 
(SI・Bil (El・:--21 

0 Im 
I 1- ・T―., : I 

II' 
E 3.Gm 

w E 
・:l.6m 

おり、 4個で径10cmの柱痕跡を確認した。平面規模は桁行きが東

側柱列で総長4.8m、柱間寸法は2.4m等間、梁行きは南妻で総長

゜

町Nl・WI 〈SB1682〉り
lm NI・El 

3.4m、柱間寸法は1.7m等間とみられる。方向は

東側柱列で測るとN-10°-Eである。柱穴は径

20"-'30cmの円形もしくは楕円形で、深さは20

,.._,30cm、埋土は地山ブロックを含む黒褐色シル

トである。

【SB 1683建物跡】（囮版38)

東西4間、南北2間の東西棟建物跡である。S

B 1677建物跡、 SD1005溝跡より古い。柱穴

は10個検出しており、すぺてで径10cmの柱痕

跡を確認した。平面規模は桁行きが北側柱列で総

長7.9m、柱問寸法は西から2.3m・l.9m・l.8

m ・1.9m、梁行きは東妻で総長2.9m、柱間寸法

は北から1.5m・1.4mである。方向は北側柱列で
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測るとE-9°-Sである。柱穴は径20-30cmの円形もしくは楕円形で、深さは20cm、埋土は地山プ

ロックを含む褐灰色シルトである。

【SB1684建物跡】（図版38)

東西2間、南北4間の南北棟建物跡である。 SB1681建物跡、
且 W E 

1-3.6m -1 
w 
._ 3.6m 

SD 1005溝跡より古い。柱穴は10個検出しており、 5個で径10-

15cmの柱痕跡、 1個で柱抜取穴を確認した。平面規模は桁行きが

東側柱列で総長10.6m、柱間寸法は北から2.8m・2.5m・2.8m・

2.5m、梁行きは北妻で総長5.5m、柱間寸法は西から2.8m・2.7m

y El・N2 7:、丁
Wl・N2 

゜〈SB1684〉
lm 

とみられる。方向は東側柱列で測るとN-9° -Eである。柱穴は径20cmの円形もしくは径40cmの楕

円形で、深さは20cm、埋土は地山ブロックを多く含む褐灰色シルトである。

【SB 1415建物跡】（固版39)

東西6間、南北2間の東西棟で、北側柱列の西4間分に縁または庇が付き、内部は東妻から 2間目

に間仕切りをもつ建物跡である。柱穴は身舎で13個、縁または庇で4個検出しており、前者は7個で

径15-20cm、後者は径10cmの柱痕跡を確認した。平面規模は桁行きが南側柱列で総長14.0m、柱

間寸法は西から3.0m・1.9m・2.5m・2.0m・4.6m(2間分）、梁行きは間仕切り部で総長5.6m、

柱間寸法は2.8m等問、縁または庇の出は1.5mとみられる。方向は南側柱列で測るとE-11°-Sであ

る。柱穴は径20-30cmの円形もしくは径40cmの楕円形で、深さは30cm、埋土は地山ブロックや

炭化物を含む暗褐色や黒褐色シルトである。南側柱列の西から 2番目の柱穴埋土から口縁部を上にし

たロクロかわらけ小皿が出土した（固版42-2)。

【SB 1416建物跡】 （図版39)

東西3間、南北2間の東西棟で、南に縁または庇が付く建物跡である。 SK

1315土壊より古い。柱穴は身舎で8個、縁または庇で3個検出しており、前者~ 
-3.4m 

は4個で径10-15cm、後者は2個で径10cmの柱痕跡を確認した。平面規模 Nl・E2 〈S81416〉
lm 

は桁行きが北側柱列で総長9.7m、柱間寸法は西から3.1m・3.4m・3.2m、梁

行きは東妻で総長6.7m、柱間寸法は北から3.4m・3.3m、縁または庇の出は0.9mとみられる。方向

は北側柱列で測るとE-20°-Sである。柱穴は径20cmの円形もしくは径30-40cmの楕円形で、深

さは身舎で30cm、縁または庇で10cm、埋土は地山プロックを含む暗褐色シルトである。

【SB 1417建物跡】 （図版39)

東西2間、南北4間以上の南北棟建物跡である。柱穴

は8個検出しており、 6個で径10,..._,15cm、1個で柱抜

取穴を確認した。平面規模は桁行きが東側柱列で総長

9.5m以上、柱間寸法は北から2.7m・2.6m・2.6m、梁

行きは北妻で総長6.2m、柱間寸法は西から3.2m・3.0

z
 

Nl・El 

〈S81417〉゜

S81419 S81417 
(Nl• W2) (N I• W2) 

lm 

mとみられる。方向は東側柱列で測るとN-14°-Eである。柱穴は径20cmの円形もしくは径30.......... 

50cmの楕円形で、深さは20,.._,30cm、埋土は地山プロックを含む褐灰色シルトである。
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【SB 1418建物跡】（図版39)

東西3間、南北3間の南北棟で、東に2間の縁または庇が付く総柱建物跡である。 SB1422建物跡

より新しい。柱穴は身舎で12個、縁または庇で6個検出しており、前者は7個で径10-15crn、後者

は4個で径10cmの柱痕跡を確認した。平面規模は桁行きが東入側柱列で総長8.4m、柱間寸法は北か

ら3.2m・2.5m・2.7m、梁行きは南妻で総長5.5m、柱間寸法は西から 1.8m・3.7m(2間分）、縁

または庇の出は2.0m、柱間寸法はl.Orn等間とみられる。方向は東入側柱列で測るとN-15°-Eであ

る。柱穴は身舎が径30cmの円形もしくは楕円形が多く、深さは20-30crn、縁または庇は径20cm

の円形で、深さは10cmである。埋土は地山プロックを含む暗褐色シルトである。

【SB 1419建物跡】（図版39)

東西4間、南北3間の東西棟で、南に縁または庇が付く建物跡である。柱穴は

身舎で12個、縁または庇で3個検出しており、前者は10個で径10-15cm、後

者は2個で径10cmの柱痕跡を確認した。平面規模は桁行きが北側柱列で総長
~~ N:•mWJ 

10.0m、柱間寸法は西から2.0m・2.6m・3.0m・2.4m、梁行きは西妻で総長 O 〈SB1419〉 lm 
I I I I I I 

7.6m、柱間寸法は北から2.3m・2.4m・2.9m、縁または庇の出は1.3mとみら

れる。方向は西妻で測るとN-10°-Eである。柱穴は身舎が径20----30cmの円形もしくは楕円形が多

く、深さは30,.....,40cm、縁または庇は径20cmの円形で、深さは15cmである。埋土は地山プロック

や炭化物 ・焼土を含む暗褐色シルトである。

【SB1420建物跡】（囮版39)

東西6間、南北3間の東西棟で、北側柱列の東4間分に縁または庇が付く建物跡である。柱穴は身

舎で11個、縁または庇で4個検出しており、前者は5個、後者は3個で径10cmの柱痕跡を確認した。

平面規模は桁行きが北側柱列で総長11.2m、柱間寸法は西から1.7m・2.lm・1.8m・5.6m(2間分）、

梁行きは西妻で総長4.lm、柱間寸法は北から1.3m・1.4m・1.4m、縁または庇の出は1.3mとみら

れる。方向は西妻で測るとN-6°-Eである。柱穴は身舎が径20,...,30cmの円形もしくは楕円形が多

く、深さは30,.....,40cm、縁または庇は径20cmの円形で、深さは15cmである。埋土は地山プロック

や炭化物 ・焼土を含む暗褐色シルトである。

【SB1421建物跡】（図版39)

東西5間、南北2間の東西棟で、北側柱列の東2間分に縁または庇が付く

建物跡である。SK1316・1317土塙より古い。柱穴は身舎で10個、縁また
w E 

3.4m 

は庇で3個検出しており、前者は6個で径15cm、後者は2個で径10cmの柱

痕跡を確認した。平面規模は桁行きが北側柱列で総長10.3m、柱間寸法は西 o 〈S81421〉 lm 
I_ ..1.... 1. J, 

から2.3m・1.8m・1.7m・4.5m(2間分）、梁行きは西妻で総長5.4m、柱

間寸法は2.7m等間、縁または庇の出は1.2mとみられる。方向は北側柱列で測るとE-9°-Sである。

柱穴は身舎が径30cmの円形もしくは楕円形が多く、深さは30cm、縁または庇は径20cmの円形で、

深さは20cmである。埋土は地山ブロックを多盤に含む黒褐色シルトである。
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【SB1422建物跡】（図版39)

東西5間、南北2問の東西棟で、南に縁または庇が付く建物跡とみられる。 SB1418建物跡、 SK

1314土堀より古い。柱穴は身舎で11個、縁または庇で2個検出しており、前者は6個、後者は 1個

で径10,.....,15cmの柱痕跡を確認した。平面規模は桁行きが南入側柱列で総長10.8m、柱間寸法は西か

ら3.9m(2間分） ・4.6m (2間分） ・2.3m、梁行きは西妻で総長4.9m、柱間寸法は北から2.3

m・2.6m、縁または庇の出は1.6mとみられる。方向は南入側柱列で測るとE-10°-Sである。柱穴

は径20,.....,30cmの円形もしくは楕円形、深さは身舎が30cm、縁または庇は20cmである。埋士は地

山ブロックを含む黒褐色シルトである。

(c) B 2区南東部

8棟確認した。建物の方向はSB1052を除いて北で東に傾く (N-8°,.,_,34°-E)。このうち、東

寄りの 5棟 (SB1054,.,_,1058)は、 N-8°,.,_,20°-Eの間におさまる。柱穴は20,.,_,30cmの円形も

しくは楕円形が多い。

【SB1051建物跡】（図版40)

東西は南側柱列で3問、北側柱列で2間、南北 l間の東西棟建物跡である。柱穴は6個検出してい

る。平面規模は桁行きが南側柱列で総長4.9m、柱間寸法は西から1.6m・1.8m・1.5m、梁行きは東

妻で2.8mとみられる。方向は南側柱列で測るとE-34°-Sである。柱穴は径10,.,_,20cmの円形もしく

は楕円形である。

【SB1052建物跡】（図版40)

東西2間、南北 l間の東西棟建物跡である。柱穴は6個検出している。平面規模は桁行きが南側柱

列で総長5.3m、柱問寸法は西から3.lm・2.4m、梁行きは西妻で3.5m、東妻で3.2mとみられる。

方向は南側柱列で測るとE-5°-Nである。柱穴は径20,.,_,30cmの円形もしくは楕円形である。

【SB1053建物跡】（図版40)

東西は南側柱列で3間、 北側柱列で2間、南北2間の東西棟建物跡である。柱穴は9個検出してい

る。平面規模は桁行きが南側柱列で総長6.4m、柱間寸法は西から2.5m・1.8m・2.lm、梁行きは西

妻で総長3.0m、柱間寸法は1.5m等間とみられる。方向は南側柱列で測るとE-17° -Sである。柱穴

は径20,.,_,30cmの円形もしくは楕円形である。

【SB1054建物跡】（図版40)

東西2間以上、南北3間の南北棟建物跡とみられる。 SK1012土壊より新しい。柱穴は5個検出し

ており、 3個で径10cmの柱痕跡を確認している。平面規模は桁行きが西側柱列で総長6.0m、柱間寸

法は北から2.0m・1.8m・2.2m、梁行きは北妻で総長2.6m以上、柱間寸法は1.6mとみられる。方

向は西側柱列で測るとN-20°-Eである。柱穴は径30cmほどの円形が多い。

【SB1057建物跡】（図版40)

東西1間、南北3間以上の南北棟建物跡である。 SK1012土城より新しい。柱穴は6個検出してお

り、 4個で径15cmの柱痕跡を確認している。平面規模は桁行きが西側柱列で総長4.9m以上、柱間寸
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図版41 SB 1027-1030建物跡

法は北から3.0m(2間分） ・1.9m、梁行きは北妻で3.5mとみられる。方向は西側柱列で測るとN-

8°-Eである。柱穴は径40cmほどの円形が多い。

(d) B 3区

建物跡を4棟、柱列跡を 1条確認した。建物の方向は、N-17°-27°-Eである。柱穴は20,....,

30cmの円形もしくは楕円形のものが多い。

【SA1026柱列跡】 （図版31)

東西 1間以上、南北 1間以上の柱列跡である。柱穴は3個検出しており、すべてで径10cmの柱痕

跡、 1箇所で柱抜取穴を確認している。柱間寸法は南北が2.7m、東西が4.5mである。方向は南側柱

列で測るとE-18°-Sである。身舎の柱穴は一辺20-30cmの隅丸方形もしくは楕円形である。北東

柱穴の柱抜取穴から古瀬戸前m-rv期の瓶子 I類が出土している（図版42-1)。

【SB1027建物跡】 （図版41)

東西2間、南北2間の南北棟建物跡である。柱穴は7箇所で検出しており、うち 3箇所で径10cm

の柱痕跡、 2箇所で柱抜取穴を確認している。平面規模は桁行が東側柱列で総長6.8m、柱間寸法は

3.4m等問、梁行は北妻で総長6.4m、柱間寸法は西から3.5m・2.9mとみられる。方向は東側柱列で

測るとN-27° -Eである。柱穴は径20-40cmの円形もしくは楕円形である。．

【SB1028建物跡】 （図版41)

東西2間、南北2間の総柱東西棟建物跡とみられる。 SB1029建物跡より古い。柱穴は6箇所で検
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図版42 B区建物跡出土遺物

遺構ぬ 位置 間数 艮力阿
平面印ぬ Cm)

方向
柱穴

傭 考 図版ぬ
桁行総杞•住間寸法・測定枯列 梁行総長・柱間寸法・測定住列

往痕(cml ml8icml 平而彫

SAl026 B3 l叫x1n.1: 4.5 1古霞 2.7 I雨北 EIS• S 10 20-30 胃方or楕円 31 

S 81027 83 2X2 南北 6.8 3.4・3.4 束 (6.4) 3.5・(2.9) 北 N27'E 10 20-40 円or楕円 41 

S 81028 B3 2X2(麗柱）東西 4.3 1.9・2.4 北 (3.8) (1.8・2.0) 西 Nl7°E 10 20--30 Plor楕円 S 81029より古 41 

SB 1029 83 2以上X2 ？ 5.9 4(2問｝・ 1.9 西 !I.Olli 2.6 1ヤ N切• E 10 20-30 円or楕円 S 81028より新 41 

S 81030 83 I fJ. 上XI 束西 証ru:(4.4) ゴヤ (3.2) l!!i' El8°S JO 20 紐 m 41 

SBJOSI 82 3Xl 東西 (4.9) (1.6・1.8・!.SJ 臨 (2.8) 東 E34'S 10-20 円or楕円 北側柱列は2IVI 40 

S 81052 B2 2Xl 東西 (5.3) (3.1・2.4) 南 3.5 西 Es• N 20~30 円or楕円 40 

S B1053 B2 3X2 "'"" (5.3) 3J・2A 庫 3.0 (1.5・1.5) 酉 El7'S 20--30 円or楕円 北側柱列は2間 40 

S B1054 B2 3XZfl.J: 璃北？ 6.0 (2.0・l.8)・2.2 西 2.6以.l: (1.6) 北 N20" E 10 30 円 40 

SB 1055 B2 3XI以上 南北？ (5.7) 1.9・(1.9・1.9) 洒 2.61,t上 (1.6) 北 NJ8" E JO 20-30 円or楕円 40 

S 81056 82 3以J:X3 3.5以J: (J.O・J.2・1.3) 北 (3.5) (0.9・1.2・l.4) 西 Nが E 20--30 円or楕円 40 

S B1057 B2 3以上XI 淘1ヤ “以上 (3.0=2間・ l.9) 詞 3.5 北 NS• E 15 40 l'I 40 

S B1058 B2 3以上X2 (4.9) (2.0・2.9) 両 紐以上 (1.4・1.2・l.0) 北 Nl2'E 10 20-40 円or楕円 40 

SBl06J 82 2XJ 南北 (4.9) (2.2・2.7) 東 (3.69) 南 N4• IV 20-30 PJor楕円 32 

S 81062 82 2以J:X2 (5.1) (2.6・2.5) 北 2.4以上 1.6 東 E21'S 10 20•30 円or楕円 32 

S B1415 B2 6X2tl 束西 (14.0) (lo-1.9)・ 益•2.0{4.6'2翻 惰 5.6 (2.8・2.8) 罰仕切 Ell• $ 
15~20(身） 20べ30 l1l 東から2間目に間仕切り

JO(縁or庇） 40 よ●m 北4間に駄or庇(lll:15m)
39 

S B1416 82 3+tX2 東西 (9.7) 3.l・3.4・(3.2) 北 (6.7) (3.4・3.3} 東 £20'S 
15-20(身） 20 円

南側に緑or庇（出：0.9m) 
JO<ttor庇） 30-40 ltlPl 

39 

S B1417 B2 4以上X2ilriヤ 95以上 2.1 ·(2.6• 2.6) 東 (6.2) (3.2・3.0) 北 Nt4• E 10-15 20-50 Plor楕円 39 

SB 1418 82 l+lX3瀑l!J南北 8.4 (3.2・2 5・2.7) 束入 5.5 (J.8 · 3.7• 2 間） 南 NIS'E 
10--LS(身）

20-30 円or楕円 棗側に2閏の縁汎王（出:2,Om) 39 
10(紬or庇）

S 81419 82 4+1X, 東 10.0 2.0• 2.6 • (3.0・2.4) 北 7.6 2.3• 2.4・2.9 i!!i NlO• E 10~15(身） 20-30 Plor楕円 南側にlior庇（出：1.3m) 39 
l匹 or庇）

S 81420 B2 6+1X3 富叩 11.2 1.7・2.I・1.8・5.6(2間） 北 (4.1) 1.3・(l.4・1.4) 丙 N6 • E 10 20ぺ30 円or楕円 北4間に縁or庇（出：1.3ml 39 

SB 1421 B2 5+1X2 東西 10.3 硲(l.8·l.7)•4.5(2111) 北 5.4 (2.1・2.7) 西 E g • S 15(身） 20-30 円or楕円 北2間に給or庇(!ll:J.2m) 39 
JO(紘or庇）

S 81422 B2 5+1X2 東西 10.8 3.9(2111)•(4.6:2問·2.3) 南入 (4.9) (2.3)・2.6 西 E10• S 10-15 20ぺ30 Plor楕円 南綱に紘or庇 39 

S B1671 B2 3X3 東匝 6.3 2.0・(1.7・2.6) 北 5.5 1.4・1.6・1.3・1.2 東 N26'E 10-15 30 楕円 南厠柱列と西妻は2間 37 

S B1672 B2 4X2(鸞柱） 躙1ヤ 7,1 (1.6· 3.9•2 間） · L6 西 4.6 2.3・2.3 北 Nl5'E 1s~20 30~50 IIIP:J 37 

S B1673 B2 4X2 .... ヤ 1(8.2) 1.6• 2.3• 2.1・(2.2) 霞 4.4 2.2・2.2 北 N9• E 30 紐m 37 

S B1674 B2 4X2 南北 6.1 0 .6· 1.5 • l.6)• 1.4 西 (4.7) (2.4・23) 北 N 16• E 10-15 20-40 円or楕円 東t111柱列は3111) 37 

S B1675 B2 2X2 4.2 2.1・2.1 匹 (4.2) (2.1・2.ll 北 Nが E 10 20•30 円or楕円 37 

S B1676 B2 3+1X2 南北 5.5 3.0・2.5 東 (5.1) (2.0). 1.7. 1.4 南 N1s• E 10 20 円 北妻に紘or庇（出：1.3ml 38 

S B1677 B2 3Xl 東西 3.7 l.1・1.3・1.3 北 2.6 束 E33'S 10 20 fl1 38 

S B1678 B2 3X2 菫 1(6.5) (2.2・2.2・2.1) 隕 (3.8) 2.0・11.8) 1ll Ell• S 10 20 円 38 

S 81679 B2 2 X2<JI! 柱｝ 東西 3.9 1.9・2.0 声 3.4 (1.5 • 1.9) 西 El8°S 10 20 円 38 

S B1680 B2 3X2 •「訳； (6.7) 2.5 · (2.0• 2.2) 南 (5.4) (2.6・2.8) 西 El9• S 10 20 円 38 

S B1681 B2 2X2 南北 4.6 2.2・2.4 事 3.2 1.7・1.5 臨 NJ3• E 10 20 円 38 

SB 1682 B2 2X2 南北 (4.8) (2.4・2.4) 東 (3.4) (1.7・1.7) 苺 NJO" E 10 20-30 円or楕円 38 

S B1683 B2 4X2 東 7.9 2.3・1.9・J.8・1.9 北 2.9 LS・1.4 東 E9" S JO 20-30 円or楕円 38 

S B1684 82 4X2 隋北 (10.6) 2.8・(2.5・2.8・2.5) 重 (5.5) (2.8・2.7) 北 N9'E JO 20--40 円or楕円 38 

S B1691 Bl 2以上Xl 東西？ 6.2以上 3.4・2.8 蹟 2.4 西 E 1s• S 10 南へ延びる可能性打 36 

S 81692 Bl 4以J'..X4 南北？ 8.9 2.0・2.0・2.1・2.6 東入 86 2.2・2.2・2.2・2.0 南 N ia• E LO 20-40 円or楕円 矩形、近世以舜 36 

※ 間数の襴の「5+1X2」は、身舎が5間、 2間で桁行きに 1間の縁もしくは庇がつく建物を示す．

※ 柱間寸法は、東西方向の註列は西から、南北力向は北から順に示した．

※ 柱間寸法の (2問）もしくは=2間は. 2問分の寸法であることを示す．

第 2表 B区建物跡属性表
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出しており、すべてで径10cmの柱痕跡を確認している。平面規模は桁行が北側柱列で総長4.3m、柱

間寸法は西から1.9m・2.4m、梁行は西妻で3.8mである。床束柱穴の位置から、西妻の柱間寸法は北

から1.8m・2.0mと推定できる。方向は西妻で測るとN-17° -Eである。柱穴は径20-30cmの円形

もしくは楕円形である。

B. 井戸跡

B 1区で16基、 B2区で9基検出した。分布をみると、 Bl区ではSD1501区画溝跡下で検出し

た2基 (SE1526・1571)と北部の3基 (SE1555・1557・1558)を除く 11基が中央部に集中

する。とくにSE1542周辺は5基重複しており、同じ場所で何度も掘り返しが行われていた。B2区

は西側で2基 (SE1523・1702)、北東隅付近で4基 (SE1002·1003·1021• 1573)、建物群

南側の広場的空間で3基 (SE1009・1011・1016)認められ、中央部北よりの建物群を避けるよう

に分布する。

このうち枠を有するのはB1区の2基 (SE1534 • 1539)、B2区の1基 (SElOll)のみで、

他は素掘りである。以下、井戸跡の概要を述べるが、井戸側を有するものは個別に取上げ、素掘りは

一括して記述することとし、個別データは、第3表にまとめた。

N
「
如3
 

SK1010 SElOll 
S
L
 

SE1011 (南西から）

゜
2m 

ぬ 土色 • 土性 混入物など 偏 考

I 陪褐色(IOYR3/3)シルト 炭化物を含む

2 暗褐色(10YR3/3)シルト SEJOll枠抜取穴
3 llle(IOBG2/l)シルト員枯土炭化物を含む
4 青黒色(5B2/1)粘土 砂をラミナ状に含む

5 胄黒色(582/1)粘士 砂プロックを含む SEJOll機能関の堆積土
6 暗緑灰(10G4/l)粘土 粘土プロックを含む

7 晨船10双U濾ぼシルト
SE!Oll掘方埋土

8 盪褐~IOYR'l/2)駐土賢シルト

9 贔Ill色(IOYR3/I}枯土賣シルト 炭化物焼土灰との互層

LO 紺色(IOYR4/I)帖土賢シルト
SKlOlO堆積土

11 累褐色UORY2/lll,I土賣シルト 炭化物を多く含む

12 褐色(IOYR4/l)は士賃シルト

SE1011側板（南西から）

図版43 SE1011井戸跡
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(a)井戸側を有するもの

【SE 1011井戸跡】 （図版35・43)

B2区南部で確認した木組みの枠をもつ井戸跡である。 SKlOlO土壊より新しい。掘方の平面形は

2.8 X 2.5mの楕円形で、深さは1.6mある。底面は径1.8mほどの不整な円形である。断面形は下部が

円筒形で、上部は北壁と南壁に段があり、井戸構築時の足場と考えられる。枠は上部が抜かれており、

下部が残る。内法は55cmほどで、 4辺に縦板を立て、内側は横桟を渡して保持している。横桟は2

段確認でき、角材を目違いほぞで組んでいる。また、枠の外側は板材を縦板に密培させるように敷き

詰めながら埋め戻している。

堆積土は8庖に分けられる。 4-6層は機能時の堆積土、 1-3層は枠抜取穴の人為堆積土、 7 • 

8層が掘方埋土である。遺物は抜取穴や掘方埋土から出土している（図版44)。 1-3層から手づく

ねかわらけ皿、常滑産片口鉢 (1)、馬歯などが、 7・8層からロクロかわらけ皿、常滑産甕、曲物底

板 (2)、板状木製品 (3)などが出土した。 1は破片を砥石に転用されている。

了ニニこロニ
゜

5cm 

(2 : S=l/2) 

゜
10cm —ヽr可

(1・ 3 : $=1/3) 

餡
特

高台径(14.5) 破片を砥石に転用

径6.4 釘孔なし両面：黒漆塗り 柄杓？

残存長(I1.0) 幅2.6 厚0.5 釘穴

徴

1-3層

平3 7・8眉
登鈷

94011 

94024 
・-・ 
94070 

図版44 SE1011井戸跡出土遺物

【SE1534井戸跡】（図版33・45)

Bl区中央部で確認した珠を簾状に組んだ枠をもつ井戸跡である。SE1546井戸跡より新しい。掘

方の平面形は2.2X2.0mの円形で、深さは1.4mある。底面は1.3X l.lmの方形で、断面形は開きの

小さい逆台形である。枠の内法は65cmほどで、葦を縦方向に簾状に立て、内側は横桟を渡して保持

している。横桟は2段確認でき、径5-6cmの芯持材を使用しており、目違いほぞで組んでいる（図

版46)。なお、横桟は樹種同定の結果、カエデ属やエゴノキ属であることかわかった。

堆積士は9層に分けられる。 6・7層は機能時の堆積土、 1-5層は廃絶後の堆和土、 8・9層は

掘方埋土である。遺物は6・7層からロクロかわらけ皿や繋根式の鉄鏃（図版53-4)、1-5層か

らロクロかわらけ、 8・9屈からロクロかわらけ皿、常滑産甕などが少屈出土している。

【SE1539井戸跡】（図版33・47)

B 1区中央部で確認した珠を簾状に組んだ枠をもつ井戸跡である。掘方の平面形は1.7X 1.6mの円
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No. 土色 • 土性 混入物など 傭 考

J Iii疇褐色(7.5YR2/3)シルト
2 層褐色(7.5YR3/3)シルト 第VU層小プロックを含む

3 黒褐色(IOYR3/I)シルト

4 黒褐色(IOYR3/I)シルト SE153僻内堆積土

5 オリープ篇{!(5Y2/2)シルト 第V層プロックを含む

6 鴫オリーブ轟el25Y叩）シルト 第W眉と砂を含む

7 オリープ黒色(SY3/I)シルト

8 黒褐色(IOYR3/2)シルト 第VJ・11層プロックを多く含む
SE:1534楓方埋土9 オリーブ昌倒SY3/2)シルト 第W層プロックを含む

10 l:SI潰員@IIOYIら/fHt賃シ/i,卜第V層貧褐色プロックを含む
H 黒褐色(10VR3/2)シルト第V層黄褐色プロックを多く含む
12 黒褐色(IOYR3/2)シルト SE1546堆積土

13 灰貴褐色(IORYS/2)シルト鸞第vr眉プロックを含む
14 黒褐色(IOYR3/2lシルト 第ヽ 1層プロックを含む
15 灰褐色(7.5YR4/2)シルト

Pit埋土堆積土
16 隋褐色(7.5YR3/3)シルト

t
 
疇 9

、
▼＇ 

‘̀、輸
•9 

--=ail 
井戸側検出状況 （北から）

図版45 SE1534井戸跡

側の葦材アップ

形で、深さは1.2mある。

底面はl.lmの方形で、断

面形は円筒形である。枠

の内法は90cmほどで、 葦

を縦方向に簾状に立て、

内側は横桟を渡して保持

している。横桟は 2段確

認でき、径5cmほどの芯

持材や径8cmほどの丸材

を1/2や1/3に分割した割

材を使用しており、目違

いほぞで組んでいる（図

版48)。なお、横桟は樹種

同定の結果、クリである

ことかわかった。

堆積土は12層に分けられる。 9・10層は機能時の堆積土、 1 "'8 層は廃絶後の堆和土、 11 • 12層

画
疇

層

0 10cm 
I 1111111 •• 1,1 I 

2
 

図版46 SE1534井戸跡出土遺物

は掘方埋土である。遺物はl,.._,8層よりかわらけが少最出土している。
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最下段の横桟検出状況 （東から）

No. 土 色•土性 糾 入物など 傭 考

｀ 
土色 • 土性 混入物など 偏 考

I 褐色(7.5YR4/6)シルト 第 艤プロックを含む 7 オリープ鳳{!(SY2/2)シルト

2 極略Ill色(7.SYR2/3)シルト 8 隋灰貧色(2.5Y4/2)シルト 全体に砂を含む
枠内堆積土

3 履屠褐色(7~YR2/3)シルト 枠内堆積土 9 黒褐色(2.5Y3/2)シルト

4 黒褐色(7.SYR2/2)シルト!ll¥111層プロックを含む 10 けリープ黒色(5Y2/2)シルト

5 オリープ員倒5Y3/2)シルト ll 憾オリーブ鼻舷紅Y3/3)シルト 第VI眉プロックを多く含む llil方埋土
6 がJ-ブ黒色(5Y3/2)シルト 12 層オリープll匹 Y3/3)シルト

図版47 SE1539井戸跡

言
二

O 10cm 
L.1, .. 1.,1 .. 1,,.l.,1 ... 1 .• 1 ,I, ,I 

~
 
冒

三
こ
゜
――ー
昌

――三三三三ーロ 2

二＼ 
図版48 SE1539井戸跡出土遺物

(b)素掘りのもの （図版50-52)

B 1区で14基(SE1503・1526・1538・1541"-'1546・1555・1557・1558・1567・1573)、

B2区で7基 (SE1002・1003・1009・1016・1021・1523・1702)検出した。平面形は楕円

形の 1基 (SE1009)を除くと、他は円形もしくは円形基調と考えられる。断面形は、円筒形が18

基と主体を占め、他に漏斗形が認められる。規模は、径がl.0"-'2.7m、深さは0.7"-'l.4mあるが、 14

基は径1.3~2.0m、深さ 0.7...._, 1.4mの範囲に入る。堆積土は下部に壁の崩落土を含む機能時の自然堆

積層、上部には廃絶後埋め戻された人為堆積土や廃絶後放置されたことを示す自然堆和土が認められ
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る。なかには最上層に

第Il層が認められるも

のもある。

堆積土からかわらけ

や常滑産甕・片口鉢が

出土する井戸もある

が、小片のため図示で

きない。図示可能なも

のとしては、 3点あげ

られる（図版53)。S

E 1003からロク ロか

わらけ皿 (1)、SE

1702から龍泉窯系青 図版49 SE1542付近の井戸跡重複状況

磁鏑蓮弁文椀 (2)、須恵器系壺 (3)が出土している。また、 SE1009・1016の堆積土には鉄滓が

認められた。

遺構ぬ 区 構造 平面形 断面形 規校(ml深さ(m) 堆積土の状況 出 上 遺 物 備 考
図版ぬ

淳iii因爾醐
SE 1002 B2 桑趾 円 円筒 2.7X2.5 1.0 ロクロ 34 
SE 1003 B2 素掘 円 漏斗 2.3X2.l 0.9 常沿甕． ロクロ．鉄製品 34 
S E!009 82 索lli! 泊斗 2.IXl.7 鉄滓 35 

SEIOl l 82 木組 楕19 円筒 2.8X2.5 1.6 自然一人為
J-3層）手づくね皿常沿鉢.!,!Jtli !Ill方）

縦紐損桟止以伽の内法SSca)、第1V閉鴻 35 44 
ロクロ皿．常滑甕曲物底板．板状木製品

S£1016 B2 素拙 惰Pl 円筒 2.5X2.2 鉄滓 35 
S EI02I 82 素掘 円 円筒 2.0Xl.9 1.1 34 
SE 1503 B 1 稟掘 円 円筒 径l.4 0.8 自然一人為 ロクロ 33 51 
SE 1523 B2 素llll Pl 円筒 1.3Xl.2 0.8 自然一人為 かわらけ 31 51 
S El526 8 I 素llll 円 円簡 l.6Xl.5 0.8 自然 常計甕 33 
S E1534 BI 木組 円 1'11111 2.2X2 0 1.4 自然 堆） 0クロ、掘方）ロクロ．常消甕 竃璽観横桟止め(llの内法岱~).笥11罰以良？ 36 
SE 1538 BI 柔掘 円 円筒 l.7XJ.5 0.8 日然一人入 33 52 
SE 1539 8 I 木組 円 円筒 1.7Xl.6 1.2 fl然一人為 かわらけ 鼠簾Ill債lhlめ（枠の内it.~笥11開以塁？ 36 
SE 154 l Bl 桑掘 円 円筒 1.3X I.I 1.0 自然一人為 33 50 
S El542 BI 索掘 円 鳩斗 径1.4 1.3 自然一人為 常沿鉢 33 50 
SE 1543 8 I 崇掘 円 円蘭 径1.6 1.4 自然 常沿甕．ロクロ 33 50 
S E1544 BI 素掘 円 円筒 径1.6以上 0.7以上 自然 常滑甕、 ロクロ 33 51 
S E1545 8 L 素掘 円 I'll勾 径1.7 0,7 自然一人為 ロクロ 33 51 
S El546 Bl 索掘 円？ 円節 径2.0? 1.3 自然一人為 ロクロ 36 
SE 1555 Bl 素掘 円 円筒 J.7X L.6 0.9 自然 常滑甕 30 55 
SE 1557 Bl 素11i1 円 円筒 径1.0 0.7 自然 30 51 
S EISSS 81 素Iii! 円（覗Ill) 円筒 径1.3 0.8 自然 30 52 
SE1567 B 1 素掘 円？ 円筒 径1.0以上 I.I 日然一人為 33 51 
SEJ573 BI 素掘 円 Pl筒 2.0Xl.7 0.7 自然一人為 ロクロ．常滑甕 38 52 
S EJ702 B2 素掘 円 漏斗 !.SXl.7 1.2 自然 臼磁四耳壺 31 50 

※出土遺物のロクロはロクロかわらIt.手づくねは平づくねかわらけ．鉢は9ヤロ鉢．縞椀は縞渥弁文楕を指す

第 3表 B区井戸跡属性表

C. 土城

86基確認した。これらは規模や平面形 • 断面形から4類に分けられる。SK1008・1310・1311 

は1類の特徴をよく示す土壊であり、出土遺物も多いことから個別に取上げるが、他の土城の概要は

分類にしたがつて述べることとし、個別データは第4表にまとめた。
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SE1543 s 
← -3.2m 

No. 土色•土性 混入物など

1 黒褐色(2.5Y3/I)シルト

2 黒色(2.5Y2/I町シルト 第VJlilプロックを多く含む

3 農員包益i'R3/ll1'胃シルト

4 恩色(2.5Yツl沿貫シルト 第V眉プロックを多く含む

5 黒色(2.5Y2/I沿賣シルト

Ill 
考

SE1543断面（西から）

SK1704 SE1702 

W
T
 

E 
I-3.3m 

S
T
 

SE1542 
N 
,_ 3.2m 

27 

0 2m 
I・I I I I I I I I I I 〗臣ミ且凰:::t五f;:!む:峡崩.:

考

SE1541 

凶口~'~"

No. 土色 • 土性 況人物など

J 黒褐色CIOYR3/2)シルト

2 黒色(5Y2/IJシルト 第V眉プロックを多く含む

3 黒色(SY2/l)シルト 笥VI眉をラミナ状に含む

4 凧オリーブ(11(5¥'6/2)シルト111

偏 考

SE1702断面（南から）

ぬ 土色 • 土性 混入物など 価 ＊ No. t色・土性 沿入物など 偏 考

l 疇畠{!(JOYR3/3沿賃シルト 15 隋灰黄色{2.SY4/2)シルト 昌員e鼠t貴シルトや貴II色シJI,トを多く含〇
2 精貴包IOYR3/2~貫シルト 16 黒褐色(IOYR3/2)砧買シルト
3 晶褐色(2.5Y3/2)帖土 l7 鷹鼻色IIOYR3/ll砧llシルト
4 灰負褐色OOYR4/2lシルト か1ーブ員直けをラミナれに多く含U 18 黒褐色!JOYR3/2)枯貫シルト
5 オリープ員樹2.5¥4/3瀾砂 ]9 晶褐色(10YR31l)シルト オリープ員色シJ¥,トプDックを多く含U
6 鷹鼻包15Y3/2)シルト●駐t鳳色枯土の胃1をうミナ状に含む SEl 702堆横土 20 黄褐色(2.5Y5/2鳩耽少
7 オリープ鼻色(2.5Y4/3漕砂 第V磨プロックを多く含む 21 疇灰貴色(2.SYS/2)シルト tlll'I層を多量に含む $Kl 704堆積土
8 舷色(2.SY4/I)シルト郎.t 22 属褐!(2.SY3/ll帖賃シルト 疇がJープ員色鼠tl,JI,じ10,クそ多く和
9 オ1)ープ樽色/2.,Y4/3瀾粉 黒員色シルト賃佑士プロックを含む 23 貨褐色(2.SYS/3漏砂
10暗灰黄色(2.5YS/2)11砂 24 黒色(5Y2/l)シルト 貴●!91D ック・•uブ07ク t多く含U

11 貨褐色(2.5Y5/3)中砂 25 黄渇色(2.SYS/3滋i砂 鷹l!,1,1土賃シルトブDックを多く含む
12黒褐色(IOYR3/2)シルト 第W編プロックを多く含む 26 オリープIll包2.SY4/4)●り
13黒渇色CIOYR3/2)シルト 第1V閾ブロックを多く含む SKJ704堆積土 27 灰オリープ色(5Y4/2)砂 璽畠色シルト胃位t1Dックを多く含む
14黒褐色CIOYR3/1)シルト 灰貴属色fl!シルトをうミナ状に合U

図版50 B区井戸跡 (1)
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SE1567 SE1543 

No. 土色 • 土性 混入物など

1 にぶい員Ill色(10¥'RS/41'/ルト 黒褐色シルトプロックを多く含む
2 胤褐色(IOYR3/2)シルト

3 灰黄褐色(10YR6/2lシルト

4 灰員褐色IOYR4/2)シルト贔褐色シルトをうミナ状に含む

5 墨褐色(10YR3/2)シルト 第V・VDlilプロックを含む

偏
＿

考
―

SE1567堆積土

土靖堆積上

W
T
 

SE1555 E 
r-2.9m 

s SE1503 N 二冒,-,,_ 
S
T
 

SE1557 N 
トー 3.5m 

尺

No. 土色 • 土性 況入 物 など 傭

l 黒褐色(l0YR3/l)シルト

2 Ill灰色(IO¥'R4情員シルト鼠ヽ色氾げU・,ク・璽u11u,Hjく含O

3 灰貨褐色(IOYRS/2)砂畠褐色ブロックを含む

4 鼠褐色UOYR311)シルト第II層をラミナ状に含む

5 硝灰没色(2.5Y5/2)砂 I隈崩落土

考

No. 土色 • 土住 況入物など

I 灰負員色(IOYR辺）シルト

2 黒褐色(IOYR3/I)シルト 第11屠をラミナ状に含む

3 灰貴員色(IOYR5/2)シルト
4 灰貨員色(IOYRS/2)シルト

備
＿

考―

ぬ J: 色・土性 泣入 物 など 価 考

I 褐色(IOYR4/6滸質シルト 黒褐シルトプロックを含む

2 褐色UOYR4/6油日シルト
3 褐色(IOYR4/4)シルト 第層プロックを含む
4 にぷい賣褐色OOYRS/4妙
5 籍褐色(7.5YR3/-0シルト 第IV・V騒プロックを含む
6 疇鼻色(7.SYR3/3)1)買シルト

SE1545 SE1544 

E
T
 

SE1542 
w 
, >-3.2m 

0 2m 
I, ,I I, I I I I I I 'I''・I 

｀土色 •土性 料入物など

l 黒褐色CIOYR3/2)シルト第V・VI眉プロックを含む
2 黒褐色(10YR3/2)シルト

3 灰貴褐色(10¥'R4/2)シルト

4 黒褐色CJOYR3/2lシルト第\~眉プロックを含む

5 黒褐色(l0YR2j_翌シルト

備

$01533堆積上
考 ぬ~ 土 色 • 土性 混入物など

6 黒褐色(IOY3/2)シルト 冨,,・ 111~>-.10,クを多量に加
7 1: ぶい責員倒IOi'RS/4)シルト

8 黙褐色(10YR3/2)シルト笥1'・11●e肩いうミナ状に含む
9 I: ぶい員Ill倒lOi'RS/4)$-ルト

10批褐色⑩YR3/2)シルト

偏 考

SEI545堆積土

SE15丑堆積土

SE1567堆積土

N 
SE1523 

→ ~··· 

ぬ I 土色・土性 混＿入物など 儡 k
‘
 l 昌Ill色(JOYR3/J)シルト 笥V眉プロックを含む

2 凩褐色!10YR3/1)シルト笛V層プ0ックを多く含む

3 黒褐色OOYR3/llシ1日、第V層プロックを多量に含む
4 黄灰色(2.SY5/I)シルト

5 tぶ•al!!(lOYlt4/3)シい 瓜褐色シルトプロックを含む

SE1523断面（西から）

図版51 B区井戸跡 (2)
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SE1538 
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→、- ~'___->c一r- 3.3m 

m 
ci 

>
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Zl i. 

8 5 
5 
ー123
E 
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— 

ST 
ぬ 土色 • 土性 浪入物など 偏 ＊ 
l 鳳褐色(lOYR3/2)シルト 第V層ブロックを多く含む

2 黒嶋!{JOYR3/2)シルト

3 黒褐色OOYR3/2)シルト 第V眉プロックを多く含む

4 黒褐色(LOYRS/llシルト 第V層プロックを多く含む

5 I: ぶ11貴員包IOYR4/3)シルト

6 黒褐色(10YR3/llシルト 鸞V●を●状又はプ0ックRに含む
7 凩褐~10YR3/l)シルト 第V眉をラミナ状に含む

塩 I鸞.:.ぶぶ~ど 饂
{
-

考

E
T
 

SE1573 w 
← 3.6m 

0 2m 
I'I"'! "'I 1 1 1 1 , 1,,,,,,,1 

ぬ 土 色• 土性 品入物など 儡 考
1 黒褐色(10YR2/2)シルト 男VIブロック・鍼上・員化胄と含U

土濱堆積土
2 1:-ぶい責員色IOYIも/3)シルト 贔褐色シルトプロックを多量に含む

3 にぷ¥I負’邑IOYR;/3)シルト 褐灰色シルト ・縞土・炭化物を含む
4 褐灰色(IO¥'R4/I)シルト 第V層小プロック・炭化物を含む

5 じぶい賣111包10¥'R5/3)シルト褐灰色シルト・絨土・炭化物を含む SE1573維積土

6 関包10¥'R2/l)佑土貫シJI,ト 炭化物・焼土を多く含む
7 にぷ¥I負鼻包10¥1し5/3)シルト 褐灰色シルトをラミナ状に含む

SE1573断面（北から）

図版52 B区井戸跡 (3)
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?—,-—,—'' -; ● , . .  110cm 『-04 

巴巴ぎ：：：・ご二：：徴回転糸切 言
図版53 B区井戸跡出土遺物

1類 ：径が4mを超える大型土城

B2区の4基 (SK1008・1310・1311・1704)がこれにあたる。平面形は円形もしくは楕円形

で、断面形は逆台形 (SK1008・1310・1311) と播鉢形 (SK1704)があり、とくにSK

1310・1311は底面がほぽ平らである。深さは0.9-l.3mある。建物群を避けるように分布しており、

なかでもSK1310・1311は、区画Gの東端に位四する。堆積土の状況は土城によって異なり、 SK

1311・1704は自然堆和、 SK1008は間に廃棄層をはさむ自然堆和、 SKl310は自然堆積ののち人

61 



為的に埋戻されている。

S Kl 704の堆積土から小皿を含むロクロかわらけ、常滑産甕、龍泉窯系劃花文青磁椀 (5)、白磁

四耳壺 (7)、白磁壺 (6)、砥石、動物遺体などが出土している（図版68)。

【SK1008土凛】（図版35・54)

B2区南部で検出した。 SD1006・1007溝跡より古い。平面形は径が4.8mの円形とみられる。断

面形は逆台形で、底面は中央に向けてゆるやかに傾斜する。深さは1.3mある。堆積土は10恩に分け

られる。 9・10層が自然堆積土、 1-8層は焼土 ・炭化物 ・灰 ・植物迪体を含む廃棄陪と自然堆積土

である。

遺物は1-8層を中心に出土した（図版55-57)。かわらけは手づくねとロクロがあり、それぞれ

皿 （手づくね： 2) と小皿（手づくね ：3 ロクロ ：4)が認められる。常滑産陶器は甕 (1・5)

と片口鉢 (6・8・9)がある。 1・5は胴部に押印が3段以上施される。それぞれの特徴から 1は

lb-2型式期、6・8は4-5型式期に位置付けられる。他に在地産甕とみられる破片がある。土

器 ・陶器以外としては漆器椀 (10) ・ 片口鉢、木器皿、人物墨書礫 (11)、不明鉄製品 (7)、凝灰砂

岩の切石 (12・13)、鉄滓、イシガイ科殻皮、ウリ科やモモの種実などがある。10は内外とも黒色漆

N
T
 

s 
ド 4.0m

゜
2m 

ぬ 土色・士性 混入物など 価 考

l 第lb眉

2 第n層
3 晶褐色(lOYR3/2)シルト SD1007堆積土

4 黒褐色(IOYR3/2)シルト

5 熊員/!(IOYR3/I淋土,シ)I,卜

6 黒色(10YR2/I)は土貫シルト 炭化物を多く含む SD!006堆Ill±

7 鳳員!(IOYRl/1琳土貫シルト

8 鼻灰!(I0¥1!4/1淋土貫シルト

9 黒褐色UOYR'l/3鳩土貫シルト SDI008堆憤土(1層）

10 儡員色UOYR2/3llil土員シルト 炭化物を多く含む

11 扁&!IOYR2/llシルト賃枯土

l2 属鼻包IOYR3/I)シルト賃紅

13 渇灰色(l0YR4/l)粘土 $Kl008堆積土(2-8層）

14 贔褐色(10¥'R3/llシルト買駐土

15 胄灰色UOYR4/l)i)賃シルト

l6 黄灰色(2.5Y4/l).t/i土

17 褐灰色(LOYR4/J)シルト

18 凩色(IOYR2/L)粘土
SK1008堆積土(9・10Jil)

断面（西から）

SK1008 漆器片口鉢出土状況 SK1008 木皿出土状況

図版54 SK1008土凜

62 



て二こ

(lbのアップ）

(6の接合面アッブ）

゜
10cm 

図版55 SK1008土壊出土遺物 (1)
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？
 

'-----c:::=:: 煕合茫
10 

(11のアップ）

゜
10cm 

図版56 SK1008土凛出土遺物 (2)
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0 10cm 

I I l I I I ,I ,I. ,1 ... 1 .. J 

No 出土眉位 積別 器種 産地 特 徴 登録

l 1-8層 無軸白器 甕 常滑 押印(3段以上縦線＋斜線）漆継 （常滑2-3期） 94004 
2 1-8層 かわらけ 小llll 手づくね 口縁部：一段ナデ灯明皿に使用 94046 
3 1-8層 かわらけ 小1111 口径8.4 底径6.4 器高1.4 口縁部： 一段ナデ底部外面：オサエ底部内面：一方向ナデ 94001 
4 J-811 かわらけ 小l111 口径8.4 底径5.8 器lllii.5 ロクロナデ 底部：回転糸切一板状圧痕 S01007と接合 94008 
5 1-8層 閾器 甕 押印<2~3段長細格子） 94005 
6 じ8層 陶器 慣鉢 常渭 D径32,8 漆縫 （常滑5-6a期J S1<1006と接合 94006 
7 1-8111 鉄製品 不明 残存長9.8 幅2.7 厚0.3 94022 
8 1 •8眉 陶器 襦鉢 常滑 口径27.0 [常滑5--6a期） 94051 
9 1-8層 曰器 片口鉢

” 
（常滑3期J 94009 

10 J-8層 漆器 椀 高台径6.5 内外面 ・黒漆塗り 底部 ，ロクロ1li跡 （横木政りl 94007 
11 1~8層 石製品 墨嘗礫 残存長(23.l) 残存幅(18.2) 厚5.3 一人の人物全身位を描く 【砂岩J 94075 
12 1-8眉 石製品 切石 残存長(15.9) 幅15.8 厚8.7 削り痕 焼けはじけ （凝灰岩I 94066 
13 J-8層 石製品 切石 残存長(24.7) 幅18.2 厚12.4 削り霞 焼けはじけ （凝灰岩I 94067 

図版57 SK1008土凛出土遺物 (3)

で仕上げられ、平高台に低い輪高台が付いた椀で、底面に4個のロクロ爪痕跡が認められる。

〈人物墨書礫について〉

11は扁平な楕円形の砂岩の一面に2人の人物が描かれたものである。礫は火を受けており、炭化物
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が付着している。墨痕は肉眼では不明瞭で、赤外線カメラを用いて親察した。観察を行った東北歴史

博物館の山田晃弘氏から以下の教示をいただいた。全体に描写は稚拙で、 左の人物が大きい。頭は左

側が輪郭と目 ・ ロ、右側は眉• 目 • 口が描かれ、 2人とも髪や烏帽子は表現されていない。上半身は

いかり肩で、腕や手は不明確である。胸元の斜線は襟を表したものとみられる。右の人物は、肩の上

に別な線があり、何かを背負っているように見える。下半身は裾広がりに描かれ、裾には躾とみられ

る表現がある。腰の中央には、腰紐の結び目とみられる楕円と直線が認められる。胸から腹にかけて

は円や半円状の表現があるが、意味は不明である。左の人物も全体的な特徴は右側と共通している。

異なる点は左よりの縦線と胸中央の曲線である。したがって、 2人の人物は剃髪していること、衣服

の特徴から修験者もしくは僧侶とみられる。

【SK1310土城】 （図版34・58)

B2区東端で検出した。平面形は径が6.0mの円形で、断面形は逆台形である。深さは1.3mあり、

底面は平らで北西壁に段が認められる。堆積土は10層に分けられる。10屈が壁の崩落土、1-9層は

人為的な埋土と考えられる。とくに 7層は植物遺体を多く含んでおり、これらは種実分析の結果、イ

ネが主体で、オオムギ、イヌビエーヒエこれに次ぎ、他にモモ、コムギ、アサ、マメ科、シソ属など

であることがわかった。

逍物は各層から出土した（図版59・60)。10層からロクロかわらけ小皿、常滑5,.._ 6型式期の片口

鉢 (3)や常滑産甕 (7)、在地産甕などが出土した。 1-9層には、手づくねかわらけ小皿 (1) と

ロクロかわらけ皿 ・ 小皿 (2) 、 常滑 4....__5 型式期の甕 (4 • 5)、渥美産甕、漆器小皿 (6)、砥石

(8 ,.._ 10・14)、鉄釘 (11)、鉄鏃 (12)、棒状鉄製品 (13)のほかスサを含んだ壁土などが出土した。

常滑産甕には 1b型式期 (4)と5型式期 (5)がある。

S
T
 

N 
← 3.4m 

□ 0 2m 
I'I" "I"'t I I I I ,. ,I," ,I 

ぬ 土色 • 土性 混入物など 編 身

1 黒罠色OOYR3/2lシルト 笥IllプDック・巖土・屈化轡を含む
2 灰賣褐色(10YR5/2Jシルト 焼土 ・炭化物を含む
3 星褐色OOYR3/1Jシルト 焼土・炭化物 ・灰を含む
4 灰黄褐色(lOYR5伶）シルト 駄褐色シルトプロック
5 鼻灰包IOYR4/Jli')貫シルト 第11層プロックを含む

6 賃灰色2.SY6/llf.l償シルト 凩褐色帖士プロックを含む
7 黒色(IOYR2/1)粘土 炭化物・植物遺体を多く含む
8 黒色(10YR2/1)粘土 第¥11/rlプロックを含む
9 黒色(IOYR2/l)粘土 炭化物・絹物遺体を多く含む
10 灰黄鼻色(IOYR5/2)シルト 壁の崩蕗土

断面 （東から）

図版58 SK1310土凛
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こコ8

』,;I:~J , 10cm 
No 出土層位 種別 器糧 産地 特 徴 登鯰

I 1-9眉 かわらIt 小皿 口径8.9器高(1.7) 完形外面： 1段ナデ ・オサエ内面：ヨコナデ 01062 

2 l-9111 かわらけ 小皿 口径8.6 底径4.7 醤高1.9 残存3/5 ロクロナデ 底部：回転糸切 01063 

3 10眉 閾器 片口鉢 常渭 口径30.8) 高台径l6.0 器高(13.0) 残存： 一部玉縁 ［常滑5-6型式期】 01061 

4 1-9層 閾器 甕 常滑 口縁端部に浅い凹み 口縁郁内面が浅く凹む ［常捐lb型式期J 01064 

5 1-9層 廣器 甕 宮滑 口縁端郎に浅い凹み ［常滑5型式期I 01065 

6 1-9層 漆器 小llll 口径9.1 底径7.4 器i¥'lj).2 残存4/5 両面黒漆塗り 底部 ：ロクロ爪跡 ｛ケヤキJ 01222 

7 lOJIII 閾器 甕 常滑 押印（斜線） 01060 

8 1-9層 石製品 砥石 長6.6 幅3.7 厚22 I細粒砂岩l 01391 

9 1-9層 石製品 砥石 残存長10.1 残存幅7.0 厚2.0 [細拉凝灰岩I 01405 

10 1--9編 石製品 砥石 艮6.6 幅3.0 厚1.9 1$: 山岩J 01396 

11 1-9層 鉄製品 釘 長6.7 幅0.3-0.7 厚0.3 01362 

12 1-9眉 鉄製品 鏃 残存長5.1 幅0.3-0.6 厚0.3 01367 

13 1~9層 鉄製品 悼状 残存長6.1 幅0.8 厚0.3-0.5 01365 

14 1-9層 6製品 砥石 残存長17.8 幅21.5 厚11.0 I安山岩J 01456 

図版59 SK1310土凛出土遺物 (1)

【SK1311土凛】（固版34・61)

B2区東端で検出した。 SD1319溝跡より古い。平面形は5.0X4.4mの楕円形で、断面形は逆台形

である。底面は平らで、深さは0.9mある。堆積土は6層に分けられが、自然堆積と考えられる。 6層

は植物遺体を多く含んでおり、種実分析の結果、イネ、オオムギ、 イヌビエーヒエ、ホタルイ属A、

アサ、ヤナギタデ近似種、シロザ近似種、 ヒユ属が目立ち、他にウメ、コムギ、カナムグラ、サナエ

タデ近似種、ギシギシ属ナデシコ科、メナモミなどであることがわかった。
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遺物は6層と 1,.,_,5層、

確認面から出土した（図

版62・63)。6層からは

ロクロかわ らけ小皿

(2・3)、渥美産甕 (9)、

常滑 3-4型式期の甕

(1)などが出土した。 3

は底部内面にナデが施さ

れ、底面に板状圧痕が残

る。 1-5層から在地産

片口鉢 (6,.._, 8)、在地産

甕、常滑産小型片口鉢

(5)、曲物底板 (12)、札

状木製品 (10)、板状木製

0 10cm 
l"l''l""I'I I I I I I I 

図版60 SK1310土凛出土遺物 (2)

N 

品 (11) などが出土した。確認 → 

面の遺物には、常滑産三筋壺

s 
~ 3.4m 

(4)や不明鉄製品がある。

2類： 4mX4mの平面形が

不整な大型土壊

B2区南部のSK1015がこれ

にあたる（図版35・64)。平面

形は不整方形で、深さは0.4m、

断面形は皿形である。建物群南

側の空地に位置する。堆積土は

下層 (2----4層）が自然堆積、

ミ
゜

2m 

II,. 土色 • 土仕 混入物など 偏 考

I 1111褐色UOYR3/3)シルト 黒色粘土を含む

2 黒色OOYR2/I)枯土 炭化物を含む

3 集員触IOYR3/Uシルト●8土

4 黒褐色(10YR2/2)帖土

5 黒褐色(IOYR3/2)帖土

6 灰貴褐色OOYR5/2)シルト 中心llll分に績物遣体を多く含む 壁の崩疼土

図版61 SK1311土凛

上層 (1層）は人為的な埋土である。堆積土からロクロかわらけ皿が出土した。

3類：径もしくは長軸の長さが1.6m以上,....,,4m未満の中型土壊（図版64・65)

B 1区の 7基 (SKl507・1525・1530・1531・1532・1540・1571)、B2区の12基

(1010 · 1012·1013·1024·1517·1576 · 1580·1581 · 1582• 1705• 1706・1711)、B

3区の2基 (SK1023• 1046)がこれにあたる。 Bl区は井戸跡集中域の東側に分布する。B2区

は11基が区画G内に位置する。これらはSK1012• 1013 • 1576を除いて建物群と重複せず、その

西部 (2基： SK 1 705・1 706)、北東部 (3基： SK 1580・1581・1582)、南部 (2基： SK 

1010• 1024)に分布する。また、 SK1711は区画Gの西外側に位置する。

平面形は円形もしくは楕円形で、断面形は逆台形 (10基 ：SK 1010・1012・1013・1024・ 

1530・1531・1540・1571・1580・1582)やU字形もしくは上が開く U字形 (8基： SK 
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(9のアップ）

図版62 SK1311土凛出土遺物 (1)

1507・1517・1525・1532・1576・1581・1705・1711)、皿形 (SK1706)がある。深さは

0.3,.._, 1.2mあるが、 0.5,....,0.7mが多い。堆積士の状況は自然堆積、もしくは自然堆和ののち人為的に

埋戻されているものが多い。

逍物は堆積土や確認面から少量出土している（図版67)。SK1012から常滑1b ,.._, 3型式期の甕

(3)、SK1013から東海産三筋壺 (10)、SKl023から銭貨 「開元通賓」(13)、SK1532からロク

ロかわらけ小皿 (2)やスサを含む壁土 (14)、SK1705からロクロかわらけ柱状高台 (1)などが
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O 10cm 

I I I .I .... ! ... .l ..... !-... 1—.I I I 
(lla・b: S=l/4} 

こ口砂ll11/J11111m)1/IJ////I/Mlllllll!!IIJ1J//!llllllllll/l/1111r1111tl/lll/,I叫1/1111111/rl¥

゜
10cm 

(10・12 : S=l/3) 

No 出土暦位 種別 器憎 産地 持 徴 登給
I 6磨 因器 甕 常沿 （常消3-4型式期I 01051 
2 6層 かわらけ 小皿 口径(7.2) 底rn(4.8) 器高1.5 残(Jl/4 ロクロナデ 底郭：回転糸切 01049 
3 6層 かわらけ ,, ヽ皿 口径(8.0) 底径4.4 器高0.9) 完形 0クロナデー阿転糸切→板状圧痕 底節内面：ナデ 01048 
4 確認面 陶器 一筋造 常滑 沈線複線 01058 
5 1-5層 園器 ,, ヽ 型片U鉢 常滑 口径(18.0) 底径(11.6) 器高5.5 残存： 一部底面が剥離底隅内面に使用痕 01057 
6 l-5闇 隕器 片口鉢 (E地(1'.16'1) 口紘端母に浅い凹み 01053 
7 6層 陶器 片口鉢 (£11!! 01054 
8 1-5層 幽雅 片口鉢 在地(e石 t,) 内面1:1用し8 01052 
9 6編 凶器 甕 洞芙 押印（縦線） 01050 
LO 1・511 木製品 礼状木製品 残存Ne10.2 幅4.2 厚0.9 嬬部に貫通孔 01269 
11 1-5暦 木襲品 板状木閃品 残存長32.l 幅11.l 厚1.9 01268 
12 l-5屑 木製品 曲物底板 径19.8・22.0 J'i!O. 7 内面のみ漆塗 側面l:;t-釘頂 01253 

図版63 SK1311土城出土遺物 (2)

出土している。

4類： その他の土堀（図版65・66)

径もしくは長軸の長さが1.5m以下の小型土堀を一括した。平面形は円形や楕円形が主体で、断面形
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N
I
 

SK1015 SD1007 s 
I 3.4m 

E
T
 

SK1530 w 
1-3.5m 

~~ 
No. 1: 色 • 土性 沿入 物 など 偏 与
l 黒褐色(IOYR3/2)シルト

2 瓜褐色OOYR3/2lシルト S01007堆積上
3 璽胃!!ilOY即II鳩上胃シルト

4 褐灰色UOYR4/1lシルト

5 暗属色(IO¥'RS/3)シルト
SKl015埴積七

6 1: ぶ,ll!/10\l~'lll!l:. シルト
7 焦色!IOYR2/l)シルト

No. 土色 • 上性 氾入 物 など 偏 考

1 にぷい負員色UO¥'R4131シルト 第V磨をプロック状に含む

2 黒褐色UO¥'R3/2lシルト

3 褐色(JOYR<l/4)シルト 焦褐色シルトプロックを含む

4 にぶ潰鼻色(10l1!6/3Jシルト

5 黒褐色(IOYR3/2)シルト 第11/Hをラミナ状に含む

6 1: ぷIヽ責II!包IO¥'Rl/2)シ＂ト 第Viii!を多く含む
7 灰●員(!JIOYR51濁貫シnト

w
r
 

SK1581 SK1582 E 
I-3.6m 

4
 

0 2m 
I・ ―I I I I I I I I I ,I 

SK1582断面 （南から）

ぬ 土色 ・士仕 混入物など I 偏 考

l 黒褐色(IOYR2/3)シルト lfll'I小プロック ・復化＂を含£/

2 炭化物屈 灰 ・焼土を含む

3 黒褐色(IO)'R2/3)シルト 笞V層プロック・茂知・熾士そ含oI SKIS82堆情士
4 lli灰色(10¥'R4111給1貫シルト 駈色I¥J:●シルトと亀VIJ>うミ-t(tll!I
5 燻褐色(JOYR2/3)シIIト員貰色W,1し卜と胃l'IJ>うミ-ti/;嶋層

ト・
SK1580 

s 
→ - 3.6,n 

N
T
 

SK1507 s 
._ 3.5m 

三
N SK1532 s 

t-3.4m 

二` 二
S
1
 

SK1517 N 
I 3.4m 

＼ 

No. 上色 • 土性 沿人物など 偏 考

l 第 Ib眉
2 灰貴褐色UOYR4/2)シルト

第0/11
3 にぷい貨褐色(10YR4/3)砂

4 Iこぶい貴褐邑10YR5i3lシルト 息褐色シルト ・炭化物を含む

5 褐灰色(IOYR4/l)シルト 第V・11111プロックを多く含む

6 灰賣褐色(lOYRS/2)シルト 筍V,Wや黒褐色プロックを含む

ぬ J:色.J: 性 泣人物など 紺 考

l 渭褐色(7.5YR3/3lシルト 第V層プロックを含む

2 猷6褐色(7.5)"R21'J)シルト

3 褐色(7.5YR4/3Jシルト 筍VI/iiプロックを含む
~ 黒褐色(IOYR2/2)シルト

5 にぶ渭色00YR4/3)シルト

6 tぷい貴鼻色17.S¥1し511)",ルト 筍Viiiプロックを含む
7 褐色(lOYR4/6)シルト

｀ 
土色 • 土仕 品入 物 など 偏 考

1 黒褐色OOYR3/2lシルト 第11.Rl!プロックを含む

2 II¥褐色OO¥'R3/llシルト 炭化物をプロック状に含む

3 訊褐色CIOYR3/2lシルト 第11Jilプロックを含む
4 にぷい員員f!;/10¥114,'3)乃ト

5 灰賣褐&(IOYR4/2)シルト 第\~llilをラミナ状に含む

6 褐灰色!IOYR4/llシルト

7 褐色OOYR4/4l砂

~I 混入物など 偏 考

図版64 B区土凛断面図 (1)
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N SK1525 s 
t-3.Sm 

S
I
 

SK1576 N 
1-3.6,n 

亨

No. 土色 • 土性 屁人物など 偏 考

I 闊褐色(10YR3/2)シルト 笥11昌をプロック状に含む

2 黒褐色(10YR3/l)シルト 笛111をプDック伏に含U

3 褐色(IOYR4/3)シルト 昌罵f!.(JOYR3/I)シ9卜を含U

4 黒褐色(IOYR3/l)シルト

5 褐色UOYR4/4li1JIシルト

6 褐色(IOYR4/-0fJ貫シルト

7 褐色UOYR4/3渭買シルト

｀ 
土色 • 土性 混入物など 偏 考

1 にぶlヽ責昌倒IOY応/3)シルト

2 批褐色(10YR3/2lシルト 第V眉プロックを多量に含む

3 炭化物屈 雰VI~鼠員色シルトプロ7クを含む

4 にぶl貴員!¥(IOYRo/3)シ)1,ト 掲褐シルトをラミナ状に含む

5 tぷい賣員(!.(JO¥'R5i3)シルト 璧崩柑土

6 黒褐色OOYR3/2Jシルト 第V胃プロックを多量に含む

E
T
 

SK1571 
IV 
~ 3.6m 

SK1576断面（東から）

百
ぬ上色 • 土性 沿入物など

l 黒褐色(lOYR2/2)シルト 第V・11・11層をうミナ状に含む

2 閥褐色(lOYR311)シルト 褐灰色シルトをラミナ状に含む

3 褐灰色(IOYR411)シルト I • 5層をラミナ状に含む
4 褐灰色(10YR4/l)シルト 第11層を含む

5 灰白色火山灰 第11/11プロックを多く含む

伽 冴

E
 

SK1540 IV 
ドー 3.4m 

~ 
Na. 土色 • 土性 混入物など

I I黒色CJOYR2/llシルト紋9ヒ物を多litに含む

2 灰黄褐色CIOYR412)シル I・ 黒褐色シルトプロックを含む

3 褐灰色HOYR4/1)シルト

4 1:.:1 、"らl~\'R↓3"11冒シH 黒褐色シJIトプロックを含む

禰 身
―

E
 

SK1706 SK1705 IV 
t-3.:!m 

SD1535 SK1547 
S N 

頁望亨~3.4m
， 

ぬ 土色 • 土性 混入物など 伽 考

I 鴫褐色(10YR3/3lシルト

2 昂褐色OOYR212>シルト SKl706堆積t
3 黒褐色(10YR3/2)シルト 第11層プロックを多く含む

4 灰賃褐色!JOYR512lシルト

S 灰貴色(2.5¥1し5/2)シルト 第11層プロックを含む SK1705堆f紅
6 陪渇色(IOYR3/3)シルト 第I'll員プロックを含む

SK1322 
W1 E 

SX寄翌-,--3.0m

ぬ 上色 • 土性 料入物など 饂 考

l :t•I-プ褐包益Y4i3)シルト
5D1535堆積土

2 鯖褐色(IOYR2/3)シルト

3 オリーブ黒色(5Y3/I)シルト
Pil堆憤土

4 灰が,_プl!(S¥512冷●シ，，ト 笥11層を多く含む

5 灰黄色(2.5Y6/2)シルト

6 黒褐色(2.5Y3/I)シルト

7 貨灰色(2.SYS/l)i)買シルト SK1547堆積土
8 灰オリープ(5Y6/2)i;賃シルト 第11/ilを含む

9 灰オリープ(SY紐）;,,M•I) 

>=~r:白~~::l:~fク；ti旦む
儡 考

0 2m 
I I'I—.,1, I , , r , I 

図版65 B区土凛断面図 (2)
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SK1553 SK1552 
~ w ご真~nm

No. 土 色• 土性 沿入物など 偏 考

I 黒褐色(IOYR3厄）シルト

2 屈褐色(10YR3/I)シルト 灰白 ・第¥1層をうミナ状に含む SK1553堆積土

3 灰黄Ill色(IOYR5/2)砂 灰白がラミナ状に入る

4 黒褐色OOYR3/2)シルト

5 R負員包IO¥'R512滸員シルト 灰日 ・ 書11纏•黒鼻色シルトを111に含U SKJ552堆積土

6 灰貧褐色OOYRS/2漬9 灰日・黒褐シルトプロックを含む

SK1552断面 （北から）

SK1548 

~ ~''"' 

E SK1516 ーニ亨/'-,.,. 
SK1316 

~ ~~,.. 

0 2m 
I'""'I I I I I I' I I I 

No. 土 色・上性 況入物など fli 号

I 鴫褐色(7.5YR3/3Jシルト

2 籠籍員色(7.5YR3/2)シルト 炭化物を含む

3 鳳Ill色(7.5YR2/3)シルト

4 に$,¥ヽ罠!(7.SY!し514)1.P

5 暗属色(7.5YR3/3)シルト 第w眉プロックを含む
6 tぶl¥褐色7.5¥'Rf,/4)シルト 第＼渭層プロックを含む
7 黒褐色OOYR2/3)シルト

lib. 土色 • 土性 混入物など

l 鯖褐色OOYR3/4)シルト 第11'・V眉プロックを含む

2 昌色(7.SYR4/6)6員シルト

3 い紐(7.5YR2/3)シルト 筍V層プロックを含む

4 l: ぶIヽ●色/1.5¥'Rふ4冷胃シルト

5 閉員{!.(17.S¥'RS/6冷貫刃W

紺

考

ぬ 土 色・土性 料入物など 編 考

I 黒褐色(10¥'R2/2)シルト 炭化物 • 砂プロックを含む Pit堆積土

2 隋褐色OO¥'R3/4)シルト

3 黒褐色CIOYR3/2)シルト

4 聞褐色(IOYR2/2)シルト 炭化物を多塁に含む SK1316堆積土

5 Ill褐色CIOYR3/2)シルト 黄色砂プロックを多く含む

6 !11111色(lOYR3/2)シルト 貨色砂プロックを多量に含む
7 黒褐色00YR3/2)シルト

図版66 B区土凛断面図 (3)

は逆台形、 U字形もしくは上が開く U字形、皿形、箱形などがある。深さは0.5m以下が多い。Bl区

中央部から東側、 B2区中央部に分布する。とくにB2区は土堀1,...,3類と異なり、位腔が建物群と

重複するものが多い。

遺物は堆稼土や確認面から少量出土している（図版67)。SK1314から砥石 (15)や鉄釘 (17)、

SK 1502から近世陶器椀 (4)、SK1505から砥石 (16)、SK1513から常滑産甕 (12)、SK

1516から常滑産甕 (9)や渥美産甕 (11)、SK1573から常滑産甕 (8)などが出土している。12

は破片を砥石に転用されている。

D. 溝跡

25条確認した。このうち 13条 (SD1005・1006・1007・1017・1040・1045・1320・ 

1515・1533・1564・1565・1708・1709)は個別に取上げ、これらを含む溝跡の個別データは第

5表にまとめた。
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(11のアップ）

O 1 Oci11 
I I I I I I I I I I,. .J 
{1-12・14-17: S=l/3) 

゜
5cm 

(13: 5=2/3) 

No 出土遺構 ・崩位 種 ll'I 踪植 拉地 特 徴 登鯰

l SK1705 2/iJ かわらけ 柱状高台 脚部径6.6 f.1tm12 ロクロナデ閲部底面：回転糸り｝（左回転J 03007 
2 SK1532 上屈 かわらけ 小llll 口径(8.0) 底径(5.8) 器高l.8 残存1/4 ロクロナデ底部：回転糸切 02074 
:i SKl012 I屠 幽器 甕 常ill ［常il'llb-310Jl 94054 

4 SK!502 底面 施軸翫牲椀 高台托5.2 残｛が苓外面：鉄釉内面：灰精 02070 
5 SK1704 2暦 冑磁 椀 龍呆窯系 内面に劃花文 03004 
6 SK1704 J/111 粁白磁 壺ヵ 0300:1 
7 SKl704 1屈 白磁 四耳壺 内面は施釉なし ［大宰府分類 白磁四耳汲D頌ヵl 03005 
8 SK1573 堆積士 漏器 費 常ill 押印｛簾状） 02115 
9 SK!516 堆積土 隕股 甕 常沿 押印｛格千） 02071 

10 SKIOJ3 堆積土 隕器 ＝筋殴 東海 沈線： Ill線 94013 

LI SKl516 堆伐土 潟器 甕 況』又 押日I(花文？） 02072 

12 SKl513 堆祖士 隕器 甕 常ifl 厳片を砥石に転川 02073 
13 SK1023 羅認面 銭貨 IJll元通賣径2.5 頂2.0 [fN りJ鋳621年1 94018 
14 SK1532 堆憤J:. 石製品 雙：I: スサを含む 02208 
15 SKl314 堆偵土 6製＆ 砥石 残(1-C,6.3 残ff幅7.l 屈2.8 (凝灰質シルト沿J 01383 
16 SK1505 績認面 6製品 砥石 残存長10.4 幅S.3 1. 又存限0.6 ! 紗岩（スレート化）］ 02362 
17 SKl314 堆祖+. 鉄製品 釘 残存長21.6 幅0.4-1.9 厚0.4-0.8 01354 

図版67 B区土壊出土遺物
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遺構ぬ 平面形 断面形 規模(m) 深さ(m)分類 堆積土の状況 lll ± 遺 物 偏 考
図版ぬ

区
平眉闊翫篇閲

S Kl004 B2 l'l 償鉢状 l.5Xl.4 0.4 鉄滓 34 
9・IOI冦 賣.aク0 1•8.IJ)Oクロ●●小鳳手づく

S Kl008 B2 円？ 逆台形 径4.8 1.3 l 自然十人為 わ凰小鳳鸞員曼•鉢．銭賣晨塁偽・贄. A曹曇●●，薗
廃棄士墳、第lV期 35 54 

惰底飯.flll:*員品、不11111.l!品．餃．紺加l'i
S K1010 B2 円 逆台形 径1.6 0.9 3 日然十人為 35 43 
SKl012 82 不整楕円 逆台形 3.0X2.5 0.9 3 ロクロ、常沿甕 35 
SK1013 B2 円 逆台形 1.7Xl.5 1.2 3 人為ー自然 常滑甕．渥笑甕．須恵器系壺、手火 遠物に伴う施設 mi? 35 
SK1014 B2 円 逆台彫 l.OX0.9 4 0クロ、鉄釘or鉄叢 35 
SKIOIS B2 不整方形 逆台彫 4.0X4.0 0.4 2 自然一人為 ロクロ 40 64 
SK1018 82 円 慣鉢状 径1.3 0.4 4 人為 馬埋葬遺構（新しい）第I'll期以降 40 
SK1020 B2 楕円 逆台形 l.OX0.6 4 ロクロ．常滑甕 35 
SK 1023 B3 楕円 1.8以上X0.9 3 常情甕.Ill! 元通1'l'(初鋳621年） 31 
S Kl024 82 楕円 Z.3X 1.4 3 35 
SKJ037 82 Pl 径l.O 4 34 
SKI叩 B3 円？ 径0.6? 4 31 
S Kl046 B3 楕円 l.8Xl.0 3 31 
SK1047 B2 円 逆台彫 l.JX0.9 4 自然 第＂期以紅 34 
SK1048 82 楕円 ？ 逆台形 l lX0.8以上 4 35 
S Kl069 82 円 逆台形 径0.7 4 32 

10膚膚11t鉢・1,11灸霞E亀甕.o,o小● 1-,I)手づ
S Kl310 82 円 逆台彫、北壁 径6.0 1.3 I 自然十人為 く切凰DクD●●小●●會讃!l.飩良皇複暑^ ●,晨●● 廃棄土凛．第1V期 34 

に段 瓜菖，鼻伏巖賛品，麿石，璧:I:

SKl311 B2 楕Pl 逆台形 5.0X4.4 0.9 I 自然 皇 見鵞員見"'"亀）口,o./!亀隻•佐負U覆晨
員，亀書慮` 不鴫木賛』”‘渭晨三員豆祝 晨賢品

廃棄土塙、 ;ncv期 34 

S Kl312 B2 円？ 皿形 径0.8以上 0.1 4 自然 かわらけ 39 
S K13l3 B2 惰円 皿形 l.3X0.7 0.2 4 人為 39 
S Kl314 B2 惰円 皿形 o.sxo.s 0.1 4 人為？ 砥石 炭化物多く含む 39 
SKl315 B2 楕円 皿形 l.OX0.7 0.2 4 39 
SK13l6 82 円 且f胃くU字彫 径1.3 0.6 4 人為ー自然 ロクロ 39 66 
SKl3l7 B2 円 IDl形 径1.3 0.1 4 人為？ 墾土 39 
SKl318 82 楕円 皿 I.I xo.s 0.2 4 人為 かわらけ、砥石 39 
SK 1322 82 楕円？ 逆U歎稟壁に段 l.4X0.8以上 0.4 4 自然→人為 32 65 
SK 1502 Bl 円 慣鉢状 径1.5 0.3 1 人為？ 施釉陶器椀．常滑甕．ロクロ 第VD期以隣 33 
SK1504 82 楕円 皿形 l.2Xl.0 0.1 4 自然 常沿甕、ロクロ 33 
SK 1505 B2 円 箱形 径0.3 0.2 羅認面）砥石 柱穴？ 37 
SK 1506 B2 円 襦鉢状 径1.4 0.4 4 自然 常滑甕 第V1期以紅 33 
S Kl507 Bl 円 .t:.cia<U字倍 径2.3 0.6 3 自然→人為 第¥1期以f.'f.? 36 64 
SK 1508 BI 円 円筒彫 0.8X0.7 0.3 4 自然一人為 33 
SK1509 BI 円 円筒形 0.8X0.7 0.4 4 自然 33 
SK1510 Bl Pl 上が胃くU字形 径1.1 0.4 4 自然 33 
SK1511 82 円 上が胃くU字影 径0.7 0.2 4 自然？ 厖芙甕 37 
SK1512 B2 長楕円 箱形 0.9X0.2 0.2 4 自然 ロクロ 37 
$ K 1513 B2 楕円 逆台彫 0.6以上X0.4 0.1 4 常吊甕→転用砥 37 
SKl516 Bl 円 円問形 J.4Xl.3 0.7 4 自然一人為 常滑甕．醤芙甕 33 66 
S Kl517 B2 柑円 皿形 2.5X22 0.5 3 自然 陶器． 士師質土器．鉄釘 第¥11期以応 31 64 
S Kl522 B2 楕円 llil影 0.7X0.4 0.1 4 人為？ ロクロ 37 
S Kl524 B2 円 箱形 径0.1 0.3 4 自然 31 
S K1525 BI 楕1-'1 U字形 2.3X2.0 0.6 3 自然一人あ 33 65 
S Kl527 82 楕円 笥形 I.I X0.4 O.l 4 自然 ロクロ 31 
S K1528 B2 円 皿形 径0.6 0.2 4 自然 31 
S Kl530 Bl 円 逆台形 l.8Xl.7 0.6 3 自然一人為 第W期以隣？ 36 64 
S Kl531 BL 楕f'I 逆台形 l.9Xl.6 0.5 3 第ヽ 9期以降？ 36 
S K1532 Bl 楕円 JJ11形 2.4X2.2 0.5 3 自然一人為 ロクロ ,lll'I期以絡 ？ 36 61 
S K1536 82 楕円 且渭くU字影 I.OX0.7 0.3 4 自然 37 
SK 1537 82 楕円 皿形 l.lX0.7 0.1 4 自然 33 
SK 1540 Bl 円 濯鉢状 l.6Xl.5 0.7 3 自然 36 65 
SKl547 Bl 楕円 円筒形？ l.5Xl.2? 0.5 4 自然 36 65 
S Kl548 BI 円 円筒形 径0.7 0.5 4 自然 33 66 
SK1549 Bl 楕円 皿形 l.2X0.7 0.1 4 人為 33 
SKJ550 BI 円？ 逆台形 径0.7? 0.4 4 人為 焼土・炭化物多量に含む 33 
SKJSSJ BI 楕円 ？ 逆台形？ 0.4以上X0.4 0.2 4 33 
S KJ552 BI 惰円 円筒形 l.OX0.8 0.6 4 自然？ ロクロ 33 66 
SK 1553 Bl 円 Pl筒形 径0.8 0.4 4 自然 33 66 
SKJ554 Bl 円 円筒形 径0.5 0.4 4 人為？ ロクロ 33 
SK1556 BI 楕円 llll形 0.6X0.4 0.1 4 30 
SK1559 Bl 方形 凪形 2.8X2.5 0.4 自然一人為

攪乱ヵ、形態 ・規模が類似
30 

SK1560 8 l 方形 皿形 3.0X2.4 0.4-0.S 自然一人為 30 
$ Kl562 Bl 円 逆台形 径0.8 0.4 4 人為 かわらけ 33 
S Kl563 BI 円 円筒形 径0.4 0.3 4 人為？ 柱穴？ 33 
SK 1568 82 l'l? 皿形 径0.9? 0.2 4 自然 ロクロ 31 
SK 1569 B2 楕円 皿形 l.3X0.9 0.2 4 自然 ロクロ 焼土 ・炭化物を含む 37 
SKI、571 Bl 円？ 逆台形 径2.0? o.s 3 自然 ロクロ 33 65 
S Kl575 82 楕円 逆台形 l.2X0.9 0.3 4 自然 ロクロ 38 
S Kl576 82 円 上がlll<U'l'lli2.3X2.l 0.6 3 自然一人為 廃棄土績？ 34 65 
S Kl577 B2 円？ 逆台形？ 径0.9? 0.3 4 人為 炭化物多量に含む 34 
S Kl579 82 楕Pl 皿形 0.8X0.5 0.2 4 自然 焼士 ・炭化物を含む 34 
S K1580 82 円 逆台形 径3.1 0.8 3 人為 虎棄土嶋？ 34 64 
SK1581 82 円 U<lll<U字葛 径2.2 0.7 3 自然一人為 廃棄土績？ 34 64 
S Kl582 82 円 箱形 2.2Xl.9 0.6 3 自然一人為 廃棄土塙？ 34 臼
S K1583 B2 楕円 lil1形 0.9X0.6 0.2 4 自然 ロクロ 34 
S Kl704 82 楕円？ 揖鉢状 4.3以上 1.2 l 自然 21清1!t隻，0クO11)0鑓量，胄Iii帆書員曼,D?D,ili 廃棄土壇？ 31 50 
S K1705 82 円 上がll<U字晨 径1.5 0.5 3 自然 0クロ往状高台 甕棄土塙 ？ 31 65 
S K1706 B2 惰円 皿形 l.5以J:Xl.l 0.3 3 自然 ロクロ 31 65 
SK17l1 82 円 上が胃<U1-影 l.6X 1.4 0.4 3 自然 31111)近世陶器．常滑甕 第 JOj以降 31 
SK1717 82 fl-I l111形 0.9X0,7 0.2 4 自然 31 
SK1723 B2 方形 皿形 I.OX0.7 0.2 4 自然 31 
SK 1724 02 惰円 上が111<U字倍 0.9X0.7 4 31 
SK¥725 B2 円 円筒形 径0.9 0.3 4 自然 31 
SKl726 B2 円 円筒形 径0.6 0.2 4 自然 31 

※出土遺物のロクロはロクロかわらけ、手づくねは手づくねかわらけ、鉢は片口鉢．縞椀は縞蓮弁文椀を指す．

第4表 B区土凛属性表
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【SD 1 005・15 18溝跡】（図版31・32)

B2区北部で確認した東西溝跡で33.0m分を検出した。 SE1021井戸跡、 SK1569土堀、 SD

1520・1521溝跡より新しく、 SK 104 7・151 7土城より古い。上幅l.9-2.5m、下幅0.4,....,I.Om、

深さは0.2mある。方向はE-5-10°-Sである。底面はほぼ平坦で、断面形は皿形である。堆積土は

にぶい黄褐色シルトで自然堆積である。堆積土から近世染付磁器椀、ロクロかわらけ、常滑産甕など

が出土した。

【SD1006溝跡】 （函版35・54)

B2区南部で確認したL字形の溝跡で、南北長

10.6m、東西は4.8m分を検出した。SK1008 

土堀、 SD1019溝跡より新しく、 SD1007溝

跡より古い。 上幅l.O-l.3m、下幅0.4,....,0.6m、

深さは0.4mある。底面はほぼ平坦で、断面形は

逆台形である。堆積土は5府に分けられるが、 い

ずれも自然堆積とみられる。堆租土からロク ロか

わらけ皿 (3・4)、ロクロかわらけ小皿 (5)、

東海産甕 • 片口鉢、在地産甕、銭貨 「皇宋通賓」

(19)などが出土した（図版71・72)。

【SD1007・1715溝跡】（回版31・32・64・68)

B2区南部で確認した東西溝跡で26.0m分を

検出した。SK1008・1015土堀より新しく、

SD 1006溝跡より古い。上幅0.8.......,l.3m、下幅

0.4....._,0.6m、深さは0.6mある。方向はE-35°-

S前後である。底面はほぼ平坦で、断面形は箱形 II".<!~ 

である。堆積土は3層に分けられるが、いずれも

自然堆栢とみられる。堆積土からロクロかわらけ

皿 (7)、常滑産甕、鉄鏃もしくは鉄釘などが出

土した（図版71)。

【SD1017・1319・ 1710溝跡】（固版31・32・68)

SD1006断面

SD1007断面

B2区中央部で確認した東西溝跡で79.5m分を検出した。SK1048・1311土堀、 SX 1397 B湿

地跡より新しく、 SK1018土堀、 SD1045溝跡より古い。上幅0.7,.....,1.3m、下幅0.4-0.6rn、深さ

は0.4mある。方向はE-15°-S前後である。底面は中央がやや凹み、断面形は逆台形である。堆積土

は4層に分けられ、 1・2・4府が自然堆積、 3屈は人為堆積とみられる。堆租土からロクロかわら

け皿、 常滑産甕、在地産片口鉢、銭貨「煕寧元賓」 (20)、棒状木製品 (21)などが出土した（図版

71・72)。
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S01040 IV 
トー 4.0m 

□二□□ロニーニ

□ 

ぬ 土 色 • 土性 糾入物な ど 備 考

1 第 lb庖

2 第 Jc層

3 にぷ11負員思IOYR.14)シJI,ト 第D屠

4 褐色OOYR4/4lシルト
SDl040B堆積土

5 にぶい貴員色(IOYR4/3)シルト

6 1: ぶい負員嵌!OYIし411)シルト SDl040A堆積土

S01319 SD1515 

凶 S同1-3.Sm

蘊贔ここ含むと
饂 考 ぬ土色 • 土性 混入物など

l 黒褐色(IOYR3/1)シルト

2 孟褐色(10YR3/2lシルト 第V眉プロックを含む

3 黒褐色(IOYR3/2)シルト 第Vitiプロックを多く含む

饂 考

SK 1710 

S
T
 

文
N 
← 3.0m 

SD1320 

冒手至戸デ,,--,-e,,,,

疇 ト
混＿入＿＿物など 偏 考

No. 士 色 • 土性 混入物など 饂 考

l 屈褐色(IOYR3/2)シルト

2 黒褐色(IOYR3/2)シルト

3 黒褐色(IOYR3/2)シルト 第V眉プロックを含む

4 昆褐色(IOYR3/I)シルト

5 鼠褐色(IOYR3/I)シルト 第V/8プロックを含む

6 瓜褐色(IO¥'R3/I)シルト 第V層プロックを多く含む

SD1721 SD1709 

s 
-1 7 /'!-2.9m □ : -'' ｀ 

土 色• 土 性 混入物な ど 偏 考

l 灰褐色(IOYR4/I)シルト 灰貴貴色砂プDックをうミナ状に含む

2 黒褐色(10YR3/ll帖土 SDl709B期堆積土

3 賞灰色(2.SY4/l浴買シルト 灰黄褐色砂をプロック状に含む

4 灰貴鼻ellOYlしば切貴シルト 渇灰色シルトをラミナ状に含む

s 灰貴鼻包IOYlし$/2JIJ貫シルト SD1709A期堆積土

6 灰員鼻色10¥"ll;/2洵貫シルト 褐灰色シルトをラミナ状に含む

？ ●昌色(1.SYR3/l滋土貫シルト にぶい負l!I色＂員シルトとプ a,ク状に1111
SD1721堆積土

8 褐灰色(IOYR4/1)シルト にぷ,,員II!.碩シルト€小10 ックRに含じ

N
T
 SD1045 

s 
1-4.2,n 

〗 I にぷ.:::::ソル.I 混入物な ど l::i 考
― 0 2m 

I I ,I, —,,,_,, I I I I I I 

4 I鴫灰員紐SY畑 t胃シルト
5 黄灰色(2.5Y4/llシルト

S01045堆積土

図版68 B区溝跡 (1)
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【SD1040溝跡】（図版31・68)

B2区とB3区の間で確認した東西溝跡で16.0m分を検出した。 2時期 (A→B)認められる。近

世以降に溝跡の凹地を拡張して水田に利用されたため、上部が大きく壊されている。 B期は上幅3.8m

以上、下幅3.4m以上、深さは0.4-0.5mある。方向はE-25°-S前後である。底面はほぽ平坦で、断

面形は逆台形である。堆和土は2層に分けられるが、自然堆積とみられる。

【SD1045溝跡】 （図版31・32・68)

B2区中央部で確認した東西溝跡で61.0m分を検出した。 SD1040と同じく近世以降に溝跡の凹

地を拡張して水田に利用されたため、溝上部や西側と東側は大きく壊されている。 SK1048土塙、 S

D 1017溝跡より新しく、 SK1018土壊より古い。上幅3.7m以上、下幅2.9m以上、深さは0.5-0.6

mある。方向はE-20° -S前後である。底面はほぽ平坦で、断面形は逆台形である。堆積土は2層に

分けられるが、自然堆積とみられる。

【SD1320溝跡】 （図版31・68)

B2区北部で確認した南北溝跡で16.3m分を検出した。 SK1568土塙より新しく、 SE1523井戸

跡やSD1518溝跡より古い。上幅2.0m、下幅1.5m、深さは0.3mある。方向はN-10°-E前後であ

る。底面はほぼ平坦で、断面形は逆台形である。堆積土は6層に分けられるが、いずれも自然堆積と

考えられる。 4-6庖から龍泉窯系鏑蓮弁文青磁椀やかわらけ、 1-3附からロクロかわらけ、常滑

産甕、堆積土からロクロかわらけ、常滑3-5型式期の片口鉢 (13)、在地産片口鉢 (10)などが出

士した（図版71)。10の内面には、ヘラ書きが認められる。

【SD1515溝跡】 （図版32・68)

B2区北端で確認した東西溝跡で11.3m分を検出した。上幅0.6m、下幅0.3m、深さは0.3mある。

方向はE-6° -S前後である。底面は平坦で、断面形は逆台形である。堆積土は3層に分けられるが、

いずれも自然堆積とみられる。堆積土からロクロかわらけ小皿（図版71-6)、スサを含む壁土など

が出土した。

【SD1533・1564・1565溝跡】 （図版31・69・70)

B 1区南西部で確認した。 3条の溝跡はそれぞれの接続部で堆積土に違いが認められなかったため、

同時期に機能した溝跡と判断した。さらに、 SD1564はSX 1600 B東側溝と、 SD1565はsx

1600B東側溝とSD1501 B区画溝跡と接続する。したがって、 SD1533・1564・1565は、区画

G北西コーナー外側の東西16.0m、南北14.0m以上の区域を画する小区画溝跡とみられる。

SD 1533はSD1565に接続して東に7.0m延びたのち北に折れ、 6.Sm以上延びるL字形の溝跡で

ある。 SE1545井戸跡より新しい。上幅0.6-0.8m、下幅0.4-0.6m、深さはO.lmある。 SD

1565はSX 1600 B東溝に接続して東に5.5m延びたのち南に折れ、 10.0m延びてSD1501Bに接続

するL字形の溝跡である。 2時期 (A→B)認められ、 SD1566溝跡より新しい。 B期は上幅0.6-

1.2m、下幅0.4-0.6m、深さは0.3mある。 SD1564はSD1565とSX 1600 B・SD 1501 Bで囲

まれた内部を 2つに分割する東西溝跡である。上幅0.6-0.8m、下幅0.3-0.4m、深さは0.3mある。

断面形はSD1533が皿形、 SD1564・1565は逆台形である。堆積土は、いずれも自然堆積とみら



れる。

遺物は堆積土や確認

面から少量出土してい

る（図版 71 • 72)。S

D 1564堆稜土からロク

ロかわらけ、 SD1565 

堆積土からロクロかわ

らけ、常滑産甕 (9)、

鉄釘 (17)、フック状

鉄製品 (18)、 SD

1533確認面から白磁壺

が出土した。

図版69 SD1533・1564・1565溝跡周辺の遺構（北東から）

E SD1546 
~ 

SX1600東側溝 w 
- 3.6m 

：三バ

N S01565 s 
→ t-3.6m 

清堆積土

云
SK 1703 

凶 l 2 S 

~ 
t-3.3m 

4 

W
T
 

SD1708 
E 
← -3.2m 

~ ~ __j__ — 
3 

ぬ 土色 • 土性 混入物など 傭 考

I 黒褐色OOYR2/2)シルト

2 鳳褐色(10YR2/2)シルト 細砂をラミナ状に含む

3 Ill褐色OOYR2/2)シルト 細砂をラミナ状に含む

4 屈色(JOYR2/llシルト Jilliシルトをうミナれに.311,iltに書と含U SX1600B期堆隕土
5 鼠褐色(IOYR2/2)シルト

6 昌包IOYRl.7/1胤土●シルト 第VI層褐灰シルト ・炭化物を含む

7 褐灰色(IOYR4/l)シルト 第V・11騒プロックを多量に含む
$D15648期堆積土

8 褐灰色(10YR4/J)シルト 第V • II●プロック ·員eシルトを含む

ぬ I 土色 • 土性 混入物など 考

I I黒褐色(IOYR2/2)シルト
2 区い贄貴~10\1芯じがl第VI眉プロ？クを含む

竺

B期堆積土

No. 土色 ，土性 混入物など

l 灰費褐色10YR4/2)シルト

2 にぶい貴胄!!(IOYRS/4)シルト

3 黒褐色(10YR3/2lシルト 第＼＂層プロ ックを含む

4 黒褐色(10YR2/2lシルト

饂 考
―

ぬ 土色 • 土性

声卜lにぷい貴褐色砂をうミナ状に含む
品入物など 儡 考

SD1321 

凶 I
~ _,_,_、·—=乏·;,

s 
I-3.lm 

0 2m 
I'I'I'"I'I"'I" I"'l'""I"'I"'I 

ぬ 土色 • 土仕 混入 物 など 偏 考

l 碍褐色(IOYR3/4)シルト

2 黒員(!(IOYRツ2lf;●シ9ト 炭化物を多く含む

3 1: ぶ1>ai!!ll1011切）シルト員" 第VI眉プロックを含む

4 累鼻@(l0¥'R3/l)f)員シルト 炭化物•砂プロックを含む

5 黒鼻包IOYR3/2滸員シルト 黄褐色砂プロックを多く含む

6 にぷい貴褐色(lOYR4/3)i, 黒褐色シルトプロックを含む

図版70 B区溝跡 (2)

【SD1709溝跡】（図版31・70)

B2区西端で確認した東西溝跡で16.0m分を検出した。 2時期 (A→B)認められ、 SD1721溝
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No 出土遺構 ・層位 種別 器種 産地 特 徴 豆紐
I S01703 I Iii かわらけ 11D ロ径14.0) 儲高36 残存1/2 口給部 .l段ナデ底外：オサエ 内外に油姪状付漬物 03008 
2 S0!703 I磨 かわらけ 1111 口径02.3) 底径6.0 器高3.3 残存1/2 ロクロナデは玉回転） 底部：回転糸切 03009 
3 SD1006 堆積土 かわらけ 1111 〇径14.8 底径11.0 器,¥li3.2 ロクロナデ底蔀：回転糸切 94002 
4 SDJ006 堆積土 かわらけ rm 口径14.2 底径9.7 器高2.3 Oクロナデ 底llll:回転糸切 94003 
5 SD1006 堆積士 かわらけ 小IIll 口径8.5 底径5.6 器高2.0 ロクロナデ底部：回転糸切 94043 
6 SD1516 下眉 かわらけ 小皿 口径(8.8)底径5.1 器高2.1 残存1/3 ロクロナデ底邪：回転糸切 02067 
7 S01007 l層 かわらけ 小皿 底径5.9 ロクロナデ底部内面：一方向ナデ底部；回転糸切 94034 
8 S0!574 堆積土 陶器 ＝筋滋 常沿 沈線：複線 02114 
9 S01565 堆積土 陶蕊 甕 常ill 破片を砥石に転用 02069 
10 SD1320 堆積 I: 陶器 片口鉢 任地（白石力） 内面にヘラ嘗き(2字） Oll05 
11 S0!7!0 1/i 陶器 片口鉢 在地（白石ヵ） 03013 
12 S01710 1/il 陶器 甕 常沿 押印（細格子） 03014 
13 SDI320 堆積土 陶器 片口鉢 東海 高台 体郁下濯にヘラ記号 「IJ 体部下端に回転ケズリ ［常沼3-5墜式期l 0.1106 
14 SDI 712 I層 潟器 甕 常沿 押印（籐状l 03011 
15 SDl712 I層 淘器 片口鉢 在地（白石ヵ） 押印（縦線＋斜線） 03012 
16 SD1533 確認ilii 白磁 滋 高台径7.3 残存：一部 け沼刈•j分類白磁匹耳磁m類ヵ J 02076 
17 SDl565 堆積土 鉄製品 釘 長11.0 幅0.3-0.5 02288 
18 $D1565 堆積土 鉄製品 不明 長39 幅0.4 フック状 02289 
19 S01006 2眉 銭貨 呈宋通賣半欠 ［北宋初鋳1039年J 94015 
20 S01017 I厖 錢貨 熙寧元賓径2.4 砥2.9 [北宋切U/1068年l 940l7 
21 SDl3J9 堆積土 木製品 柄 残存長18.8 幅2.3 (モミ属l 01231 

図版71 B区溝跡出土遺物 (1)
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図版72 B区溝跡出土遺物 (2)

跡より新しい。規模は東側で上幅0.8m、下幅0.5m、深さは0.3mであるが、西端では、 上幅1.6m、

下幅0.8m、深さ0.6mと大きくなる。他の溝跡に較べて平面形が歪み断面形も一定しない。 壁の崩壊

が著しい部分は、上幅が2.7mとなっている。堆租土は3"'4層に分けられるが、いずれも自然堆和と

みられる。堆稜土から常滑甕、動物逍体、モモが出土した。

遺構ぬ 区 検出尉m)断而形
規模(m)

方向 堆積土 出土遺物
上幅下幅 深さ

SD1005(!518l 82 33.0 皿形 1.9-2.5 0.4-1.0 0.2 Eが10・S 自然 染j;f惰、常滑甕、ロクロ

S D1006 B2 14.8 逆台形 1.0-1.3 0.4-0.6 0.4 L 字 自然
東渇甕．在地甕.JI(油鉢、ロクロ皿

小皿.r.が宋通賓（初鋳1038年）
SDl007(1715) 82 26.0 逆台形 0.8-1.3 0.4-0.6 0.6 E35" S 自然 常吊甕、ロクロl1ll、鉄鐵o~IT

S D1017 B2 45.5 逆台形 0.7-1.3 0.4-0.6 0.4 E15• S 自然 常滑甕、在地片口鉢、ロクロ1m.煕寧
0319・1715) 元賣（初鋳1068年）．搾状木製品
S01019 B2 5.8 逆台形 0.6~0.8 0.3 0.4 ほぼ真北
SDJ040A・B 82 16.0 逆台形 3.8以上3.4以上0.4-0.5 E25'S 自然

S01045 82 61.0 逆台形 6.0-7.0 5.0-6.0 0.5-0.6 E20" S g然

$01320 82 16.3 逆台形 2.0 1.5 o.s NlO'E 自然
下Ill)冑磁鶏惰、かわらけ上層濡沿
甕・ロクロ 堆）常沿鉢・在地鉢・ロクロ

SD132l B2 3.2 逆台形 L.4 I 0.4 ほぼ真北 自然 常滑甕

5D1515 82 11.3 逆台彫 0.6 0.3 0.3 E6• S 自然 ロクロヽ I、1ll1、壁土
S01520 B2 4.7 逆台形 0.4 0.2 0.1 Es• S 自然
S01521 82 1.8 皿形 0.4 0.2 0.2 ほぽ真北 自然 かわらけ．常沿甕
S 01533 8 I 13.5 Ill!形 0.6-0.8 0.4-0.6 0.1 L字 自然 確）白磁滋

SD 1535 BI 4.9 箱形 0.5-0.8 0.3-0.7 0.2 ElO'S 自然
S01561 Bl 3.3 Ill!形 0.4-0.6 0.2~0.3 0.2 弧状 自然 かわらけ

SO 1564 81 5.2 逆台形 0.6-0.8 0.3ー0.40.3 ES'・JO'N 自然 ロクロ

SD 1565A・B BI 15.0 逆台形 0.6-1.2 0.4-0.6 0.3 し字 自然 常滑甕、ロクロ、鉄釘、フック状鉄製品

SD 1566 8 I 3.9 1111形 0.4-0.6 ゚ .2-0.30.1 し字 自然 ロクロ

SD 1574 82 4.2 皿形 0. 小0.60.2-0.4 0.3 E20" N 自然 常沿＝筋壺
S01703 82 14.0 笥形 1.3 1.2 0.2 NI0°E 自然 手づくね．ロクロ
S01708 B2 18.0 11l1形 tA~l.7 1.0-1.2 0.2 Nl・-12'£ 自然 焙烙．瓦器火鉢？
SD 1709 B2 LG.O o.s~t.6 0.5•0.8 0.3-0.6 E2『・JO'N 自然 常滑甕
SD 1712 82 7.0 1111形 0.7-l.O 0.3-0.4 0.2 E40" S 自然 常滑甕 ・鉢、ロクロ
S01713 B2 8.0 IIll形 0.9-1.1 0.6-0.9 O.l 澤噸・w 自然 ロクロ
S D1714 B2 5.2 llll形 I 0以上0.4 02 自然

SD 1721 82 13.3 Ill!形 0.7以上o.s以上 0.2 E⑳'-30'N g然

※出士遺物のロクロはロクロかわらけ．手づくねは手づくねかわらけ、鉢は片口鉢．縞椀は縞蓮弁文椀を指す

第 5表 B区溝跡属性表

E 表土出土遺物 （図版73)

罰 考
図版ぬ

平面図 属iii図
第W期以降 31・32 

小区嗣溝 35 

31・32 65 

31・32 69 

35 
近世以降水田として利用 31 69 
近世以絡水田として利Jll 31・32 69 

31 69 

32 71 

32 69 

31 

37 
,Jヽ区頁溝. S D1564・1565と一連 31 

31・32 

33 
小区繭溝、SX1600B東清・S01533と一連 31 71 

31 71 

31 

32 
31 71 

第W期以降 31 71 

平面形や断面彫•深さ一定せず 31 71 
31 

31 
小さく蛇行する 31 

31 71 

表土からロクロかわらけ皿 (1)、常滑産壺 (5) ・三筋壺 (7・9) ・甕 (6・7・10)、龍泉窯

系劃画文青磁椀 (2・4)、龍泉窯系鏑蓮弁文青磁椀 (3)、鉄釘 (11,....,13) ・ 鉄鏃 (14)、砥石
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(15・16)などが出土した。

~~~ 
曹 ／

7~· >- I/
鳳 ~

10cm 
Dl5 

No 出土層位 種別 器穐 産地 符

l 第 1陽 かわらけ 1111 口径14.1 底径6.5 器illi3.3 ロクロナデ底部：回転糸切板状圧租

2 第 1層 胄磁 椀 籠泉窯系 割花文

3 第 1層 胄磁 椀 庸泉窯系 縞連弁文 ［大宰府分類艦泉窯系冑磁惰D類J
4 第1層 冑磁 椀 龍泉窯系 底部内面に織描さ文 ［大宰府分類 籠呆窯系青磁椀I類ヵI

5 第 1眉 閾器 ＝筋過 常滑 町花文

6 第 I/ii 瀾器 甕 常消 押印（籐状）

7 第 1磨 淘器 甕 常滑 破片を砥石に転用

8 第J眉 隕器 甕 常滑 押日J<Jal格子）

9 第1屠 陶器 ＝筋磁 常滑 沈鍼：複線

10 第1眉 陶器 甕 常滑 押印（縦線）

II 第 I/ii 鉄製品 釘 長8.3 幅0.4-0.5

12 第 1暦 鉄震品 釘 長6.7 幅0.4-0.6

13第 1眉 鉄製品 釘ヵ 長5.3 幅3.8~',10.4
14 第1層 鉄製品 鏃 長6.4 幅1.5 1'0.4 鏃g部佼形
15 第 1/11 石製品 砥石 残存長52 幅2.9 厚2.2 [砂岩I

16 第1雇 石製品 砥石 艮7.8 幅2.4-3.8 厚I.I [砂沿l

図版73 B区表土出土遺物

(5) C区

徴

こ 16

登 n
94048 

94020 

01143 

01142 

01141 

02088 

02089 

02087 

01144 

03017 

01368 

01353 

94076 

94078 

01403 

01402 

調査区の東側で掘立柱建物跡、掘立柱列跡、井戸跡、墓跡、士壊などを確認した（図版74)。B区

に較べて遺構密度が低い。遺構の年代は南部が中世、北部は近世とみられる。これは、 C区北端から

中央部を平安時代のSD1100が流路を変えながら流れ、その後北端と中央部の凹地にSX1607・

1608湿地跡が形成されたことから、この区域は中世まで地盤が悪く、遣構をつくるのに不向きな土地

であったためと考えられる。遣物は井戸跡、墓跡、土城から土器、陶磁器、木製品、石製品、金属製

品などが少量出土している。

A 掘立柱建物跡、掘立柱列跡

調査区北部で掘立柱建物跡1棟、掘立柱列跡1条を確認した。建物の方向はほぼ真北を向く。
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図版74 C区検出遺構
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【SB 1621建物跡】（図版75)

東西5間、南北3間の東西棟建物跡で四面に庇が付く。柱穴は身舎が8箇所、庇は11箇所で確認し

ている。全ての柱穴に柱抜取穴が入り、その堆積土は焼土や炭化物を多く含み、焼けた切石などが出

土することから、本建物は火災で焼失したと考えられる。平面規模は桁行きが身舎北側柱列で総長6.6

m、柱間寸法は西から2.lm、2.2m、2.3m、梁行きは東妻で3.6m、庇の出は桁付きが西で1.5m、東

は1.3m、梁行きはl.Omとみられる。方向は身舎北側柱列で測るとE-1°-Nである。柱穴は身舎が

径30,.....,40cmの円形で、深さは40,.....,50cm、庇は径20"-'30cmの円形、深さは40,.....,50cmある。庇北

西隅柱穴から凝灰岩の切石が出土した（図版76)。

z
 

E70 E75 

~ 

o e-@) 

゜
゜

゜
＠
 

の

r

〗
口
〗

゜

R
 

c
 

@ 
① ー

Qー

S81621 - S375 

@ 

＠ 

@ 

€} @ 
I
O
 

゜
5m 

(S=l/100) 

図版75 SB1621建物跡

＼ ． こ
0 10cm 
I I I I I I I" l'''l"'l'I 

図版76 SB1621建物跡出土遺物
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SE1601 
Z
I
 

s 
l-3.2m 

ぬ 土色 • 土性 混入物など 鯛 考

I 褐色(10YR4/4lシルト 第11簸プロックを含む

2 にぶい貴員@(IOYR4/3)シルト 焼けた駐灰岩切石を多量に含む

3 炭化物眉

4 灰賣褐色(IO)'R5/2)シルト 第VJ眉プロックを含む

5 褐灰色(IOYR4/llシルト 第VI• ¥]眉プロックを含む

6 C..l•alf!(JO\'R5/Jl筍貫シルト 第¥1層をラミナ状に含む

7 灰員属包IOlli/2滸員シルト 第VI・11層をラミナ状に含む

SE1601断面 （西から）

0 2m 
I I I'I  I 'I I' I 

E
I
 

SE1602 w 
1--3.2m 

~ 
E
T
 

SE1603 IV 
t-3.2m 

｀ 
E
 T 

SE1605 

W
 r
 

SE1609 

No. 土色 • 土 性 醗入物など

1 黒褐色(IOYR3/2)シルト

2 にぷ11員員(!.(IOYRふ4)シい 第W陽を多量に含む

3 黒褐色(LOYR3/2)シルト 第\~ ・11111をラミナ状に含む

4 _Ii_鼻!!LIO¥'R叩冷賃シ凡卜 第¥1層をラミナリに含む

備 身

心 上 色 .J: 性 混入物など 鯛 考

1 にぶい賃員~IO\'R4/3)シルト

2 灰負Ill色(JOYR4/2lシルト

3 熊褐色(IOYR3/I)シルト 第11層プロックを含む

4 黒褐色(10YR2/3)シルト 第VI層プロックを含む

5 ＂褐色 (l0YR3/3)シルト 第1冒層プロックを含む

6 凩色(IOYR2/I)シルト

w 
,-2.8m 

>:旦且：ピ閉t#;,f;, 互笠王
儡
―

考

E 
.-3.lm 

ぬ土色 •上性 泣入物など

l 区：''HllilOYRl/4耐●シ＂~ 第W層プロックを含む
2 鼈褐色(LOYR3/3)シルト

3 渇色UOYR4/4lシルト第V息プロックを含む

4 にぶ漬員慰lllm/31,員シM

傭 考

図版77 C区井戸跡 (1)
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【SA1622柱列跡】（屈版74)

東西2間の柱列跡である。柱穴は3個検出しており、すぺてで径10cmの柱痕跡を確認している。

総長は4.lm、柱間寸法は西から 1.9m、2.2mである。方向はE-1°-Nである。柱穴は一辺20,.._,

40cmの方形で、深さは30cmある。埋土は暗褐色シルトである。

E
T
 

SE1604 w 
1-3.2m 

ぬ 土 色 • 土 性
1 tぶl>lt員!l(JOYR4/3lシ凡ト
2 暗褐色(l0YR3/3)シルト

3 黒褐色(lOYR3/2)シルト 第W・11畠プロックを多量に含む

4 属褐色(lOYR3/llシルト

混入物など 綱 考

E
T
 

SE1610 IV 
← 3.lm w

l.
 

SE161 l 
E 
ー3.lm

＼ 

疇
混入物など 偏 考

―

E
T
 

SE1613 
IV 
← 3.lm 

No. 土 色• 土 性 混入物な ど 編 考

l 灰貴褐色(10YR412lシルト 笥V・11眉プロックを多く含む

2 にぶい責員色!IOYR泊｝シルト

3 にぶし1賃Ill包JOYRS/3)シルト 第11111小プロックを多く含む
4 にぷい賃員!l(IOYRS/3)シルト

5 褐灰色(IOYR4/l)シルト 笥V・11眉プロックを多く含む

6 オリープ昌侶おY'/,/IJシルト

SE1612 

ぬ l 土色 • 上住 氾入物など 偏 考

~ 図3.,m

咆 1第V/iilプロックを多く含む
限崩落土 No. I 土 色 • 土 性 混入物など 編 考

゜
2m 
虞旦;:1笥V圏プロックを多く含む

限崩落土

図版78 C区井戸跡 (2)

B. 井戸跡

調査区北部で2基 (SE1612・1613)、南部で9基 (SE1601,..._ 1606・1609-1611)確認し

た（図版74・77・78)。いずれも素掘りで、平面形は円形もしくは円形基調である。断面形は、円筒
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図版79 SE1604・1608・1610・1611井戸跡（北から）

形 (6基： SE 1602・1603・1604・1606・1612・1613)と漏斗形 (5基： SE 1601 · 1605 • 

1609・1610・1611)がある。規模は径が1.0..__, 2.8m、深さは0.8-----l.7mある。堆租土は下部に壁

の崩落土を含む機能時の自然堆積屈、上部には廃絶後埋め戻された人為堆積土や廃絶後放磁されたこ

とを示す自然堆積土が認められる。なかには最上膀に第II府が認められるものもある◇個々の属性は

第6表にまとめた。

遺物は堆稜土から少量出土した（図版80)。SE1601から手づくねかわらけ小皿 (1)、ロクロか

わらけ、渥美産甕 (3) . 片□鉢、 SE1604から折敷 (4)が出土した。また、SE1601の2層や

確認面からは焼けた凝灰岩の切石 (5)が多量に出土している。

遺構ぬ 情造 平面形 断面）杉 規炭(n,) 深さ (ml 堆債:l:の状況 出 土 遠 物

SE1601 素掘 円 漏斗 2.0Xl.9 1.6 自然一人為 渥淡甕・鉢．手づくね小Jill.CJクロ、凝灰岩切石
S E1602 返掘 円 円筒 径1.2 0.8 自然

SE 1603 祟賊 円 Pl筒 J.6XJ.5 1.6 自然 ロクロ

SE 1604 素掘 円 円問 径I.6 1.7 自然 折敷

S EJ605 案掘 円 漏斗 1.7Xl.5 1.6 自然

SE 1606 素掘 1-'I 円筒 径1.0 0.8 日然一人為

$ E 1609 素賊 円 漏斗 2.0X!.9 1.5 自然

S EIGIO 素掘 円 誡斗 径1.8 l.4 自然

SE 1611 素懸 円 漏斗 径2.8 1.7 自然一人為 常滑甕

S E1612 祟掘 円 円筒 径l.5 0.8 I~ 然
S El6L3 点掘 円 円筒 径J.4 1.2 自然 常沿甕．ロクロ

※出土遺物のロクロは0クロかわらけ．手づくねは手づくねかわらけ．鉢は片IJ鉢．縞椀は縞蓮弁文椀を指す．

第 6表 C区井戸跡属性表

C. 墓跡

偏 考
図版ぬ

平i!ii図 断ilii図
74 77 

74 77 

74 77 

74 78 

74 77 

74 

74 77 

74 78 

74 I 1s 
74 78 

74 78 

調査区北部で3基確認した（図版74・81)。平面形は円形 (SX 1616・S X 1617)と方形 (SX 

1615)がある。

【SX 1615墓跡】

方形木棺墓である。 SX 1616より古い。木棺は底板が92cmx58cmあり、側板は底板付近が残存

87 



こ乙

.. 

4
 

(3のアップ）

5
 O 10cm 

I I I I ' I' I 'I I''I I 
0-3 : S=l/3) 

O 10cm 
I I I I I I I I I I I 
(4・5 : S=l/4) 

No 出士遺構 ・Iii位穐 )JIJ 穀種 産地

I SE160l 2冦 かわらけ、Iヽ！皿
2 SK1614 2層 かわらけ、Jヽnn
3 SE:1601 2眉陶器甕 渥芙

4 SEJ604 底面 木製品 折敷

5 SE1601 I雇 石製品 切石

特 徴

ロ径11.2 器高2.8 残存1/4 口縁部 ：一段ナデ底部外面 ：オサエ底部内面： 一方向ナデ

口径11.2 粒高2.8 残存1/4 ロクロナデ

押印（格子）

長27.5 幅27.1 厚0.2 隅丸方形緑欠Ill [スギ柾目l
残存長22.2 幅11.4 残存厚12.3 [凝灰冶l

彗一畑
＿言一叩

図版80 C区井戸跡、土凜出土遺物

していた。掘方は115cmx95cm、深さは40cmある。棺は掘方底面に薄く土を入れ (5府）、その上

に4本の棒を欅状に渡したのち設置している。底板のほぽ中央から銭貨 「究永通行」が5枚、「開元通

賽」が1枚出土した（図版82-1,....., 5)。
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SX1615 

凶占3.3m

立
ぬ上色 • 土仕 伐入物など 偏

l tぶI貴属包10¥'RS/4)シい
2 嘉員色!10l'R311)は貫シルト

3 褐色(LOYR4/4)シルト第VI胴プロックを多く含む

4 II¥鳥包IO¥'R3l2貼賣シルト 第W層プロックを多く含む 掘方塊土

5 灰が1-1郎Y5/碑貫シル｝笛llil荒砂ブ0ックを多く含む

考
―

E
T
 

SX1616 w 
1-3.Sni 

SX1615 底板検出状況 （西から）

~ 
苔芸豆合旦且旦llil方：

考

E 
SX1617 

...... :I!. 3.3m 

尺
゜

2m 

Tl:: ピ~:~!~~~I :~f:t~;;f;{含む I 紬方：
考

図版81 sx 1615・1616・1617墓跡

【SX 1616墓跡】

円形木棺墓である。 SX 1615より新しい。木棺は底板が径55cmあり（図版82-8)、その上に蓋

板が落ちていた。側板は底板付近が残存していた。掘方は径85-90cm、深さは80cmある。棺は掘

方底面に薄く土を入れ (3層）、その上に設囮している。木製やガラス製の数珠が出土した。樹種同定

の結果、底板はマツ属、数珠がカキノキ属であることがわかった。
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図版82 SX1615・1616・1617墓跡出土遺物

【SX 1617墓跡】

円形木棺墓である。木棺は底板が径45cmあるが、残りが悪かった。掘方は径88cm、深さは40cm

ある。棺は、掘方底面に直接設置している。底板のほぼ中央から銭貨「元祐通究」が出土した（図版

82-6)。

D. 土城

SK 1025は調査区の北端で確認した（図版74)。平面形は0.8mX0.5mの楕円形である。堆積土か

らロクロかわらけ皿、刀子が出土した。SK1614は調査区の北部SB1621建物跡西脇で確認した

（図版75・83)。平面形は1.9mほどの円形である。深さは0.4mで、断面形は上が開くU字形である。

堆租土は7層に分けられたが、自然堆積屈と炭や焼土ブロックを多く含む廃棄層に大別でき、両者の

SK1614 

ミ 2 l 2 N 三←3.lm 

0 2 rn 
I "l""l"'I'l""''I'"' 'I ""I'I 

ぬ 上 色• 土 性 記入物など 紺 考

I 炭化物Ri1
2 こぶい貴胄包10¥'R弘I)シルト

3 炭化物層 焼土プロックを多量に含む

4 にぶい●褐包IOYW:I)シルト

5 炭化物層

6 じぷい貴Ill色UO~"R~/31;ルt
7 灰賞褐色OOYRS/2)シルト

図版83 SK1614土凛断面図
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互層となっている。確認面からロ

クロかわらけ小皿 （図版80-2)、

スサを含む壁土が出土した。

E. 表土出土遺物 （図版84)

表土からロクロかわらけ小皿

a2?1 

゜
ーニー

~ ~ 

O 10cm 
(1)、刀 (2)、「寛永通過」 (3) 1 , , , , 1 , , , , 1 

Cl・2: S=l/3) ゜
5cm 

(3 : S=2/3) 

が出土した。
図版84 C区表土出土遺物

第W章 まとめ

第I章で述べたとおり、県教育委員会による中野高柳遺跡の発掘調査は6年に及ぶ。今回報告を行

ったのは、そのうちの流通地区西側A---C区の古代迫構、 B区およびC区の中世より新しい遺構につ

いてである。主な検出遣構は、古代が畑跡1、区画溝跡1で、中世以降が南北道路跡1、区画溝跡2、

掘立柱建物跡39、掘立柱列跡2、井戸跡36、墓跡3、土堀87、溝跡25である。さらに、古代の河川

跡1、中世の涅地跡3を確認した。以下、これらの迫構の概要をまとめる。

1 . 遺構検出面

今回報告した遺構は、基本層序第vn層のものと第IV • V層のものとがある。第vn附の検出迫構は溝

で区画された畑跡で、第VI層である灰白色火山灰に覆われている。第IV・V層の検出遺構は、中世や

近世の屋敷跡に関わる迫構や近世以降の水田跡などである。本遺跡で検出した逍構は、大別して7期

に整理されている（宮城県教育委員会2003)。以下、各遺構の概要をまとめながら大別遺構期への位

償付けを行う。

2. 検出遺構の概要と年代

(1)第VII層上面の遺構

SF 1593畑耕作痕は、 SDllOO河川跡に接続するSD1592溝跡によって西と南を区画されてい

る。同一面で確認した遺構に住宅地区のSF1334畑耕作痕がある。両者は、 SDllOOに接続する溝

によって区画されており、畑の方向はSDllOOにおおむね直交する、灰白色火山灰（第VI層）が耕作

痕や溝の底面もしくは底面付近に認められる、といった共通点が認められ、一連の遺構と考えられる

（図版4)。したがって、 SF1593畑跡は第I期に位置付けられる。 SD1256・1257・1592溝によ

って区画されたSF1334・1593の耕作域は、東西が16......,32m、南北は164mとみられる。年代は

灰白色火山灰との関係から9世紀末......,10世紀前葉であり、その降灰によって廃絶したと考えられる。
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(2)第IV・V層の遺構

A 出土土器 ・陶磁器の年代

遺構や湿地跡から、かわらけ ・陶磁器 ・土製品 ・石製品・木製品 ・金属製品が出土している。以下、

遺物がある程度まとまって出土した遺構について、図示資料を中心に検討を行いたい（図版85)。遺

物の検討にあたっては、奢修品である瀬戸瓶子、青磁 • 白磁、貯蔵具である陶器甕などは、伝世した

り使用期間が長期にわたるケースが考えられるため、これらより食器や灯明皿、あるいは1毅式 ・祭祀

にあたって一時的に使用されたかわらけ、調理具として日常使われる頻度が高く、使用期間が短いと

想定される陶器片口鉢の年代を優先し、奢俊品や貯蔵具の年代は補助的に扱うこととする。

【SX 1397】

A期は ロ クロかわらけ小皿、 B期はロクロかわらけ皿 • 小皿、手づくねかわらけ小皿、古瀬戸前期

の瓶子 I類、 C期はロクロかわらけ小皿、在地産片口鉢、常滑5型式期 (13世紀第2四半期）の甕が

出士している。ロクロかわらけ皿・小皿の器形は、A,.....,C期をとおして椀形や逆台形である。 C期か

ら出土した在地産片口鉢は、器形や細部の特徴から常滑系と考えられる。

宮城県内の中世在地窯は、渥美窯の技術移入で成立した水沼窯と、常滑系の技術系譜に連なる伊豆

沼 • 三本木 • 白石の各窯群が知られる（吉岡康暢1994)。年代は前者が12世紀前半、後者は13世紀

中葉から 14世紀前半と考えられている（高橋博志2002)。同時期のかわらけの様相は、 12世紀中頃か

ら従来のロクロ椀 • 小皿のセットに加え、新たに手づくねかわらけ皿 ・小皿が共伴する。 12世紀後半

になると、ロクロかわらけ椀は器高が低くなり、 皿に変化する。新器種である手づくねかわらけは、

13世紀前半代のうちに皿が欠落し、後半代には小皿も消滅するとみられる。一方、ロクロかわらけは

皿 ・小皿とも、 13世紀末頃から14世紀前半に従来の椀形や逆台形から箱形へ変化し、 14世紀後半に

なると、皿は前代に比べて器高が高くなる（佐藤洋2002)。

したがって、 SX1397A,....,.C期の年代は、 13世紀代と考えられる。また、 D期は出土逍物が少な

いが、 A-C期と同じ特徴をもっており、 SX 1397の年代は13世紀中心とみられる。

【SK1008・ 1310・1311】

SK 1008は手づくねかわらけやロクロかわらけ小皿、常滑4,.....,5型式期 (12世紀末,.....,13世紀前半）

の片口鉢、在地産甕が、 SK1310は手づくねかわらけやロクロかわらけの小皿、常滑5,.....,6型式期

(13世紀第2,....,第3四半期）の片口鉢、在地産甕、常滑5型式期 (13世紀第2四半期）の甕が出土し

ている。 SK1311は、ロクロかわらけ小皿、在地産片口鉢 ・甕、常滑3,.....,4型式期 (12世紀第4四

半期,.....,13世紀第1四半期）の甕が出土している。いずれもロクロかわらけに箱形は認められず、在地

産片口鉢 ・甕は、器形や細部の特徴から常滑系と考えられる。したがって、 SK1008・1310・1311 

は13世紀中葉～後半頃と考えられる。

【SD1007・1715】
{, 

SK 1008より新しく、かわらけは扁平で口径に比べて底径が大きい箱形のロクロかわらけ皿 • 小皿、

常滑甕が出土している。 14世紀前半頃とみられる。



'-=-~ 
1 

ヽ 4
 

~
 
7
 

マ 戸2

~ d 
5 

~ 一ご
8 

~ ヲ3

＼ニュd
6 

~c!J ， 

~ JI~ 

疇~
15 

"==E芝I

~3 

~16 疇~17

言言夏

こ 4

閂動18--~19~。

~ 万24 言 5

口—~

~ 讐Ill--/ 5号~

□
 

~\\\1\1 \\\\\\\\\111\\\I町
O 10cm 
I,,,, t l"'t"t"t"t"I 

鬱

~3 

ij j 

3 4 ー

1-9 

10-14 

15・ 16 
17-20 

21-23 

24 

25 

26 
27 

28・29 

30 

ロクロかわらけ小皿

ロクロかわらけ皿
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1・2・28・31・32: SX1397A 

3-6・14・17-19・27・33; SX1397B 
30 : SX13970 

7・15・23・29 : SK1310 

8・16・21・ 22・34 : SK1008 
9-11 : S01006 

12 : SE1003 

13・20 : S01073 

24・26 : SX1600 

25 : SK1311 

図版85 区画Gの主な出土遺物
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【その他の遺構】

B区のSK1502・1711は近世陶器、 SK1517は土師質土器、 SD1005 (1518)は染付磁器椀、

SD 1708は瓦器や土師質土器が、 C区のSX 1615• 1617は「寛永通賽」が出土しており、近世以

降と考えられる。また、これらの遺構と重複して新しいSK1047、SX 1616も近世以降と考えられ

る。さらに、 SK1018 • 1506は堆積土の特徴から、近世以降とみられる。

他の遺構から出土した遺物をみると、かわらけが椀形や逆台形、箱形のロクロかわ らけ皿 • 小皿を

主体とし、ほかに手づくねかわらけ小皿がある。陶磁器は在地産や常滑産の片口鉢 • 甕を主体として

おり、在地産は、器形や細部の特徴から常滑系と考えられる。こうしたあり方はSX 1397、SK

1008・1310・1311、SD100引出土遺物と基本的に共通しており、年代は13世紀,..,_,14世紀代と考
ら

えられる。したがって、 B・C区で検出した中世より新しい遺構は、 13,..,_,14世紀代のものと、 17世

紀以降のものが多く、前者が主体を占めている。大別遺構期への位囮付けは前者が第w期、後者は第

VII期と考えられる。

B S X 1600南北道路跡

A区から C区で検出した南北道路跡で、自然堤防の西縁に沿って設けられており、東側溝はSD

1500・1501区画溝跡、 SD1564・1565溝跡と接続する。 SX 1600は住宅地区でも確認しており、

総長は390m以上で南は遺跡外へ延びる。路面の両端には素掘りの側溝が伴い、 2時期の変遷 (A→

B)がある。 A・B区では東側溝が西側溝に較べて幅が広く深いが、 C区では逆に西側溝の規模が大

きい。路幅はB期側溝の心々で測ると、 3.0-4.0mである。B期東側溝からは、 SX 1397やSK

1008・1310・1311と共通した特徴をもつ遺物が主体的に出土するが、ほかに 1点ずつではあるが、

古瀬戸後 I--.... II期の天目茶碗 (14世紀後葉-15世紀初頭）、古瀬戸後期の小皿が出土している。した

がって、 SX 1600の年代は13世紀-14世紀を中心とするが、 15世紀前半まで存続した可能性がある。

C B2区の検出遺構

B2区には、『中野高柳遺跡I』で第W期に位置付けた区画Gが存在する（宮城県教委2003)。今回

報告した出士遣物の主体は、区画内の遺構とそれを画する溝跡や湿地跡からのものである。以下、区

画Gについて検討を行う（図版86)。

一区画G-

〈規模〉 区画Gは北を幅1.5-----2.SmのSD1500・1501区画溝跡、西をSX 1600道路東側溝跡で画

され、東はSX 1397湿地跡に面している。南はSD1040溝跡によって画されたとみられる。した

がって、区画Gは、平面形が方形で、規模は東西70m前後、南北50-----53mと考えられる。

〈年代〉区画内部の遺構出土遺物は、前述したとおり第V11期に位骰付けられた遺構を除くと、 SX

1397、SK1008・1310・1311、SD100-7出土遺物と基本的に共通する。したがって、区画Gの
b 

屋敷の年代は、 13-----14世紀代とみられる (ItI)。



〈内部の様子〉

建物跡

区画内部の建物は、北部中央と南東部に大別され、さらに前者は、中央と北西、北東の3群に細別

できる。したがって、区画Gの建物は、①庇や縁をもつ東西棟大型建物を主体とする建物群 (SB

1415"'1422)、②北西の①より小型の建物群 (SB1671 "'1675)、③北東の小型建物を主体とする

建物群 (SB1676"'1684)、④南東部の小型建物群 (SB1052"'1058・1061・1062)の4グル

ープに分けられる。これらの中で、①は区画内の位罹や建物規模から主屋、その南東の④は副屋と考

えられ、②や③は、厨や納屋、倉庫、作業小屋といった、雑舎などの主屋に付属する建物と考えられ

る。区画Gの4つの建物群は、ほぼ同位慨で建替えを繰り返しており、建物配置が固定的かつ継続的

であったと考えられる は2)。

建物群①～④の方向をみると、 N-8°,.....,z1°-Eの問に集中する。重複がみられる建物は3例ある

が、いずれも東への傾きが大きいものが新しいことから (SB1422→SB 1418、SB1683→ SB 

1677、SB1684→ SB 1681)、新しい時期の建物は東への傾きが大きくなるとみられる。

°゚0 c 

3
'
 

● 区画溝蹄 ．湿地跡

• 井戸跡 土塙 I類

● 土域lI類 ．． 土填m類

゜
40m 

図版86 区画Gの構成
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その他の施設

井戸跡は9基検出されている。このうち、井戸側をもつのは 1基 (SE1011)で、他は素掘りであ

る。区画南部に3基 (SE1009・1011・1016)、北東隅付近に4基 (SE1002・1003・1021・ 

1573)、西部に 2基 (SE1523・1702)認められ、いずれも建物群と重複していない。側をもつS

E 1011の構造は、板材を縦方向に組み、横桟で保持した縦板組横桟止め井戸（宇野隆夫1982)で、

本遺跡で県教委が調査した井戸跡の中では最も立派である ほ3)0 

土城は、規模から 1,...., 4類に分けた。 1類の大型土堀は建物群と重複せず、区画周縁部に位骰する。

このうち 3基 (SK1008 · 1310 ·1 311) は、 自然堆積の間に、焼土や灰 • 炭化物 ・植物遺体などが

顕著に認められる層があり、遺物も多く出土することから、 1類は廃棄土壊（ゴミ穴）と考えられる。

こうした大型土壊が区画周縁部に分布するあり方は、第V期に位骰付けた区画B・B'でも認められ

る（宮城県教委2003)。3類の中型土堀は、 10基のうち 8基が建物群と重複せず、区画周縁に位置す

る。堆積土は自然堆積、もしくはその後人為的に埋戻されている。したがって、 3類は区画内の位囮

や堆積土の状況から、機能は 1類と同じとみられる。 4類の小型土堀は、 1・3類と異なり、建物群

やその周囲に多く分布する。これらの中には、堆積土に焼土や炭化物を多く含むものがある。

〈屋敷の構成〉

区画内部の様子は、中央北側に主屋が、南東に副屋が位置する。主屋は東西棟が主体で、他の建物

に比べて大型であり縁や庇をもつものが多い。背後の建物は厨や倉庫、納屋、作業十屋といった、主

屋に付属する建物とみられる。これらの建物は、ほぽ同位置で建替えを繰り返している。 主屋の南は、

建物が1棟認められるに過ぎず井戸や土堀、溝跡がまばらに分布することから、広場的な空間と考え

られる。

井戸は、広場（前庭）や主屋の西、区画北東部に作られている。なかでも、側を有し、構造的に他

より立派な井戸が前庭に作られることは、その機能とかかわっていたと考えられる。ゴミ穴とみられ

る中 ・ 大型土壊は区画周縁部に位置するものが多い。さらに湿地跡からも焼土や灰 • 炭化物 ・植物逍

体とともに遺物が多く出土することから、区画東縁部周辺はゴミ捨て場として長期間利用されていた

と考えられる。一方、西側は広場より遺構密度が低く、空閑地となっており、畑や馬場として利用さ

れていた可能性がある。こうした施設構成をもつ方形プランの屋敷跡は、山王遺跡（宮城県教育委員

会1997)や新田遺跡（千葉孝弥1992)でも認められ、区画Gは在地領主層の屋敷跡と考えられる。

また、 屋敷の基本的な構成要素である建物 • 前庭 • 井戸 ・ゴミ穴の配置状況は、第V期の区画B・

B'、第VI期の区画C・Dや区画C' ・D' と同じである。したがって、屋敷内の場の使い方は、固

定的であるとともに、そのあり方は中世をとおして変わらなかったといえる。

D 他地区の検出遺構

B 1区では、 SX 1600の東で掘立柱建物跡 ・井戸跡・土塙 ・溝跡を確認した。井戸跡は中央部にか

たよっており、とくにSE1643周辺は5基重複していた。 SD1533 · 1564 • 1565は、 SX 1600 

東側溝に接続することから、第w期とみられる。その他の遺構は、出土逍物が少なく時期の特定は難



しいが、 SB1692は、建物の上屋柱と下屋柱が認められ、中世に位骰付けた建物と構造が異なること

から、近世以降とみられる。また、 SE1534・1539は、同じ構造をもつA区SE1647の年代観か

ら17世紀以降とみられる。こうしたあり方から、 Bl区は、第vn期に属する遺構が多いとみられる。

B3区は遺構密度が低く、 SX 1600の東で掘立柱建物跡5棟と数基の土城を検出したにとどまる。

遺物はSA1026から古瀬戸前m-N期の瓶子、 SK1023から常滑甕などが少量出土しており、区画G

と同じ第W期とみられる。溝などの区画施設が認められず、建物も小型であることから、区画Gの屋

敷の主人に従属する階府の住まいとみておきたい。

C区は、北側で掘立柱建物跡 ・ 掘立柱列跡 ・ 井戸跡・墓跡 ・ 土堀を、南側で道路跡 • 井戸跡 ・土堀

を確認した。B区に較べて遺構密度が低い。遺構の年代は出土遺物が少なく特定は難しいが、北側の

遺構は、 SX 1615,.._, 1617の年代から第vn期以降の屋敷とそれに伴う施設とみられる。 一方、南側の

年代は、 SE1601から SX 1397に類似するかわらけが出土していることから、区画Gと同じ第W期

のものが多いとみておきたい。調査区の北側と南側で時期が異なるのは、 C区北端から中央部を平安

時代のSD1100が流路を変えながら流れ、その後北端と中央部の凹地にSX 1607・1608湿地跡が

形成されたことから、 C区北側が中世まで地盤が悪く、逍構をつくるのに不向きな土地であったため

と考えられる。

E S E 1534・1539井戸跡の構造について

B 1区で検出したSE1534・1539は、珠を簾状に組んで井戸側とするものである。こうした構造

の井戸跡は本遺跡A区のSE1647、大和町下草古城跡SE683 (宮城県教育委員会1995)があり、近

県の例としては、山形県関B遺跡SE41 (山形県教育委員会1983)、藤島城跡SE300・301 (山形

県教育委員会1990)などがあげられる。また、秋田県洲崎造跡（秋田県教育委員会2000)では、精

査を行った271基のうち20基の側が葦であった。こうした例はあるものの、萩を例とする構造は、中

世以降の井戸全体からみて数は非常に少ない ぼI)o 

類似する井戸は、側の縦板外側に葦が簾状に並べられているものが多賀城市新田逍跡第8次調査S

E 1・ 2 (多賀城市埋蔵文化財調査センター1989)や洲崎遺跡SE153に、側の横板外側に葦が簾状

に並べられているものが洲崎遺跡SE305に認められる。また、新田遺跡第7次調査SE3は、側板

の有無は不明であるが、珠が簾状に組まれていた（多賀城市埋蔵文化財調査センター1989)。こうし

た構造の井戸は、側内部へ入る地下水の浄化を目的としたと考えられる。本遺跡・下草古城跡 • 関B

遺跡 • 藤島城跡 ・ 洲崎遺跡にみられた葦を簾状に組んで側とする井戸は、縦板や横板を省略した形と

判断され、葦がその機能も兼ねたとみられる。

これらの時期は本遺跡SE1647が17世紀以降、下草古城跡が17世紀初頭中心、関B遺跡が15世紀

前半、藤島城跡が16世紀頃、洲崎遺跡は13世紀後半から16世紀後半、 新田遺跡は15世紀頃と考えら

れており、中世から近世初期に位置付けられている。本遺跡SE1534・1539は、出士遺物がないため

特定はできないが、同じ構造をもつSE1647の年代から17世紀以降とみておきたい。簾状の葦を側と

する井戸跡は、今後、深材の供給地に近い、沖積地の遺跡で類例が増えるとみられる。資料の増加に
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期待したい ぼ5)0 

（註 I)第lV期の年代は、『中野窃柳遺跡 I』で13世紀中心と指摘したが、今回の検討で区画内部の遺構にも14世紀代のものがあり、 SX!600

は13世紀-14世紀を中心に機能したとみられることから、第lV期の年代を13世紀-14世紀中心と改めることにしたい。

（註2)山王遺跡八幡地区では、 16世紀代の武士階級の屋敷跡が確認されている（宮城屎教育委只会 1997)。屋敷は中央に主屋、その東・

西・北に付属建物、東端に井戸が配骰され、主屋の南は前庭となっている。こうした施設構成は、一貫して変わらなかったと指摘され

ており、区画Gで確認された屋敷の様子と共通する。なお、建物群②のSB1672は4X2問の南北棟総柱建物である。絵巻物に描かれ

た中世武士の投敷をみると、厩は板敷であり、 SB1672は厩であった可能性もあることを指摘しておきたい。

（註3)仙台市教委が平成7年度に調査した第 1次調査区（流通地区A区の北隣接地）では、側をもつ井戸が3基調査されており、そのうちの

1基は側に剖抜き材を使用している。報告書が刊行されていないため、詳細が不明であり、構造や時期などの検討はできない。

（註4)これらは、隅柱の有無によって細分が可能である。本遺跡SE1534・1539、藤島城跡SE300・301は隅柱がなく、本遺跡SE1647、下

草SE683、関B遺蹄SE41、洲崎遺跡の全例は隅柱が伴う。なお、洲崎遺跡では井戸の分類が行われており、党を簾状に組んで井戸側

とするものはC2型井戸とされている（秋田県教育委員会2000)。

（註 5) 葦材を用いた井戸については、秋田県払田柵跡調査事務所茄橋学氏、山形県埋蔵文化財センター応桑弘美 • 吉田江美子氏．多賀城市埋

蔵文化財調査センター千葉孝弥・相沢沼利氏、岩沼市教育委員会川又隆央氏にご教示いただいた。
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中野高柳逍 畑跡 平安時代 畑跡 土師器 南北に延びる自然堤防

跡 区画溝跡 赤焼土器 上を畑として利用して

河川跡 おり、溝で区画されて

いる。

集落跡 鎌倉～江 屋敷跡 かわらけ 鎌倉～室町時代は、遺跡

戸時代 区画溝跡 中世陶器 内を南北道路が縦断して

掘立柱建物跡 青磁 • 白磁 おり、南と北で屋敷跡が

井戸跡 木製品 検出された。屋敷跡は、

土壊 漆製品 溝などによって方形に区

溝跡 金属製品 画されている。南の屋敷

石製品 の主は、遺構や逍物のあ

り方から在地領主であり

年代は鎌倉～南北朝時代

とみられる。主屋 ・副屋

雑舎• 前庭 • 井戸 ・ ゴミ
穴などは、一定に場所に

配置されており、屋敷内

部の場の使い分けは、固

定的かつ継続的であった。

遺物の中では、鎌倉時

代のゴミ穴から出土した

2人の人物が墨で描かれ

た礫（人物墨書礫）が注目

される。

100 



宮城県文化財調査報告書第197集

中野高柳遺跡 1I

一宮城県仙台港秤後地土地区画整理事業関連調査報告害n-

平成16年 3月25印刷

平成16年3月31発行

発行宮城県教育委員会
仙台市背葉区本町三丁目 8番1号

印刷株式会社刃［北tプリント
仙台市守葉区立町24-24




